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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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超あとがき＋解説













超ちようまえがき






「〝春しゆん夏か秋しゆう冬とう〟という言葉のとおり、季節とはその順番で巡めぐるもの。

　しかし、〝そこ〟では四季が……




　〝秋、夏、春、冬〟




　……の順番で訪おとずれるという。

　さて、〝そこ〟とはいったいどこのことだろう？」




　てなわけで、恒こう例れいのクイズから今回もお送りしたわけだが……うん、クイズとしちゃ実に基き本ほんの基本。これまで、本シリーズ（のまえがき）を読んできた猛も者さのみんなには、簡かん単たんだったかもしれない。

　なので、今回はノーヒントだ。

　ついでにノーアンサーだ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ではここに、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』の第九巻かんをお届とどけしよう！

　〝戦せん乱らんのプリンセス〟ピアニィは、あれよあれよのうちにアルディオン大陸を統とう一いつした。

　自らは統とう一いつ帝てい兼けん合がつ衆しゆう国こく大だい統とう領りようとして、アルディオン大陸に合衆国体たい制せいを築きずき、一いち応おうの平和を打ち立てた……かに見えた。

　事がうまく収おさまらないのはいつものこと―――〝神しん竜りゆう王おうセフィロス〟と〝邪じや神しんの御み子こ〟の力がその身に宿った結果、ピアニィはあらゆる生命を吸すい上あげるという世界にとって非ひ常じように危き険けんな存そん在ざいとなり果てた。さらには、同時に彼かの女じよの起こした〝大崩壊グレートディストラクション〟により合衆国体制は一気に崩ほう壊かい、アルディオン大陸は群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代を迎むかえてしまったのである。

　なお、そのくわしい経けい緯いは『アルディオン レボリューションガイド』にも収しゆ録うろくされている。そちらもお読みいただけると大だい歓かん喜きだ。

　この巻より、さらなる力を使うための『超ちよう上じよう級きゆうルールブック』が導どう入にゆうされる。興きよう味みがある方は、どのようになるのか参考になるだろう。

　それでは、前置きはこのくらいにして本ほん編ぺんに移うつりたいと思う。




　―――いざ、戦乱の大陸へ！











前回までのあらすじ






　時に、帝てい紀き八一四年―――。

　アルディオン大陸は、統とう一いつ帝ていとなったピアニィの許、合衆国体制という新たな秩ちつ序じよがもたらされることになった。だが、それはあっという間に崩壊した。統一帝となったピアニィが〝真の四宝の試み〟に挑いどんだ結果、神竜王セフィロスと邪神の御子がその身に宿ってしまった。同時に発生した〝大崩壊〟によって、エストネル王国は滅めつ亡ぼう。ピアニィも、自分の意思にかかわらず、あらゆる生命力を吸きゆう収しゆうするという望まぬ力を手に入れてしまった。

　そんなピアニィの前に現あらわれたのは、彼かの女じよの兄ヒューバードであった。彼は、神と妖よう魔まを駆く逐ちくして理想の世界を創そう造ぞうするという目的のため、ピアニィを排はい除じよしようとする。その危き機きに現われた、リシャールとベルフトによって辛からくも難なんを逃のがれたピアニィたち。生命力吸収の力を抑おさえる手て掛がかりを求め、軍ぐん師しサザーランドが隠いん遁とんする霊れい峰ほうネビスを目指した。

　だが、その行く手に現われたのは、ヒューバードが差し向けた刺し客かく―――ピアニィと同じ顔をした、三人のピアニィのクローンたちであった。

　この刺客を退しりぞけ、面会したサザーランドは、ピアニィにひとつの道を示しめした。その先に進めば、力を抑えることができるであろう、と。ピアニィたちは、その道を進むのだった。






































ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆新たなる力を！




　その日、弊へい社しやの会議室―――。

　テーブルを囲んで顔を突き合わせ、考かんがえ込こんでいる四人の男たちがいた。

　そのうちのひとり……鈴吹太郎すずふき・たろうが、おもむろに告げた。




鈴吹：『超ちよう上じよう級きゆうルールブック（仮かり）』の正式名めい称しようを決めなければならん。




『超上級ルールブック（仮）』とは、二〇一二年六月に発売が予定されていた『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』のサプリメントのことだ。

　その仮か称しようからもわかるとおり、上級クラスのさらに上位となる〝運命クラス〟を始め、追加のエネミーやアイテムなどのデータや新たなルールを満まん載さいした一冊さつだ。20レベルを超こえるＰＣに対たい応おうしたデータを内包しているため、『上級ルールブック』を超える一冊という意味を込こめ、社内では『超上級ルールブック』と仮称されていたのである。

　鈴吹の言葉に、残る三人……私と久保田悠羅くぼた・ゆうら、そしてたのあきらは考え込む。

　書名を決める時は、メンツは違えどいつもこうである。

　大の大人が雁がん首くびそろえて眉み間けんにしわを寄よせつつうんうん唸うなる。

　さくっと決まる時は決まるのだが、一回ドツボにはまるとまさに地じ獄ごく―――。

　残念ながら、この日は〝ドツボの日〟であった。




　打ち合わせの開始より、小一時間が経けい過かした。




一同：………………いかん、決まらん。

きくたけ：……なにか、名称を決める指し針しんみたいなもんはないですかね。

たの：指針……そうですねえ……『上級ルールブック』より高レベルのデータが載のってることがわかるタイトルがいいですね。「上級」を超える、みたいなニュアンスがほしい。

久保田：「上級」を超える……超える……『ウルトラガイド』。

きくたけ：円谷プロが出しゆつ版ぱんしそうだ。

鈴吹：というか、なんの本かわからんな（笑）。

きくたけ：ていうかさ、〝超える〟って言葉ならアレでしょ。

一同：アレ？

きくたけ：『ビヨンド上級ルールブック』

鈴吹：なるほど、たしかに『上級ルールブック』を超えている。

たの：でも超えているだけです。

久保田：まんまだ。

きくたけ：しくしくしく。

久保田：神々の世界みたいなものにも足を突つっ込こんだ内ない容ようになるから……奇き跡せき的てきなサムシングをイメージして―――『ミラクルガイド』か『ミラクル上級ルールブック』。

たの：奇跡だと、ちょっとイメージがズレません？

鈴吹：それにちょっと長いな。それなら凄すごさを表わして、なおかつ短い言葉がある。

たの：なんです。

鈴吹：『超ちよう弩ど級きゆうルールブック』

たの＆久保田：凄そうだっ!?

きくたけ：いかん。それはいい。

たの：いいのかいかんのかどっちなんです。

きくたけ：非ひじよ常うにすばらしい。が、ひとつ問題があります。

鈴吹：問題？

きくたけ：〝超弩級〟を出す前に〝弩級〟が必要ですっ！　そもそも〝弩級〟という言葉の由来は二〇世紀初頭にイギリスが建けん造ぞうしたドレッドノートという戦せん艦かんの頭文字であ……。

一同：やかましいっ！（笑）




　途と中ちゆう、意味不明な会話を挟はさみながら、さらに三〇分後。

　まか不思議な書名候こう補ほが無数に書き出されてのち……満まん場じよう一いつ致ちでそれは決まった。




『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　超上級ルールブック』




　…………。

　俺おれたちの一時間半を返せ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　なお、その会議において……「『無印』第九巻かんでは、この『超上級ルールブック』のデータを使ったシナリオを組むように」と、指令が下ったのは言うまでもなかった。

　なぜか、目をきらきら輝かがやかせる大おお竹たけさんの笑顔が脳のう裏りに浮うかんだ。







◆Preplay 02◆やってきたセッション当日




　そして、セッション当日がやってきた。




大竹：（キラキラキラ……と目を輝かせた満面の笑顔）

ＧＭ：……。

一同：…………（笑）。




　大竹さんが予想どおりすぎて、場の全員が笑いをこらえて引きつった表ひよう情じようを見せている。

　目の前のテーブルの上には、各種シートにルールブック一式のほか、『超上級ルールブック』の打ち出しがドサリと置かれていた。

『超上級』のデータは、このセッションが初のお目見えだ。

　大竹さんでなくてもにこやかになるのは当然のことと言えよう。うん。




　……なお、セッションで使用した本データは、テスト版ばんであることをご了りよう承しよう願いたい。

　製せい品ひん版ばんとほぼ内容は変わらないが万が一、記き述じゆつに相そう違いがあった場合、読者のみなさんは製品版の『超上級ルールブック』の内容を信じてほしい。
















きくたけ（以下、ＧＭ）：さて、みなさん……おはようございます。

一同：おはようございまーす！

大竹：わくわく……♪

ＧＭ：‥……いかん。大竹さんがいつになく期待に満ちた目をしている。

鈴吹：さっきからずっとこんな調子だよ（笑）。

大竹：だって……ねえ？（笑）

矢野：ねえ、と言われても……どう反はん応のうしたらいいんですか（笑）。




　そういう矢野君も満面の笑顔である。




ＧＭ：まあ、期待してくれるのはありがたいということで……（笑）。

Ｏはた：ありがたやありがたや。




　それではここで、例によって集まっている面々を紹しよう介かいしよう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




きくたけ

　本名は、菊きく池ちたけし。

『アリアンロッド』を始めとして『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊かん）など、ＴＲＰＧを糧かてに生きるゲームライター。

　とにかく読者を驚おどろかし、笑わせ、泣かせることに生命いのちを懸かけており、毎日、いかに読者の予想の斜ななめ上うえを行くかを考えている。

　本リプレイでは、ＧＭと著ちよ者しやを務つとめる。




大竹みゆ（使用キャラ：ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア）

　フリーの女じよ性せい声せい優ゆうさん。

　常つねににこにこしているが、その笑顔の陰かげにはゲーマーという名の修しゆ羅らが潜ひそんでいる。

　殺意も潜んでいたのだが、最近ではネタにし続けたためか潜めることすらしなくなった。

　秋葉原の街中を歩けば「あ、殺意様だ」と呼よばれることもあるという。




大竹みゆblog *primlog+* 　http://ameblo.jp/primlog/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




鈴吹太郎（使用キャラ：ナヴァール）

　またの名を中島純一郎なかじま・じゆんいちろう―――すなわちＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の代表取とり締しまり役やくである。

　ＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊）のデザイナーだ。世界でもっともＴＲＰＧを愛する男のひとりだろう。

　新たに『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』も発売された。




クレバー矢野（使用キャラ：アル・イーズデイル）

　本名は矢野俊策やの・しゆんさく……言わずと知れたＴＲＰＧ『ダブルクロス』のデザイナー。

　根っからのツッコミ体たい質しつで、人に隙すきあらばそこを突つかずにはいられない。

　今まで薔ば薇らだのアンドロメダだのウメボシだのキーボードを打つとピアノの音が鳴なり響ひびくだのいろいろ言われてきたが―――最終的には〝王子〟という愛あい称しように落ち着いた。




Ｏはた（使用キャラ：ベネット）

　本名は大畑顕おおはた・あきら―――Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]が誇ほこる最強の三下属ぞく性せいを持つ男。

　社内ですれちがいざまに「ていっ！」とチョップを繰くり出だすと「げばあ、ば、馬ば鹿かなっ!?私はあなたの右みぎ腕うでだったはず……っ！」とナチュラルに叫さけぶ。いや、ほんとに。

　仕事では主にさまざまなデータの作成を担たん当とうするＴＲＰＧ作りになくてはならない男だ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、それでは今回予告から参りましょうか。……ちなみに前回の話とか覚えてる？

大竹：んと、ピアニィが生命を吸すい込こむ能のう力りよくをもらって大変なことになった。

Ｏはた：陛へい下かが歩いたあとは、ぺんぺん草も生えない荒こう野やに。

矢野：で、これはなんとかしないといかんと、ナヴァールの師し匠しようであるとこのサザーランドに導みちびかれて妙みような空間に入っていった……そんなところで終わったはず。




[image: ]




ＧＭ：そうそう。そして、統とう一いつ帝ていにして合がつ衆しゆう国こく大だい統とう領りようであるピアニィは、この地上から姿すがたを消し―――。

鈴吹：……その結果、アルディオン大陸は大だい混こん乱らんに陥おちいった。

大竹：がーん。

ＧＭ：ちなみにキミたちが消えてのち、大混乱に陥った世界の状じよう況きようは、『レボリューションガイド』を参照だ。また、『デスマーチ』や『ゲッタウェイ』シリーズでも描えがかれるので安心してほしい。

矢野：それ、安心するとこなんだろうか（笑）。

ＧＭ：キミたちが消えても世界は変わりなく時を刻きざみ、昨日から明日へと繫つながっていくよ、という話でして―――。

矢野：無理にいい話にしないでください（笑）。

ＧＭ：まあ、繫がった明日に平和があるとは限かぎらんだけだ。

一同：ダメじゃんっ!?（笑）

ＧＭ：と、宣せん伝でんしたところで今回予告といこう！　えー……（と、声の調子を変える）




「……今回予告！

　帝紀八一四年一〇月―――。

　サザーランドに示しめされた先に在あった地……それはアヴァロンなる都市だった」




大竹：アヴァロン？

ＧＭ：アヴァロンとは、『超上級ルールブック』で紹しよう介かいされる〝幽ゆう界かい〟に漂ただよう都市だ。幽界ってのは〝神しん界かい（神様の世界）〟と〝物ぶつ質しつ界（人間の世界）〟の狭はざ間まに存在する世界のことだね。

大竹：ほうほう。

鈴吹：英えい雄ゆうたちがある目的のために集つどう世界と言えばいいかな。

大竹：英雄……。

ＧＭ：まあ、くわしくは本ほん編ぺんで少しずつ解かい説せつしよう。では、続き。えー……。

「ピアニィの力を制せい御ぎよするために、そしてこれから先の戦いに備そなえるために、キミたちは力を求める。しかしこのアヴァロンの地にて問われるのは〝戦う意味〟」




矢野：戦う意味……？

大竹：戦いに理由とかいるんでしょうか。

一同：…………。

ＧＭ：修羅か。キミは。

大竹：いやいやいやっ、そういう意味でなく！（笑）　世界を平和に導くために戦うことに、疑ぎ念ねんは抱いだいたりしないかなーと。

ＧＭ：さあ、どうかな……？　うっひっひ。

大竹：っ!?




「だが、事じ態たいはピアニィたちに時間を与あたえてはくれない。

　今、四人は己おのれの進む道を決めなくてはならない―――。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

　第一三話『アヴァロン～妖よう精せい郷きようのピルグリム～』




　―――竜りゆうの石は散り、新たなる戦せん乱らんの時代へ」




ＧＭ：今回、みんなはこのアヴァロンにおいて、縁えんのある様々な人物と会って言葉を交わすことになる。会話の内容はあとにするとして……それが目的のひとつだね。

一同：ひとつ？

大竹：ああ、この吸きゆう収しゆう能力もどうにかしないと！

ＧＭ：うん。それらに絡からんで〝試練〟というか〝修しゆ行ぎよう〟みたいなイベントもある……かもしれない。まあ、すべては展てん開かいしだいってことで（笑）。

大竹：修行……つまり強くなるんですね……っ！

矢野：あ、相変わらずブレないなー……大竹さんは（笑）。

大竹：強くなれるなら修行します。

鈴吹：というか、修行するのは吸収能力を制御するためとかじゃないの？（笑）

大竹：ああっ!?　そっち……っ!?

Ｏはた：どっちに行くつもりなんだろう、ピアニィ……（笑）。

ＧＭ：（笑）。では、個こ々このハンドアウトいきましょうかね。まずは……ピアニィ！

大竹（以下、ピアニィ）：はーい。




▼ピアニィ用ハンドアウト

コネクション：？　　　関係：懐かい旧きゆう




一同：コネが〝はてな〟っ!?

矢野：あ、新しい……っ！（笑）

ピアニィ：〝はてな〟じゃなくてカテナさんとか。
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ＧＭ：うまいこと言うな。

鈴吹：（げらげら笑いながら）ハンドアウトで名前を隠かくすとか……っ、意味ね―――っ！　いやまあ、誰だれかと出会うってことだけはわかるが！（笑）

ＧＭ：くわしくは本編で！　えー……続き！




　アヴァロンで、キミは懐なつかしき人物と再さい会かいした。

　彼かれの口から聞かされたのは、兄・ヒューバードのこと。

　その言葉を胸むねに、キミが決意するものは……。
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矢野：どうやら、男だん性せいみたいですね。ハテナの人は。

ＧＭ：そうそう、男だ。

矢野：で、懐かしいのか。

ピアニィ：誰だろう？

Ｏはた：ま、まさか……逆ぎやくモヒのキンバリーさんっ!?（笑）

ピアニィ：ああ……っ！（←ぽんと手を叩たたく）




キンバリー・ボレスワフ

　かつて、レイウォール王国……正せい確かくにはヒューバードに仕えていた騎き士しである。

　〝迅じん雷らいのキンバリー〟という異い名みようを持ち、その実力は折り紙付き。主の目的がため、汚よごれ仕事にも進んで手を染そめた。

　ピアニィの使い魔まヤンヤンのブレスを受け、髪かみの中央が縦たてに一列全ぜん滅めつ……〝逆モヒカン〟なるもうひとつの異名をも得た。本リプレイ第二巻の戦い以い降こう、消息不明となった。
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鈴吹：ここに来てヤツがまさかの復ふつ活かつ……っ！（笑）

Ｏはた：たしかにあいつはヒューバードとも仲がよかった！　ヒューバードからいろいろ聞いてても……！

ピアニィ：おかしくない……っ！（笑）

ＧＭ：まあ、その辺はシナリオ本編で（笑）。さて、次はアルにいこう！




▼アル用ハンドアウト

コネクション：テオドール　　　関係：師匠

　アヴァロンで出会ったのは、七〇〇年前に死んだはずの男だった。

　テオドールの弟分レイルズ。

　彼と言葉を交わした時、キミは決意を新たにする。

　そう、キミが戦っていく、その理由とは……。
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矢野（以下、アル）：俺は、師匠のコネか。しかしレイルズとか……わかるのか（笑）。小説にちょろっと出てきただけの奴やつだ（笑）。

ＧＭ：テオドールをコネとして、その弟分のＮＰＣを出すぞって指定したのは、そこにアル個こ人じんの目的とモチベーション……その根こん源げんがあるからだ。

鈴吹：アルの目的……〝邪じや神しんの御み子こ〟を斬るってやつだな。

ＧＭ：そうそう。今回は、アルの戦う目的……その先にあるものに関して掘ほり下さげたくてさ。暫ざん定ていでテオドール関連にしてるけど、実じつ際さいどんなイベントにするかはちょっと相談で（笑）。

アル：わかりました、なんか考えます（笑）。

ＧＭ：ほい。では次……ナヴァールには、社長ならではのハンドアウトをご用意しました！




▼ナヴァール用ハンドアウト

コネクション：ゼパ　　　関係：友人

「おぬしの、真の力を使う時がきた」

　キミの眼がん前ぜんに立つセインは優やさしげにそう言った。




鈴吹（以下、ナヴァール）：おお、俺のコネはゼパか（笑）。
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ピアニィ：で、真の力を使う時……？　なにそれ？

Ｏはた：ああ、そういえば一巻の頃ころ、「ナヴァールは実は60レベル」とかなんとか言ってたなあ……（しみじみ）。

アル：今、ナヴァールの秘ひ密みつが明かされる時！　ということか（笑）。

ピアニィ：どんな秘密？

ＧＭ：知らん。

一同：知らんっ!?

アル：知らんてなんだ、知らんて！（笑）

一同：いや、ほら。前回、ナヴァールがなぜピアニィの吸収能力の影えい響きようを受けないのか、ちゃんと説明されなかったじゃん。

アル：ええ。で、読者に募ぼ集しゆうしたという。

ＧＭ：そう。つまり、ハンドアウトはこう続く―――。




　今、キミの手には読者から集まった〝真実〟たちがある。

　それをどう処しよ理りするのか、決めるのはキミだ！




アル：ひっでぇ――――――っ!!（一同爆ばく笑しよう）

ナヴァール：なんじゃそのハンドアウトはっ!?（と、ハンドアウトをＧＭからひったくって）……ぐわっ!?　ほんとにそう書いてあるっ!?（一同爆笑）

ピアニィ：すごいっ、こんなハンドアウトってあるんだ！（笑）

ナヴァール：ねえよっ!?（大爆笑）

Ｏはた：お、おかしい……っ!!　ハ、ハンドアウトに設せつ定ていを丸投げすると書いてある！

ナヴァール：待ってください菊池さん！　それハンドアウトじゃないよ!?（大爆笑）

アル：「もう処理できないから社長にお任まかせ」って書いてあるだけじゃないですか！（笑）

ＧＭ：はーい、そうでーす。

アル：そりゃあ、読者に真実を募集したけどさ……！（笑）

ＧＭ：実は、三〇通以上の応おう募ぼが来ていてさ。

アル：マジで!?

Ｏはた：あ、あんなてきとーな発言にちゃんと応募くれた人が……。

ナヴァール：てきとーって言うなよっ!?

ＧＭ：その中には大変興きよう味み深ぶかいものも多かった。ナヴァールがなぜピアニィについてきたのかとかも、ちゃんと設定されていたんだ。

ピアニィ：……そういえばナヴァール、なんでついてきてるんだろう？

アル：いや、大竹さん！（笑）　それ、いまさらですからっ！（笑）

ナヴァール：一巻の頃は「それはまだ言えない」とか言ってたな。

Ｏはた：それが、とうとう読者投稿で明らかに……っ！（笑）

ＧＭ：というわけで、社長には前もって投稿を渡わたしてあります。その中から、いろいろ見み繕つくろって拾ってくれるはず。このセッションで。

ナヴァール：そう、俺に丸投げされた（笑）。

アル：え、じゃあ菊池さんは社長がどれを採さい用ようしたかは知らない？

ＧＭ：知りません！（断だん言げん）　もし、まずいこと言い出したら、セッション中にそこは削さく除じよする方向で！

ナヴァール：ふふふ、大だい丈じよう夫ぶだ。読者三〇人分以上のパワー……なにも問題はない。

アル：ふ、不安しかない……（笑）。

ＧＭ：まあ、そのへんはセッション中に……。では、最後はベネット！




▼ベネット用ハンドアウト

コネクション：アヴァロンの統とう治ち者しや　　　関係：主人

　アヴァロンの統治者と、キミは〝クラン＝ベルの四英雄〟ベネットとして言葉を交わした。




Ｏはた（以下、ベネット）：……っ!?

ＧＭ：つまり、今回は英雄扱あつかいされるって話ですな。

ベネット：ほう！　あっしは英雄！　アヴァロンの地に降こう臨りんした、新たなる英雄でございます……って、菊池さん。

ＧＭ：なんでしょう。

ベネット：今回「は」ってなんでしょう、「は」って。

ＧＭ：……。

ベネット：あっしはこれまでもずっと英雄でした。

ＧＭ：そういう噂うわさもあるな。

ベネット：噂か――――――っ!?

アル：安心しろ、俺もそろそろお前が別の大陸の英雄だって信じてやるぞ。

ベネット：サンキュウサンキュウありがと―――っ、じゃなくてまだそこを信じてないのかお前は―――っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：と、ともかく続き！（笑）




　統治者と相対し、その顔を見た瞬しゆん間かんにキミは衝しよう撃げきを受けた。

　そう、彼かの女じよにはすべてわかっていたのだ。

　キミがいずれここにやってくる、と。




ベネット：なんだって―――っ!?　ち、ちがう！　あっしはお前の手のひらで踊おどっているわけではなーい！　って言って逃にげ出し……っ！

一同：どこ行くんだよっ!?

ＧＭ：ちなみに関係は［主人］な。

ベネット：主人!?　しゅじ―――んっ!?　……マスター、私はあなた様の犬でございます。ぐえっへっへっへ！　……と靴くつを舐なめたりすればいいのかしら？

アル：英雄から一気に下げ僕ぼくになってるぞ。

ベネット：短かったぜ、あっしの栄光―――っ!?

ナヴァール：主人……このアヴァロンは多くの英雄が集まる地でもあるからな。なるほど、ベネットも英雄扱いされるから〝統治者〟が〝主人〟……か？

アル：英雄……アヴァロンってとこは、人間からランクアップした人たちが集っている街なのかな？　セインや過か去この英雄がいたり。

ナヴァール：ゼパとも会うみたいだしな。

ＧＭ：だいたい矢野くんの言うとおり。……イメージ的には〝妖よう精せい郷きよう〟って感じかね。よく童どう話わなんかであるじゃない。人が、見知らぬ異い世せ界かいに迷まよい込こむような話って。そうだなあ、桃とう源げん郷きようとかシャングリラとか……ああ、日本の童話なら竜りゆう宮ぐう城じようなんかも近いか。

ナヴァール：わかりやすい（笑）。

ＧＭ：子こ供どもが神かみ隠かくしにあったりするのって、そういう異世界に迷い込んじゃったからとか……話としてはよくあるじゃない（笑）。

アル：あるな（笑）。

ベネット：まあ、なんとなくわかったでやんす。ともかく、そのアヴァロンで英雄としてふるまえってことでやんすな。

ＧＭ：まあ、そんなとこかね（笑）。

ピアニィ：じゃあ、そろそろ……（ちらっ、ちらっ）。

ＧＭ：……うい（笑）。そう、今回は『超上級ルールブック』のデータを使います。

ピアニィ：きた――――――――――――っ!!（笑）　『超上級』は、なにができるようになるんですかっ？

ＧＭ：え、あ……（←圧あつ倒とうされている）いろいろあるけど……20レベル以上になったキャラクターは、さらなる上位のクラス……すなわち〝運命クラス〟にクラスチェンジすることができる。運命クラスってのは、神様から力を授さずかった存そん在ざいとでもいいますか―――。




運命クラス

　神喚者ヴアリエンスと呼ばれる、神の力を授かった者を表わすクラスだ。

　各上級クラスに対応して、八つが存在する。

　また、運命クラスになるためには〝神々の試練オーデイール〟を受け、それをクリアせねばならない。

　試練を乗のり越こえ、運命クラスとなった者にのみ、常じよう人じんを超える力〝パワー〟が与あたえられるのである―――。
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大竹：パワー……？

ＧＭ：うん。簡単に言うと……〝スキルの上位にあたるデータ〟と思えばまちがいない。

ピアニィ：上位のデータって言うと？　スキルとなにがちがうんですか？

ＧＭ：たとえば、《インタラプト》ってスキルがあるじゃない？　これは〝対象のスキルを打ち消す〟ことができるけど、〝パワー〟はスキルではないので打ち消せない、とかね。

ピアニィ：なるほど―――っ!!

アル：たしかに上位のデータだ。

ナヴァール：あとは、スキルで軽けい減げんできないダメージも〝パワー〟なら軽減できたり……これまでの常じよう識しきをいろいろ覆くつがえしたデータがそろっている。

ピアニィ：ああ、それは強そうですね！

ＧＭ：さらに、運命クラスになったキャラは、これまでの三つに加えて第四のライフパスを取得することができる。英雄として新たな運命に身を投じた者にだけ与えられるもの……すなわち、［ライフパス：運命］だ。

ピアニィ：おおー。

アル：出自、境きよう遇ぐう、目的の他に、新たなライフパスがつくのか。そういえば前のエディションでは、ライフパスに［運命］という項こう目もくがあったなあ。

ＧＭ：うい（笑）。では、ルールを説明しながら、みんなにはリビルドしてもらうことになるんだけど……今回は、ちょっとリプレイとしては変へん則そくなことをします。

一同：変則？

ＧＭ：これまではレベルアップやリビルドを行なったら、どう成長したか紹介してから本編に入ってたじゃない？　今回は、オープニングの終しゆう了りよう後に紹介するって形にしますわ。

ピアニィ：え？　なんで？

ＧＭ：オープニング後半に、新たに得た〝パワー〟を使って実際にどう変わったかを実じつ践せんするシーンを用意した（笑）。物語的には、そこで初めて〝パワー〟を得るイベントが演えん出しゆつされる。

ナヴァール：なるほど、そういうイベントが起こる前から〝パワー〟全開なのは物語的には不自然に見えるもんな。

ピアニィ：ああ、先にデータだけ成長しておいて、パワーアップした内容を発表するのは、そのイベントのあとにするってこと？

ＧＭ：そうそう。読者にどんなデータを取得したのか説明する前に、実際に〝パワー〟がどんなものか見てもらおう、ってのが主な理由なんだけど（笑）。

アル：了りよう解かい（笑）。

ＧＭ：では、リビルドとギルドサポートの選せん択たくをして、とっとと本編に入ろう！

一同：はーい！（笑）
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◆Opening 01◆ナインシスターズ




　神しん竜りゆう王おうセフィロスと邪じや神しんの御み子こを吸収してしまったがゆえに、〝あらゆ生命を吸きゆう収しゆうする〟という望まぬ力を得てしまったピアニィ。

　霊れい峰ほうネビスにて軍ぐん師しサザーランドが示しめしたのは、新たな試練への旅だった。




ＧＭ：さて、早速オープニングシーンに入ろうか。最初のシーンは、前ぜん巻かんのラストシーン……その直後から始まる。

アル：直後？　てことは、サザーランドに言われるままに入った謎なぞの回かい廊ろうの中を、俺おれたちは歩いている、と。

ＧＭ：そういうこと。もうどれくらい歩いたのか……それは、ほんの数分のようにも、数日のようにも思える不ふ可か思し議ぎな感覚。そしてキミたちは見つける。その回廊の終わりであろう、光を。それは、回廊の出口をふさぐ扉とびらよりこぼれ出る光だ。

ベネット：ひゃっは―――っ、出口だ―――っ！　と、駆かけ出だすでやんす。

ナヴァール：「帰ってこられないかもしれない」とか言われたな、たしか。

ベネット：全力反転。

アル：戻もどるなよっ!?（笑）　先に進むしかねえだろうっ！（笑）

ベネット：冗じよう談だんでやんす。

ナヴァール：で？　そこは確かく実じつに出口なのか？

ＧＭ：そのようだ。ややあって、回廊の先の扉が重たい音を立てて、ゆっくりと開かれていくのがわかる。わずか数秒のうちに暗い回廊は光に満ちてゆき―――。

ベネット：では前に進……おっと。その前に床ゆかを調べます。トラップ探たん知ち……！

ＧＭ：床を調べると、そこにはベネットが……あ、ベネットじゃねーや（笑）。

ベネット：あっしが床にっ!?　……そのまま死に果て、砂すなになります。

アル：はえーよっ！（笑）

ベネット：な……なぜ……いつの間に……！　これが、試練……！（笑）

ＧＭ：いやすまん、言いまちがいだ。あえて言うならウソだ。

ベネット：ウソだったでやんすか。ふう、生き返ります（あっさり）。

ＧＭ：床にトラップのようなものはない。あいかわらず、時間の感覚も距きよ離り感かんも分からなくなるような不思議な感覚があるだけだ。そして正面から差さし込こみ、回廊を満たす光はあたかもキミたちを誘さそうかのように暖あたたかく―――。

ピアニィ：アル、あの光の先が目指す場所なんでしょうか？

アル：……ああ、多分な。

ベネット：では、その光を目指して走りだすでやんす。うおお、光じゃ―――っ!!

ＧＭ：ピアニィたちは見る。柔やわらかな光の中に溶とけ込こんでいくベネットの背せ中なか―――。ベネットは全身で感じている。まるで、母の腕うでに抱だかれているような優やさしい感覚を。

ベネット：なんでやんすかこの光……!?　ああ、光よ……（うっとり）。

一同：……（笑）。

ＧＭ：視し界かいがすべて、光の白に埋うめ尽つくされる。そして、気づいた。ベネットは次の瞬しゆん間かん、さわやかな風が吹ふく、緑の草原にひとり立っている。

ピアニィ：草原……？

ＧＭ：そして感じるのは、柔やわらかい日差しと、どこか懐なつかしい土と緑の匂においで―――。

ベネット：ば、馬ば鹿かな！　草原？　さっきまでこんなもの見えなかった！　……膝ひざをついてさめざめと泣きます。

ＧＭ：なんで泣くんだよっ!?

ベネット：いや、なんとなく。意味はあまりない。

アル：ないのか。

ベネット：あえて言うなら懐かい旧きゆう。子こ供どもの頃ころに感じていた平和な風景……この場所に世界の優しさを思い出したと申しましょうか。

ピアニィ：世界の優しさってなんだろう……（笑）。

ナヴァール：Ｏはた……（笑）。

ベネット：……すみません、今日のあっしはなんだかおかしい。

一同：いやいやいや……っ!?

ＧＭ：いやいやいやっ、待てよお前……っ！　いやいやいや!!（笑）

アル：今日のあっし「は」……今日「は」って言ったか……っ!?（笑）

ベネット：それがなにか。

ナヴァール：おかしいのはいつもだ！　いつもなんだよ！　今日だけじゃないっ！

ベネット：それは心外！　心外でやんすっ!?

アル：ま、まあいい。とりあえず光の向こうが安全なことがわかった。

ナヴァール：うむ。では、陛へい下か。我われ々われもあの光の向こうへ。

ピアニィ：はいっ。

ベネット：ハメられた気分でいっぱいでやんす。

ナヴァール：気のせいだ。で、我々もベネットと同じ草原に出る？

ＧＭ：うん、アルを先頭にピアニィ、ナヴァールと草原へと歩み出る。振ふり向むけば、もはや戻る道はなく、風にそよぐ緑が広がるのみ。草原の向こうは深い霧きりのようなものに覆おおわれており、その最果ては見通せず―――。

アル：周囲をきょろきょろ見回すと？

ＧＭ：うん、それはすぐに目に入る。広がる草原の向こう……蜃しん気き楼ろうのようにゆらぐ街があるな。周囲をぐるりと外がい壁へきで囲まれた城じよう塞さい都市だ。しかし一いち瞥べつしてわかる。それは見たこともない建けん築ちく様式で建たてられていると。

アル：じゃあ、思わずつぶやこう。ここは……どこだ。

ナヴァール：落ち着け、アル。建物を見ただけでわかる。ここは我々の知らぬ世界……そこはまちがいなかろう。

ＧＭ：そうだな……あえて言うなら街のかもしだす雰ふん囲い気きは神しん殿でんのそれに近いか。それもおそろしく古い時代の神殿、だ。もちろん、遺い跡せきというわけではない。ちゃんと整せい備びされ、人が住まうであろう生きた街だね。

ピアニィ：とりあえず、あそこに行ってみましょう。

ベネット：ひゃっほーう！　街でやんす！　あそこに行けば水が飲めるでやんすよ……！

アル：……遭そう難なんとかしてたんだっけ、俺たち？（笑）

ナヴァール：別に砂さ漠ばくを放ほう浪ろうして来たわけではない。

ベネット：街にたどり着く時は、フラフラになって行き倒だおれるのが常じよう識しきでやんす。

ナヴァール：どんな常識だ。

ベネット：まあ、ともかく街に…………って、あれ？　街の中には人がいる雰囲気でやんすが……陛下が近づいても大だい丈じよう夫ぶですかね？

アル：問題ない。

一同：え？

ピアニィ：あれ？　もしかして……あたしの力は今、抑おさえられている？

アル：ああ。ここに来た時、草原が枯かれる演えん出しゆつがされなかった段だん階かいで気づいた。

ナヴァール：ひとりでかっこよく冷静なツッコミが！（笑）

ピアニィ：さすがアル！

ベネット：もー、アルくんったら空気読んじゃって～ぇ……っ!!　そうやってポイント稼かせいでるのよねっ、いつもいつも……っ（笑）。




　なんだその口調は。




アル：そう、これでポイント＋１だ。




　なんだそのルールは。




アル：……冗じよう談だんはともかく。街に向かおうと思うが、街以外になんか変わったとこは？

ＧＭ：そうだな……周囲の風景は地上のそれと似にてはいるけど、明めい確かくに違い和わ感かんを覚える。キミたちに寄よってきた小動物も地上ではあまり見たことがないものだ。

ベネット：おお？　よく見たらそこで跳はねてるウサギ、なにかちがうでやんすよ？

ＧＭ：そうそう、たとえば耳が三本あったり。

ベネット：キモいっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ナヴァール：ただのキモいウサギ……っ！（笑）

ＧＭ：そんな時、ふいにキミたちの立つ場所に巨きよ大だいな影かげが落ちる。見上げた空には、数頭の巨大な竜りゆうが弧こを描えがくように悠ゆう々ゆうと舞まっている。

ベネット：竜が飛んできた！　うおおー、ドラゴンが現あらわれたぞ―――っ!!（笑）

ナヴァール：アルディオンやエリンディルにも竜はいるが……。

ＧＭ：うん、上空を舞う竜はなんというか……そこにいるのが自然な感じなんだ。まるで民家の軒のき先さきに小鳥が集まってるかのような―――それは幼おさなき頃に絵本の中で見たような、どこか幻げん想そう的てきな光景だ。

ナヴァール：なんというファンタジーな光景……っ！




　あんたもファンタジー世界の住人である。




アル：うん、どう見ても俺たちの世界じゃない（笑）。

ピアニィ：ね、アル。ここは……。

ＧＭ：と、ピアニィがつぶやいた時だ。「……アヴァロン」　ふいに幼くも凛りんとした少女の声がキミたちに掛かけられる。

ピアニィ：あ、アヴァロン？　声のした方向を見ます！

ＧＭ：すると、身長一〇センチほどの妖精が九人―――いつのまにかキミらのすぐ正面に立たち並ならんでいる。いや、立っているって表ひよう現げんはちがうか。九人ともトンボのような羽根を伸のばし、キミたちの視し線せんの高さに浮うかんでいる。

ピアニィ：トンボの羽根の……妖精？

ＧＭ：そう、彼かの女じよらはこのアヴァロンの水先案内を務つとめる妖精―――〝ナインシスターズ〟だ。

ナヴァール：アイドル九人組みたいな感じか。ＡＫＢ９的な。

一同：少なっ!?（笑）

ピアニィ：妖精って言うとどんな格かつ好こう？

ＧＭ：その妖精たちはみな、その小さき身体からだに破は廉れん恥ちなローブを纏まとい―――。

ベネット：破廉恥なローブ!?（笑）

ＧＭ：いや、地上の人間から見ればというか……ファンタジー世界では至極当たり前の風体と申しますか……えー…………うん、言い直す。

ピアニィ：お願いします（笑）。

ＧＭ：（シリアスな口調で）そう、その小さき妖精たちは、美しくも破廉恥な衣ころもを……。

一同：…………。

ＧＭ：美しい破廉恥ってなんだ。

一同：知るかあっ!?（大だい爆笑）

アル：日本語が……っ！（笑）

ナヴァール：なぜ破廉恥にこだわるっ!?　薄うすい衣をまとった妖精でいいじゃん！（笑）

ＧＭ：ではそれで。

ピアニィ：……（笑）。え、えと……あなたたちは？

ＧＭ：ピアニィの言葉に、真ん中のひとりがすうっと空中を滑すべるように前に出る。お団だん子ご頭のピンク髪がみの妖精は、目をくりっとさせて言う。「……ようこそ、アヴァロンへ。ボクはモルガン・ル・フェイ」

一同：ボクっ子っ!?

ＧＭ：「モルちゃんって呼よんでね」

一同：しかもモルちゃんっ!?

ナヴァール：いかん、さっきまでの幻想的な雰囲気が秒でふっとんだ。
















ＧＭ：えー、最初にモルガンが視線を送った相手はベネット。「やはり、ここに来たんだね、ベネットさん」

ピアニィ：ベネットちゃんを知ってる？

ベネット：へ、へへ……あっしも有名になったもんだ。そう！　あっしがクラン＝ベルの四英えい雄ゆう！　この世界にも名が轟とどろいているでやんすか！

ＧＭ：「……そりゃもう。ここは多くの英えい霊れいが集つどう場所ですから」

ベネット：なるほどなるほど……っ！　つまりあっしも英霊であると！

アル：おい、死ぬな。




えいれい【英霊】

　①霊れい魂こん……特に戦死者の魂たましいを敬うやまっていう言葉である。

　②優すぐれた人。またはその魂のこと。




ピアニィ：あの、モルさん。この世界はいったい……？

ＧＭ：「ここはアヴァロン。人の住まう地より隔かく絶ぜつされた世界……幽ゆう界かいにたゆたう地さ」

ピアニィ：幽界？　プリプレイで言っていた……。

ナヴァール：そう。アルディオンやエリンディル……この『アリアンロッド』において、人間が住まう物ぶつ質しつ界と神々の住まう神界……その狭はざ間まにある世界です、陛下。

ピアニィ：うんうん。

ＧＭ：ちなみに、これに魔ま界かいを加えた四界の総そう称しよう……世界そのものはエリンと呼ばれます。

ナヴァール：……それにしても、なるほどアヴァロンか……我々の世界にも妖よう精せい郷きように迷まよい込こんだ騎き士しの話など、さまざまな寓ぐう話わや伝説にその断だん片ぺんが見られるが―――。

ＧＭ：「ああ、それの多くはここに迷い込み、そして地上に戻った人間が伝えたものだね」

ベネット：妖精郷、でやんすか。そういえばエリンディルにもそんな伝でん承しようはありますな。

ナヴァール：ああ、ベネットは『トラベルガイド』の出しゆつ版ぱんに貢こう献けんしてるからな。アヴァロンに関して、噂うわさ程てい度どには知っているかもしれん（笑）。

アル：で？　この世界はなんなんだ？

ＧＭ：モルガンは静かに微笑ほほえみ、意味ありげに答える。「……アヴァロン。神々に導みちびかれし者が集い、外がい敵てきより世界を守るための街―――」

アル：外敵……？

ピアニィ：世界を守る？

ＧＭ：そんなピアニィの言葉を聞いて、モルはピアニィの背はい後ごの空を指ゆび差して……「そう、守っているんだよ―――あれを」と言う。

ピアニィ：？　見上げると？

ＧＭ：そこはたしかに青い空なんだが……その空間の向こう側になにか映えい像ぞうが浮うかび上あがっているのが見て取れる。「あれこそが人の住まう世界。よく見てごらん、なにか見覚えのある形だとは思わないかい？」

ピアニィ：見覚え……？　もしかして、アルディオン大陸？

ＧＭ：「正せい解かいだよ。その隣となりに見えるのはエリンディル大陸だね」　はっきりと見えるわけじゃない。が、アルディオンやエリンディル……キミたちの住む現げん世せの世界が、蜃気楼のように揺ゆらぎ、空にさかさまになって張はり付つくように浮かび上がっている。

ピアニィ：上にあるんだ。

ＧＭ：人間の感覚では上と思うかもしれないけど、そういう物理的な位置を考えることに意味はない……そう思ってほしい。

アル：つまり、このアヴァロンってのは、アルディオンやエリンディルを守ってるってことか？　外敵とかいうのから。

ＧＭ：「そういうことだよ」

ピアニィ：あの、アルディオンとかはなんとなく見えるんですね。だったら、大陸がどうなっちゃったのか気になるんですけど……。

ＧＭ：そこまで細かくは見えないかな。

ピアニィ：……そっか。

ＧＭ：がっかりした表ひよう情じようを見せるピアニィに、モルは語り掛ける。「キミがピアニィ・ルティナベール・フェリタニアだね？」

ピアニィ：そうです。お迎むかえ、ありがとうございます。

ＧＭ：モルはこくりとうなずき……。「そして横にいるのが、クラン＝ベルの四英雄がひとりベネットさんと―――アルディオン一の剣けん士しと名高い、アル・イーズデイルさん」

アル：……ああ、と、ちょっと警けい戒かいはするぞ。

ＧＭ：くすり、モルはアルの心を見透かすように微笑みを浮うかべる。「そう心を荒あらげるものではないよ？」　そう言いながら、最後に意味ありげにナヴァールを見た。「そして―――」

ナヴァール：……。

ＧＭ：「読者からの設せつ定ていによりますが、お帰りなさいませ、ナヴァール様」

ナヴァール：なんだそれはっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：だってまだ設定の内ない容よう聞いてないんだもんっ!?

ピアニィ：「おかえりなさいませ」だって、ナヴァール。

ナヴァール：どうやら戻もどってきたらしい。私わたしには、まだ思い出せぬ記き憶おくがあるらしい。

ＧＭ：「ええ。ボクの言葉の意味は、今のあなたはまだわからないかもしれないね」

ナヴァール：お、おう。

ピアニィ：ここって、ナヴァールの故こ郷きようなのかしら？

ＧＭ：投とう稿こうのうち、どれを採さい用ようするかで変わるんじゃないかな……？（笑）

アル：で？　そのナインなんとかっていうお前らが、俺たちになんの用だ。

ＧＭ：「言ったはずだよ。ボクたちはアヴァロンの水先案内人だって。我われらが主の命に従したがい、キミたちを迎えにきた―――そういうことさ」

ベネット：主……？

アル：……俺は剣に手を掛けたまま、返事を待つ。

ＧＭ：アルは警戒したままか。

ピアニィ：じゃあ、あたしが話します。あたしは、サザーランド老ろう師しに言われてここまで来ました。あたしたちは……。

ＧＭ：「起こっている状じよう況きようは知っているよ。キミたちが誰かも、ね。キミたちは本来、アルディオンにいなくてはならない者たちさ」

ベネット：いなくてはならない……!?

ＧＭ：「そう、ベネットさんも含ふくめて」

ベネット：いいんですか、いても……っ！（笑）

ＧＭ：「いいんです」（笑）

ベネット：いいんだ……っ!?　許ゆるされた！　あっしはここにいてもいいんだっ!?

ＧＭ：「あ。ここにいてもいいかどうかは、別の話だよ」

ベネット：っ!?　弄もてあそばれたあっしの心っ!?　うおぉぉおおえぇあああぅっ!?

アル：ベネット……（笑）。

ＧＭ：「キミたちは、新たな運命の導きによってこの地に立った。その運命を受け入れられるか、それとも―――」

ピアニィ：ちょ、ちょっと待って！　あたしたちは一いつ刻こくも早く、この吸収能のう力りよくをなんとかしてアルディオンに帰りたいんですけど……！

アル：そうだ。それが目的だ。運命とかなんとか関係ない。

ＧＭ：モルガンはピアニィの身体……その胸むねの奥おくを見透かすように凝ぎよう視しする。「……たしかに大きな力がふたつ、宿っているね。面白い」

ピアニィ：面白くないよっ!?

アル：……おい、ほんとに姫ひめさんの吸収能力、除じよ去きよできるんだろうな。ここで。

ＧＭ：「それはわからないよ。でも、人の世界にいたままじゃ可か能のう性せいは０だね」

アル：…………。

ＧＭ：「すべては、キミたちが自分の進むべき道を探さがし出だせるか……そこに懸かかっている」

アル：今いちあやふやだな。とっととその主とやらの場所へ連れて行ってくれ。

ＧＭ：「もちろん。でも、あの街に入るためには試練があるんだ」

アル：試練？

ＧＭ：「そう。案内人であると同時に、キミたちが街に入る資し格かくがあるかを試す試験官の役目もボクたちは負っているってことさ」

アル：え？　もしかして……。

ピアニィ：……戦せん闘とうっ!?

ＧＭ：「ありていに言えばイエス」

一同：オープニングで戦闘かっ!?（笑）

ＧＭ：「そうさ。それにより、キミたちは〝神喚者〟としての入り口に立つことになる」

アル：その〝神喚者〟とかいうのはどうでもいい。が、試練をクリアしないと街に入れないってことはわかった。とんでもなく素す敵てきな試練が待ってそうだけどな……（笑）。

ＧＭ：「キミたちが運命に見み込こまれているなら簡かん単たんな試験だよ」　くすっと笑うモルガン。

アル：お、おもしれえ。じゃあ……と、剣を抜ぬく。

ＧＭ：「待って待って。気が早いなあ。そのままじゃ……死ぬよ」

一同：死ぬっ!?

ＧＭ：「キミたちが真に英雄たらんとすれば、すでに資し質しつは備そなえているはず。今はまだ眠ねむっているその〝力〟……とりあえず開かい封ふうしてあげるよ」　その言葉を合図に、モルガンのうしろに並ぶ妖精たちがふたりずつ組になってキミたち四人の前に。

ベネット：お？

ＧＭ：そして、キミたちの額ひたいに手をかざし……ふわりと力を込める。すると、ふいに四人の胸よりふわりと光が噴ふき上あがり……！

ベネット：あばばばばばばっ!?　身体の中から謎なぞのパワーが……っ!?

ＧＭ：うん、たしかにこれまで感じたことのない〝力〟が心の内より解かい放ほうされていくのが実感できる。「へえ、これは……すごいや。いい資質を持っているね」

アル：じゃあ、俺は驚おどろいておくぞ。な、なんだこれは……！　と。

ナヴァール：なるほど、これでまさに〝パワー〟を得るってわけか。むう、この力……自らの内よりわき出るものだというのに……畏い怖ふすら感じるとは！　陛下、ご無事ですか！

ピアニィ：わくわくっ。




　陛下、ナヴァール迫はく真しんの演出が台無しです。




ＧＭ：ややあって、光は収おさまる。だが、確実に感じることはできた。今、キミたちに新たな力が宿ったということが……！

ベネット：ふはははははっ、今、あっしは無む敵てき！　ベルフトすらも指先ひとつでダウンだぜ―――っ!?
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ＧＭ：「あ、まだ調子に乗らないほうがいいよ。これはあくまでも仮かり免めんだから」

一同：仮免っ!?

アル：仮免て……（笑）。

ＧＭ：「まだ歩むべき道が見えないキミたちには過すぎた力だからね」

ナヴァール：ふうむ。つまり無料体験期間、ということか。

ピアニィ：お試しキャンペーン中なんだ！（笑）

ＧＭ：「まあ、そうなるかな。でも、その力そのものはキミたちがもとより秘ひめていたもの。キミらはこれまで世界を救きゆう済さいしてきた英雄、覇はを成なし遂とげた者だ。これくらいの力を持っているのはわかっていたことだ」と、くすり笑った。

アル：別におだててもらわなくていい。で？

ＧＭ：「じゃあ、キミたちがこの地に足を踏ふみ入いれるに値あたいする人物かどうか……試させてもらうね」　そう言いながらパチン、指を鳴らした。すると―――〝ヴゥン！〟　空気が振しん動どうする音と共に、瞬しゆん時じに周囲の風景が切きり替かわった。

ピアニィ：……えっ？

ＧＭ：気がつくと、そこは薄うすい闇やみに閉とざされた場所に四人は立っている。二〇メートル四方ほどの石いし造づくりの玄げん室しつだ。

ベネット：出入り口は？

ＧＭ：ないよ。

ベネット：馬ば鹿かなっ!?　あっしをハメたな!?（笑）

ＧＭ：「ハメてなんかないさ。……まあ、キミたちがここで生命を落とすようなことになれば、結果としてハメたことになるけど」

ベネット：ハメてんじゃね―――か―――っ!?（一同爆笑）

アル：しょ、正直ね、妖精さん……（笑）。

ナヴァール：なんということだ、いい妖精だと思ったら罠わなをかけてくるとは……！

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ！　キミたちはすごい英雄のはずだから」

アル：だからといって、ハメていいことにはならないだろう！（笑）

ピアニィ：そうですよ―――っ!!

アル：で！　なにをすればいいんだ！　戦闘だとか言ったな！

ＧＭ：その問いに、九人の妖精はみな一様に微笑んだ。「……ふふふふ」

一同：っ!?

ＧＭ：そして、ふっとその場から姿を消す。

ピアニィ：ああっ!?

ベネット：待て！　逃にげるんじゃない！　置いてかないでくれ！　置いてかないでぇ～っ！

ＧＭ：そんな叫さけびが反はん響きようする中、部屋の四よ隅すみに〝ヴゥン〟となにかが召しよう喚かんされた気配―――。

ベネット：なにかがいる……!?

ピアニィ：な、なにかいます……いますよっ!?

アル：またゴーレムだったりしないだろうなあ……（笑）。

ベネット：特に黄金のゴーレムは勘かん弁べんでやんす。

ＧＭ：「……大丈夫。これはアヴァロンにおいては民家に出るネズミを退たい治じするようなもの」消えた妖精の言葉が響ひびく。

アル：ネズミ……ね。

ピアニィ：ネズミですか。

アル：んじゃ、ネズミ退治……させてもらうかね。剣を抜きながら、部屋の四隅の敵てきをにらみつけるぞ。

ＧＭ：ＯＫ。では、アルの殺気に反はん応のうしたのか……そいつらはほぼ同時に、長い首をぐーっ……と持ち上げて―――。

アル：長い首!?（笑）

ピアニィ：ネズミ……？

ＧＭ：そして、背せ中なかの翼つばさを大きくばさりと広げた。

ナヴァール：むうっ、翼があるぞ！

ピアニィ：ネズミ……。

ＧＭ：さらには、その口元からちょろちょろと漏もれ出でる、炎ほのおのような赤い光―――。

ピアニィ：ふつうのネズミは炎を吐はかないです!!（笑）

ベネット：ていうかドラゴンじゃねえか―――っ!?

ナヴァール：まあ、ネズミのようなものであってネズミそのものとは言ってないからな。

アル：火を噴くドラゴン……ファイアドラゴンか？
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ＧＭ：火だけではない。他は、その口にちがった色の光を蓄たくわえているようだ。

一同：……。

アル：もしかして……地水火風のドラゴン……？（笑）
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ＧＭ：そう、そのとおり！

アル：いや、ちょっと待……！

ＧＭ：さらに！　アルがなにかを言いかけたところで……四人の眼がん前ぜんに闇やみ色いろの魔ま力りよくが噴き上がった！　その魔力の流れの中、ギラリと光る瞳ひとみ。周囲の四頭よりひとまわり大きな闇色のなにかが、ばさりと翼を広げて咆ほう哮こうをあげる！

ベネット：ダークドラゴン……っ！




[image: ]




ピアニィ：どこがネズミ―――っ!?

アル：あ、あれ？　待て待て待て待てっ！　このシチュエーション、憶おぼえがあるぞ!?

ナヴァール：憶え？　……あ。

ピアニィ：あ……あああっ！　関根ダンジョンのクライマックスバトルだ！

アル：そう、それだそれっ！

ＧＭ：おお、よく憶えていたな。そう、あの戦闘を再さい現げんしてみました。

ベネット：オープニングでやるような戦闘じゃね――――――っ!?（大爆笑）




　このシチュエーションは『アリアンロッド・サガ ファンブック　Fellowship of Stone』に掲けい載さいされたリプレイ「母からの贈おくり物もの」のクライマックスである。

　あの時、ピアニィたちは全力でこれに立ち向かい、かろうじて撃げき破はするに至ったのだ。




ピアニィ：たしかあの時、かなりギリギリの戦いをしたような……。

アル：そ、そりゃな……。

ＧＭ：ああ、安心してほしい。

アル：な、なにがっ。

ＧＭ：あの時とちがい、ダークドラゴンの足下にトラップが仕し掛かけられたりしてない。

アル：ちがいはそんだけかよっ！（笑）

ピアニィ：安心できないですよっ!?

ＧＭ：（テーブルの上にコマを並べながら）まずは四隅に四属ぞく性せいのドラゴン―――ウォータードラゴン、アースドラゴン、エアリアルドラゴン、ファイアドラゴン、と。そしてＰＣたちとエンゲージする形で、ダークドラゴンだ。

一同：…………。

ＧＭ：「さあ、始めよう。この五頭を相手に、あなたたちに発はつ現げんした力を見せてもらうよ」そんな楽しそうなモルガンの声が部屋に響いた。

アル：くそう、楽しそうなのか……（笑）。

ピアニィ：でも、新しい力を使ってみるチャンスですよっ！（わくわく）

アル：こっちはもっと楽しそうだった―――っ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：だ、だって、新しいデータを使う機会がこんなに早くやってきたんですよ!?

アル：いや、それはいいんだが……うん、いや、姫さんはそれでいい……（笑）。そのうえでさ、俺……新しい力がシナリオ一回とかなんですけど……ここで使っていいのか？（笑）

ＧＭ：「……おっと、言い忘わすれました」

アル：言い忘れた？

ＧＭ：「現げん在ざいは、無料体験期間中につき、スキルやフェイトなどのリソースは、戦闘後にすべて回かい復ふくしてあげるよ」（笑）

アル：マジで!?

ピアニィ：やったあ―――っ!!　サービス抜ばつ群ぐんですねっ！（笑）

ＧＭ：「そのかわり、ギルドサポートはこの戦闘ではなしにさせてもらうね」

ピアニィ：えっ？　なしなんだ。

ＧＭ：「あなたたちが得た新しい力を見極める試しの儀ぎだからね」

ナヴァール：な、なるほど……と納なつ得とくしていいのだろうか（笑）。

アル：使ったリソースは回復するから……まあ、そのくらいはいいだろう。

ピアニィ：ですよね！

ＧＭ：「では、ご存ぞん分ぶんに……」　そんなモルガンの声が消えたところで―――さあ、戦闘に入ろう！







◆Opening 02◆死し闘とう！　五大ドラゴン……！




　ここに、戦いの火ぶたは切って落とされた。

　四人の脳のう裏りに蘇よみがえるのは、かつて同じシチュエーションで戦った時の苦く闘とうの記き憶おくだった。

　だが、かつては倒たおしたことのある敵。




　希望は、あった。




ＧＭ：薄うす暗ぐらい石室の四隅、ドラゴンたち口元にゆらぐ四色の光は、いつでもブレスを吐けるいう意思の表われ……威い嚇かくを意味するもの。反響するのは獰どう猛もうなうなり声―――。

ナヴァール：一いつ斉せいにブレスを吐いてくる気満々、か。

ベネット：た、たまんないでやんすな。

ＧＭ：だが、おそらく最大の脅きよう威いは眼前に立ちはだかる闇のドラゴンだろう。キミたちを見下すその瞳には妖あやしい光がたたえられ―――。

アル：まあ、トラップが仕掛けられてないだけファンブックの時よりマシということで……。

ピアニィ：わくわく。

ＧＭ：では、ラウンド進行に入ろうか。【行こう動どう値ち】はこんな感じだ！




●第一ラウンド

▼行動値

エアリアルドラゴン　　　　42

ベネット　　　　　　　　　33

ピアニィ　　　　　　　　　30

ダークドラゴン　　　　　　23

アースドラゴン　　　　　　21

ファイアドラゴン　　　　　19

ウォータードラゴン　　　　15

アル　　　　　　　　　　　11

ナヴァール　　　　　　　　７




[image: ]




ＧＭ：まず、第一ラウンド目のセットアッププロセス。こちらのセットアップはなしだ。五匹ひきの竜はそれぞれ、みんなを鋭するどく見つめながら、動くタイミングを計っている。

ベネット：なら、あっしのセットアップでやんす。「へい、これを食べな！」とファミリアに旅人の石を投げる！

ナヴァール：おい!?（笑）

ベネット：それを食べたファミリアが巨きよ大だい化か！　《マスターテイマー》の演出でやんす。

ＧＭ：じゃ、じゃあ、旅人の石の力でベネットのファミリアは巨大化した。

ピアニィ：あたしは《インクリーズデバイス》を宣せん言げん。対象はナヴァール以外で。魔力で攻こう撃げきを補ほ助じよする球体を三つ作りだして配りますよ。これで攻撃のダメージに＋17です。

アル：次は俺か。《クリアマインド》を使っておこう。二刀を構かまえて精せい神しん集中。これでこのラウンドの間、コストなしでスキルが使える。

ナヴァール：最後は私か。《マインドマスター》を使い、まず《コーデックス》＋《メンターアーツ》を宣言。《プロテクション》のコストを減へらしたいし、クラスの選せん択たくはアコライトにしておこう。さらに《スピリチュアルウェポン》をアルに。ケセドの杖も使用、魔ま術じゆつ判はん定ていは……（ダイスを振ふる）成功。アルの装そう備びしている剣を魔力で強化して、ダメージ＋20！

アル：おお、来た！

ＧＭ：これでセットアッププロセスはおしまいだな。イニシアチブプロセスに移うつろう。まず、ウォータードラゴンが《大おお津つ波なみ》を使……！

ベネット：ここは先手必勝！　《エンカレッジ》でピアニィ様に行動してもらうでやんす。プリプリダンスを踊おどって応おう援えん。ピアニィ様、やっちゃってくだせえ！

ピアニィ：はいっ！（ぐっ、とダイスを握にぎり込む）。

アル：追つい撃げきのために、俺も《カリキュレイト》を使っておこう。

ＧＭ：了解。じゃあ、【行動値】順に処理するぞ。まずはピアニィから動いてくれ。

ピアニィ：いきます！　マイナーアクションで《ブーストマジック》、メジャーアクションは《ダブルキャスト》で魔術二連発です！　まず一発目。《フロストプリズム》と同時に、フェイト３点を消費して《精せい霊れい乱らん舞ぶ》……っ！　対象を場面（選択）に変へん更こう、ダメージ＋[image: 110]で、五匹のドラゴンぜんぶに攻撃しちゃいます！

ＧＭ：いきなりシーン攻撃か！

ナヴァール：その命中判定に《ドラゴニックシンボル》で＋１Ｄ！　カッと目を見開くと、ピアニィ陛下の魔力が増ぞう幅ふくされる。

ベネット：おお、ナヴァールの目が開いた！

ナヴァール：うむ、とうとう目を閉とじている秘ひ密みつも明かされそうだからな！（笑）

ピアニィ：ナヴァール、ありがとう！　これで命中判定が21＋７Ｄに。いきます！（ダイスを振ふる）あわわ、出目が……って、クリティカル！

ナヴァール：６が二個こに、１、１、１、２、３か。危あぶなかった（笑）。

ＧＭ：むぐ。こっちは（ダイスを振る）……ダメだ―――っ!!　くそー、エアリアルドラゴンは４Ｄ振れるし、クリティカルでさえなければ、まだ可か能のう性はあったのに！

ピアニィ：ふふっ、全部あたってよかったです。

ＧＭ：ピアニィを中心に魔力が膨ふくれあがる。部屋全体をすさまじい光と冷気が覆おおい、五匹のドラゴンを呑のみ込んでいく！　さあ、ダメージをくれ。

ナヴァール：では、さらに支し援えんをしよう。ケセドの杖つえを乗せた《ディバインフォース》っ！　視線にさらに念を込めると、ピアニィ陛下の魔力が爆ばく発はつ的てきに高まる！　ダメージに＋[image: 120]！

ＧＭ：ぶほっ!?　22レベルともなると支援も半はん端ぱないな、おい！

ピアニィ：これでダメージロールは……（暗算して）―――[image: 395]＋12Ｄ……？

ＧＭ：[image: 395]＋12Ｄ!?

アル：す、すげえ……！（笑）

ピアニィ：たあ……！（ダイスを振る）お、ダイス目もいいっ♪　５と６がいっぱいっ！　ダメージは[image: 448]点の〈光〉と〈水〉属性の魔ま法ほうダメージです。

ＧＭ：……は？　なんじゃそりゃあぁぁぁっ!?　（慌あわただしくダメージ計算して）……な、なんとか即そく死しは避さけられたか。だが、今のでごっそり削けずられてしまった。光と冷気の嵐あらしが収まると、そこには苦しげに咆哮をあげる五匹のドラゴンが！

ピアニィ：ちなみに、１点でもＨＰダメージが入ったら、《マリッドストリーム》の効こう果かでこのラウンドの間、回かい避ひ判定にマイナス１Ｄです！

ＧＭ：いかん。踏ふんだり蹴けったりだ。……光と冷気の乱舞になんとか耐たえた五匹のドラゴンだが、身体はなかば凍いてつき、まともに身動きできなくなっている。

アル：ちなみに《ダブルキャスト》だから、そこにもう一発飛ぶんだよな。

ピアニィ：はい！　二発目も《フロストプリズム》から《精霊乱舞》でシーン攻撃……！

ＧＭ：シーン攻撃二連発……！

ベネット：ふはは、これが超ちよう上じよう級きゆうの力でやんす！

ピアニィ：命中判定いきますよ～。

ナヴァール：陛下お待ちを。フェイト１点を消費して《カノン》を使用。その命中判定にも＋１Ｄします。背後から指し揮きの言葉をかける。敵は弱っております。とどめを！

ピアニィ：はい、いきますよ。（ダイスを振る）またまたクリティカル―――っ!!

ＧＭ：マジか!?　回避判定のダイスが減ってるから、避よける目があるのはエアリアルドラゴンとダークドラゴンの二体だけ……。（ダイスを振る）クリティカルせず！　動きの鈍にぶったドラゴンたちを、ピアニィの生み出した氷と光が再ふたたび包つつみ込んでいく！

ベネット：お前ら程てい度どじゃあ、ピアニィ様の攻撃は避けられないでやんすよ。

ＧＭ：ぐぐっ！　だ、ダメージをくれ……。

ナヴァール：では、ピアニィ陛下に《チェックメイト》を。さらにフェイト12点を乗せる。

一同：おおっ!?

ナヴァール：フェイトを使えるだけ使ってダメージロール！　人生で一度はやってみたかった！　戦闘が終わったら回復してもらえる今がチャンス！（笑）

ピアニィ：そうですよね、さすがナヴァール♪

ナヴァール：さ、陛下。ダメージロールを振ってください。私も振りますので。

ピアニィ：はい！（ダイスを振る）ダメージは[image: 308]点の〈水〉と〈光〉の魔法ダメージ！

ナヴァール：それに＋89点ですな。

ＧＭ：合計[image: 397]点か。

一同：…………。

ＧＭ：えー……それは―――。




　それは天てん変ぺん地ち異いと見まごうばかりの光景だった。

　極低温の冷気とまばゆい光が入いり乱みだれ、五匹のドラゴンを呑み込んでいく。

　光の中で、五匹のドラゴンのシルエットが崩くずれゆき……




　あとに残ったの静せい寂じやくのみであった。




ＧＭ：……というわけでドラゴンは、全ぜん滅めつした。

一同：すげ―――――――――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：も、もうぺんぺん草も生えちゃいない。

ベネット：ファンブックの苦戦はなんだったのか！　１ラウンド開始直後に終わった（笑）。

アル：ていうか１メインプロセスで終わっちゃったっ！　俺、《カリキュレイト》宣言しただけだった！（笑）　〝パワー〟使ってねえ！（笑）

ナヴァール：うーむ。これなら、ドラゴンをネズミ扱あつかいも納得だ。

ピアニィ：ふう、すっきりした～。

ＧＭ：他になにか言い方はないのかっ!?（一同爆笑）

ナヴァール：いかん。陛下が超嬉うれしそうだ。

ピアニィ：い、いろいろ溜たまってたんですよ！（笑）

ＧＭ：お、おう……（笑）。ともかく、ピアニィがドラゴンたちを一いつ掃そうすると、ふいに周囲の風景はゆらいだ。そして気がつけば、キミたちはいつのまにか草原に立っている。目の前には、ナインシスターズが微笑んでいた。

アル：おい、これで文句ねえな？　とっとと主とやらに会わ……。

ＧＭ：「ところで、ひとりしか試せませんでしたねえ」

ベネット：え……えええぇぇえ―――っ!?（笑）　今のじゃダメってことか―――っ!?

アル：いやまあ、たしかに姫さんしか行動してないけど！（笑）

ナヴァール：いや、そんなことはない！　私も協力した！（笑）

ピアニィ：そうですよ！　ア、アルは剣を抜いてよいしょって立ち上がって……えー……。

アル：そのあとガタッと座すわっただけだな（笑）。

ＧＭ：「いやいや、わかってるよ。アルの行動は、ピアニィが打ち漏もらした時のことを考えてのことだよね。いや、さすがは英雄。試練はクリアしたってことでＯＫだよ！」

アル：お、お前……もうなんでもＯＫ出す気だったろう……（笑）。

ＧＭ：「さあ？　ともかくキミたちは、我が主と会う資格を得たんだ。そして、力を正式に得ると共に世界の真実を知る。その時、来た道を戻るのか、先へ進むのかを決めるといい」

ピアニィ：はいっ。

ＧＭ：「でも、忘わすれないことだよ。まだ、キミたちは仮免だってことを―――」（一同爆笑）

ピアニィ：それは忘れません（笑）。

ＧＭ：「そして、もうひとつ。このアヴァロンでは時間や空間の概念に意味はない」

ピアニィ：え……？　時間に意味はない……？

アル：……つまり、俺たちがのんびり過すごしている間に、元の世界が何年も経たっている、なんてことがあるのか。

ＧＭ：そう。ちなみに地上の一日がこっちの何日に当たるかはＧＭが決めてよいと『超上級ルールブック』に書いてある。油断しているとあっという間に時間が過ぎる……かも。

ピアニィ：なるほどー……じゃあ、急がないと！

ＧＭ：ＯＫ、では気がつけばキミたちはアヴァロンの街の門、その眼前に立っていた……というとこでシーンは閉とじられる―――さあ、成長報ほう告こくをして、ミドルフェイズへと入ろう！











ＩＮＴＥＲＬＵＤＥ









◆Interlude 01◆新たなる力を！




　〝神々の試練〟を乗のり越こえ、新しい〝力〟を得た四人―――。

　彼らの得た力は、人の領りよう域いきを超こえるものだった。

　〝神喚者〟として目覚めつつある四人は今、




　―――超★和気あいあいとしていた。




ＧＭ：それではここで、あらためてレベルアップ報告をしてもらおう！

ピアニィ：（←超上級データとにらめっこしている）

ＧＭ：し、してもらおう！

ピアニィ：あ、え、はい！（笑）

ナヴァール：陛下。さすがです……（笑）。




▼ピアニィ（22レベル）の場合

ＧＭ：では、まずはピアニィからいこうか。

ピアニィ：はい、ピアニィです！　22レベルになりました。で、ウィザードの運命クラスのエレメンタリストになりましたー。

一同：おー。

ピアニィ：いろいろ調整してリビルドした結果、《マジックフォージ》がなくなりました。代わりに……というのも変ですけど、《異い才さい：ソーサラー》を取得、これでソーサラーの《ダブルキャスト》を取りました。やったぁっ！

アル：ウィザード系けいクラスがソーサラーのスキルを取れるようになるのか……（笑）。

ＧＭ：ちなみに、〝パワー〟はスキルを二個取る代わりに一個、取得することができる。

ナヴァール：それでも《ダブルキャスト》を取得するのは大きい。

ピアニィ：でしょ？　いけますよね！

ナヴァール：そう、いける。《ファイトソング》で復ふつ活かつできるからね。

ピアニィ：ひゃっほーう！

ＧＭ：なお、《ファイトソング》で〝パワー〟は増ふえません。

ナヴァール：そのうえで、この《ダブルキャスト》は〝パワー〟で取得した〝スキル〟だから、《ファイトソング》の対象になるんだよね。

ピアニィ：そうなんですよ。そこはチェックしました！

アル：さすがだ（笑）。

ピアニィ：次に、〝パワー〟その２。《精せい霊れい王おう招しよう来らい》を取得しました。マイナーアクションで使うもので、魔法攻撃のダメージを＋【最大ＨＰ】できます。

ＧＭ：ただし、必ず単体になるからね。

ナヴァール：それでも十分強い。タイミングがマイナーだから、《ダブルキャスト》の二発分に乗りますな。

ピアニィ：そうなんですよ。すごいねぇ！

ベネット：恐おそろしいダメージになるでやんすな。

ピアニィ：最後の〝パワー〟は《精霊乱舞》です（笑）。

ＧＭ：《フロストプリズム》（正せい確かくには《フレイムクラック》《ルインストーム》でも可能）の命中判定の直前に使って……。

ピアニィ：そう！　そして使った魔法攻撃の対象を場面（選択）にして、射しや程ていを視界に変更、そして……じゃーん！　ダメージにＣＬの五倍を足せる！　今のピアニィだと＋[image: 110]！（笑）

ＧＭ：ドラゴンも瞬殺されるわそりゃ……（笑）。

アル：ピアニィがだんだん化け物じみた性せい能のうに……（笑）。

ピアニィ：でも、フェイト３点も使うから、そんなにバンバン使えないんですよね。

ＧＭ：フェイト、何点あるんだっけ？

ピアニィ：11点です♪

ＧＭ：十分だろっ!!（笑）　三発も撃うてるぞ。

アル：まあ、フェイトは振り直しとかに使いたいところだしな。

ピアニィ：で、装備も変わっています。手に持っているのはロードスタッフ。胴部はウィズダムローブで、【行動値】とダメージが上がってます。お洋服を新調しました♪

ＧＭ：おめでとう（笑）。

ピアニィ：それと、真理の書を持っています。これで魔術判定に＋１Ｄできます。

ＧＭ：ますます判定のダイスが増ふえた、と。

ピアニィ：他には……あ、一いつ般ぱんスキルで《ホーム：レイウォール》を取りました。【筋きん力りよく】【器用】【知力】の基き本ほん値ちが＋１ずつ上がっています。

ナヴァール：レイウォールがホームグラウンドって感じですな（笑）。

ＧＭ：まあ、もともとピアニィはレイウォールの生まれだしね。えっと。ピアニィはだいたいそんなところかな？

ピアニィ：はーい。

ＧＭ：それじゃ、次はアルにいってみよう！

アル：ういっす！




▼アル（22レベル）の場合

ＧＭ：じゃあ、次はアルいってみようか。

アル：運命クラスは、ドレッドノートとなりました。

ＧＭ：文字どおり、その力は〝弩級〟ってところだな。

アル：（笑）。ウォーロードの超上級です。で、《死神の手》と《戦せん鬼き》《不ふ屈くつの闘とう志し》を取っております。

ピアニィ：どういう〝パワー〟？

アル：《死神の手》は、現在受けているダメージの総そう計けいをダメージロールに上乗せする。

ピアニィ：ああ、ダメージを受ければ受けるほど威い力りよくが上がるっていう。

ＧＭ：前のエディションで言うところの《レイジ》だ（笑）。

アル：《戦鬼》はフェイトを３点消費して、メジャーアクションで《バッシュ》による三回攻撃を繰くり出す能力だ。

ピアニィ：《不屈の闘志》は？

アル：イニシアチブプロセスに【ＨＰ】をＳＬ×一〇〇点、回復できる〝パワー〟（笑）。

ベネット：つまり、《死神の手》を使ったあとにすぐ自力で【ＨＰ】を回復できるという……。

ＧＭ：ひでえ話だ。ちなみにアル、フェイトは何点ある？

アル：８点でございます。

ＧＭ：ってことは《戦鬼》は二発まで撃てる、か。

アル：あとは……いろいろスキルも整理しましたが、基本はそんなに変わっていないです。大きく変わったのは《バトルコンプリート》がなくなったことぐらい？

ピアニィ：あ、切っちゃったんだ。

ＧＭ：ちなみに、なんらかの形で〝パワー〟にコストがついていた場合、《クリアマインド》ではコスト無む視しはできませんのでご注意くださいませ。

アル：ああ、そのくらいは大だい丈じよう夫ぶ。これまでのスキルを使う分には《クリアマインド》のおかげで、【ＭＰ】が足りなくなるとも思えないので（笑）。

ＧＭ：なるほど、装備の方は？

アル：剣のうち、ひと振りが紫し電でん剣けんからトワイライトソードに。これは《レジェンド》で指定して強化してある。そして天てん魔まの兜かぶとが大天魔の兜に（笑）。

ＧＭ：名前からして〝パワー〟アップしてるな（笑）。

アル：鎧よろいが技ぎ巧こうの鎧になって、盾たてがフォースバックラーになりました。装備の変へん更こうは、こんなところです。

ＧＭ：了解、じゃあ次にいこうか。次は……ベネット！

ベネット：あっし？　あっしでやんすか？　くっくっく、ではいかせていただこう！




▼ベネット（22レベル）の場合

ベネット：えー……まずは、メインクラスがデッドアイになりました。スカウトの運命クラスでやんすな。

ナヴァール：デッドアイ……死の目か、強そうだな（笑）。

ベネット：実じつ際さい、射しや撃げきになると強いでやんすよ。〝パワー〟は《異才：エクスプローラー》というのを取っているので、エクスプローラーの《インテュイション》を持っているでやんす。これで、【敏びん捷しよう】の判定に＋１Ｄ！

一同：おー。

ＧＭ：【敏捷】……つまり回避も高くなるってことかあ。

ナヴァール：なかなかいい〝パワー〟じゃないか。他の上級クラスのスキルを持ってこられるのはやっぱ強いな。

ベネット：他の〝パワー〟は、《幻げん想そう舞ぶ踏とう》というのを持ってるでやんす。

ナヴァール：どっかで聞いたことのある名前だ（笑）。

ＧＭ：うん、まあそうだね（笑）。

ベネット：これは、なんの判定にでも《ハードラック》が使用できるという効果。

アル：え？　ということは、６が一個でも出ていたらどんな判定でもクリティカルにできるのか。それは強い！（笑）

ピアニィ：すごーい！

ベネット：へっへっへっ。もうひとつは《時の支し配はい者しや》でやんす。効果としてはスキルと〝パワー〟のどちらでも打ち消せるってとこでやんしょうか？（←なぜかえらそう）

ナヴァール：なるほど、〝パワー〟だから他の〝パワー〟を打ち消せるのか。

ベネット：そういうことでやんす。なにせ、〝パワー〟は《インタラプト》じゃ打ち消せないでやんすからねー。

アル：万全だな。

ベネット：で、フェイトは５。装備は、飛ひ燕えんの帽ぼう子しと太陽の腕うで輪わがなくなったかわりに、鎧が千眼の衣からアサシンガーブになったでやんす。その結果……っ！

一同：その結果!?

ベネット：なんと防ぼう御ぎよ力りよくが０に。

一同：なんでだよっ!?（大爆笑）

ピアニィ：あははははははははっ（大爆笑）。

ベネット：仕方ないんでやんすよっ!?　アサシンガーブはダメージが上がる効果があるけど、他の防ぼう具ぐが装備不ふ可かになるんでっ!?

ＧＭ：なんか、一周して元に戻ってきた感じだな……（笑）。

ベネット：あっしは以上でやんす（笑）。




▼ナヴァール（22レベル）の場合

ＧＭ：それでは、ナヴァールの成長報告をお願いしまーす。

ナヴァール：まず……運命クラスにビショップを取得した。

アル：ビショップか。司し教きようって意味ですよね。

ナヴァール：まあ、高位の聖せい職しよく者しやに当たる。〝パワー〟は《守しゆ護ご結けつ界かい》《小さな奇跡》《尊とうとき覚かく醒せい》の三つを取ったぞ。

ピアニィ：それぞれ、どんな効果なんですか？

ナヴァール：まずは《守護結界》ですが、これはダメージを５Ｄ＋28点軽減します。《プロテクション》の強きよう化か版ばんですが、〝パワー〟によるダメージも軽減できるのが強いところ。

ピアニィ：おお、なるほどー。

ナヴァール：次の《小さな奇跡》は、他人のメジャーアクションで判定したダイスをひとつ６にできるというものだ。

ピアニィ：すごいっ、それならクリティカルたくさん出る！

ベネット：へっへっへっ、あっしの場合６が一個も出なくても、《幻想舞踏》と組み合わせれば、必ずクリティカルでやんすよ。

アル：まあ、６の一個くらい自分で出せよって話だが（笑）。

ナヴァール：しかし、そんなにバンバン使えない。フェイトを３点消費するからな。

ＧＭ：……それでも十分強いけどね（笑）。

ベネット：強さに見合った代だい償しようですなあ。

ナヴァール：次に、《尊き覚醒》。これは、他人が戦闘不ふ能のうになった時、瞬時に【ＨＰ】30で復活させることができる〝パワー〟だ。

アル：おお、これで倒たおれても安心だ。

ナヴァール：なるべく倒れないでほしいが、安心して前線で戦ってもらいたい（笑）。

ＧＭ：装備の変更は？

ナヴァール：頭部の装備が守護の輪からワイズハットに、胴どう部ぶはクルセイダーガーブから魔道服になった。あとは変わっていない。ちなみにフェイトは14点。リビルドした結果、２点下がってしまったのだ。

ＧＭ：ああ、フェイトが下がっているんだ（笑）。

ナヴァール：ちょっとめずらしい。で、成長の報告は以上かな。

ＧＭ：ＯＫ、それではあらためてセッション本ほん編ぺん……というかミドルフェイズに入ろう！

一同：はーい（笑）。















































ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆変わる世界




　帝てい紀き八一四年一〇月―――。

　のちに　〝大崩壊グレートデイストラクシヨン〟と名付けられた謎なぞの爆ばく発はつは、瞬しゆん時じにエストネル王国を消滅させた。

　この事じ件けんを境に、統とう一いつ帝ていピアニィ・ルティナベール・フェリタニアは消息を絶たち、ひとつにまとまりつつあった世界には綻ほころびが生まれた。

　フェリタニアに残された者たちは、王の帰き還かんを待ったが……




　しかし、時間ばかりが無む為いに過すぎていく。




ＧＭ：では、再ふたたび本ほん編ぺんへと戻もどろう。えー……ミドルフェイズの最初はマスターシーンだ。

ベネット：おお、マスターシーン。

ＧＭ：ピアニィたちがいなくなったあとの地上を少し描びよう写しやしておこうと（笑）。まず、カメラがアルディオン全土を上空から俯ふ瞰かんで捉とらえていると思ってほしい。やがて、カメラが映うつし出だすのは、旧きゆうエストネル王国跡あと地ち―――。

アル：例の爆ばく発はつでできたクレーターが映し出されると。

ＧＭ：そう、そのとおり。えぐり取るように穿うがたれたその巨きよ大だいな傷きず痕あとは、まさにアルディオン新時代の象しよう徴ちようだ。

ナヴァール：（死ぬほど真面目な声で）おそらく、ピアニィホールと呼よばれていよう。

ピアニィ：うそおっ!?　やーめーてーよ―――っ!!（笑）

ベネット：まさに、ピアニィ陛へい下かが歩いたあとに歴史ができるでやんす。

ナヴァール：―――ピアニィの前に道はない。ピアニィのあとに道はできる。

ＧＭ：（笑）。ともかく、帝紀八一四年一〇月に発生した〝大崩壊〟をきっかけに、世界のあり方は変わった。エストネル王国跡地からは妖よう魔まが溢あふれだし、人の生せい活かつ圏けんを脅おびかすようになったのも、〝大崩壊〟前にはなかったことだ。

アル：もともと、アルディオンに妖魔はいないってことになってたからな。

ナヴァール：補ほ足そくすると、妖魔軍は……まあ、妖魔「軍」と言えるほど統とう制せいが取れた動きをしているわけではないが、近きん隣りんのアヴェルシアが必死になって応おう戦せんしており、フェリタニアが協力して防ぼう衛えい線せんを張はっている、と『レボリューションガイド』には書いてある。

ピアニィ：ふむふむ。

ＧＭ：妖魔たちの勢せい力りよくが増ますと同時に、エストネル近隣から土地を追われた人々が大おお勢ぜい、難なん民みんとなって周辺国家に助け求める状じよう況きようが続出―――このマスターシーンでは、そんな光景も映うつし出だされる。

ナヴァール：『ゲッタウェイ』二巻かんはそのような状況だったな。

ピアニィ：ああ、ビルベリの街だ。

ＧＭ：そうそう。第四話のイベントだね。それが、ピアニィたちが消息不明になってから、わずか一〇日後のことだ。

ナヴァール：メルトランドの一都市ビルベリと、難民たちの間に争いが起こるという痛ましい出来事だ。

ＧＭ：キミらがこのアヴァロンにやってきたのと、ほぼ同時期に発生した事件だけどね。

ナヴァール：同時期か。するとその街の前では今、四〇歳さいの自じ堕だ落らくな男が「明日からがんばる！」とか言っている。

ＧＭ：やかましいわっ!?（笑）

ピアニィ：そこだけフィーチャーっ!?（笑）




　きくたけは、『ゲッタウェイ』シリーズにおいてその四〇歳の自堕落な男ＰＣを担当しているのである。
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ＧＭ：それと時を前後して……一方、ピアニィらを欠いたフェリタニアでは―――。

ベネット：お？　場面が変わった。

ＧＭ：うん。ピアニィが戻らない今、エンジェルファイヤーの面々が中心となって、不安定な体たい制せい下でなんとか急場をしのいでいる状じよう態たいだな。




エンジェルファイヤー

　フェリタニアに所しよ属ぞくするギルドで、本来はナヴァールの指し揮き下にあり、フェリタニアのために行動する部隊だ。

　ギルドマスターはアキナ・ブルックス……アルの義ぎ妹まいである。

　このエンジェルファイヤーの活かつ躍やくを記した物語が、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』シリーズだ。
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ＧＭ：なお、政せい治じ面めんにおいても急速に悪化していく現げん状じようの打開をすべく、近く、スリス・ロイドスを女王に即そく位いさせ、体制を固めることが決まっている。
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ナヴァール：……ああ、このシーンは〝大崩壊〟の直後だからまだ即位してないのか。

ＧＭ：そうそう。

ベネット：スリスというと、光速の如ごとき速度で走り去る幼よう児じでやんすな。

一同：そこかいっ!?（笑）




「無印」第二巻『最強のフィアンセ』参照である。




ＧＭ：他に思い出すことはないのかよ……（笑）。メルトランドの正当な血ち筋すじの者であるとかなんとか……（笑）。

ナヴァール：……ちなみにこの状況下、これまで国家の脇わきを固めるような任にん務むを主としてきたエンジェルファイヤーも、我われ々われに代わって表に立つようになっている。

ＧＭ：なってますな。〝大崩壊〟のあと、アキナたちの出しゆつ撃げき頻ひん度どは飛ひ躍やく的てきに増ふえていた。あふれ出た妖魔との戦い、スリスに付き従したがって公式の場での護ご衛えい任務、フェリタニア内でももめ事はあるだろうし、治安の悪化による鎮ちん圧あつ任務―――これらを常にギルドメンバー全員で事に当たれるとも限かぎらない。ナヴァールの抜ぬけた穴あなを埋うめるべく、マルセルが城しろに残ることも日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。




マルセル・ベルトラン

　エンジェルファイヤーに所属する軍ぐん師し。

　洞どう察さつ力りよくに優すぐれ、有ゆう能のうかつ真面目な男だが……その口から発した言葉がしばしば裏うら目めに出るため、周囲からは畏い敬けいを込こめて〝裏目軍師〟などと呼ばれている。
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ピアニィ：アキナちゃんたち、大変な状況に……。

ＧＭ：うむ。働きたくないでゴザるとか言ってる場合じゃない。

ピアニィ：アキナちゃんはそんなダメな大人みたいなこと言わないです！

ＧＭ：…………。

アル：まあ、大変なことになっているのはわかった。がんばれ、妹。

ＧＭ：では、少しだけ演えん出しゆつしようか。舞ぶ台たいは、フェリタニアの首都ノルウィッチ……その城にあるアキナの部屋だ。街まち並なみが夕ゆう闇やみに沈しずみ始めた時じ刻こく……数日ぶりに任務から帰還したアキナが、着き替がえをする気力すらなくベッドへと倒たおれ込んだ―――そんな場面だ。

ベネット：へろへろでやんすな。

ＧＭ：だが、倒れ込んでものの二、三分……〝コンコン〟とドアをノックする音が響ひびく。「……アキナ。起きているか」　それはどこかすまなそうな、気き遣づかうような男だん性せいの声だ。

ナヴァール：マルセルか。

ＧＭ：そうそう。アキナの許きよ可かを得て、部屋に迎むかええ入いれられたマルセルだが……ちょっと間を置いてのちに、どこか済すまなそうな口ぶりで告げる。「……アキナ。帰って早々で申しわけないのだが……明朝、もう一度出られるか？　任務内ない容ようは妖魔討とう伐ばつ……アヴェルシアからの要よう請せいだ」

ベネット：鬼おにでやんす。

ピアニィ：でもアキナちゃんなら、疲つかれてるのを隠かくして「大だい丈じよう夫ぶです！」とか言いそう。

ＧＭ：実じつ際さいそのとおりだね。「もちろんですよ、いけます！」　でも、無理に元気に振ふる舞まっているのは丸わかりだ。疲ひ労ろうの色は、隠せない。

ピアニィ：うう（笑）。

ＧＭ：もちろん、それはマルセルにもわかっている。だから続けてこう言った。「……すまんな。せめて出立まで、ゆっくり休んでくれ。それでは」　そして部屋を出て行こうとするマルセルだが……そこにアキナが声をかける―――。




「……あの、マルセルさん」

　呼よびかけて……しかし幾いくばくかの逡しゆん巡じゆんののち、アキナは訊たずねた。

　それは、常つねに脳のう裏りの片かた隅すみにこびりつく不安、片かた時ときも忘わすれられないこと。

「アル兄様やピアニィさん……本当に無事、ですよね」

　その言葉にマルセルは立ち止まり……しかし言葉を返すことはしなかった。

　確かく信しんが持てないからだ。

　あの一〇月九日ののち、たしかに一度だけ連れん絡らくは届とどいた。

　だが、そこに書かれていた内容はピアニィらの置かれた状況と、たったひと言―――。




「―――あとはまかせた」




　……というナヴァールの言葉だけ。

　あのナヴァールが、具体的な策さくのひとつすらあげず……意味の取り方しだいでは、遺ゆい言ごんのようにも読める。最悪の可か能のう性せいを考えてしまうのも無理ないことだった。




ナヴァール：そう言われればそうだな。

ピアニィ：ナ、ナヴァール……（笑）。

ＧＭ：（笑）。そして、やがてマルセルは意を決したように言う。「……正直に言えば、ピアニィ陛下らが無事かどうかはわからない。大だい規き模ぼな捜そう索さくも空から振ぶりに終わり、目もく撃げき情じよう報ほうのひとつすらない。まるで、このアルディオンから消えてしまったかのようだ。もっともそんなこと、あるはずもないがな」

ベネット：さすがですマルセルさん。

ＧＭ：マルセルの言葉に、アキナは不安げな表ひよう情じようを見せる。そんな彼かの女じよにマルセルは笑顔を見せて、元気づけるように言い切った。

ナヴァール：ほう。

ベネット：そこで優やさしい言葉をひとつぷりーず。

ＧＭ：「大丈夫だ、アキナ。なにも問題はない」

一同：…………。

アル：い、言い切ったな。

ピアニィ：言い切りましたね。

ナヴァール：終わった。

ベネット：終わりでやんす。

ＧＭ：絶ぜつ大だいな信しん頼らい感だ。マルセルは、いまだ不安げな表情を見せるアキナを励はげますように言葉を続ける。「今、我々がそんな不安な顔を見せてどうする。ピアニィ陛下が戻られるまで、我々がスリス様をお支ささえし、民を導みちびいていかねばならないんだ」

ナヴァール：うむ、そのとおりだ。

ＧＭ：当面、デスマーチ組にはフェリタニアの表おもて舞ぶ台たいに立って、世界を引ひっ張ぱってもらわねばならんからな。

ピアニィ：あたしたちは裏うらでがんばるぜぇ、げっへっへー。

一同：誰だれだよっ!!（笑）

ベネット：ピアニィ様もだいぶお強くなられたようで……うぃーっひっひっひぃ。




　なんでそんなに楽しそうなんだ。




アル：お前ら……（笑）。

ＧＭ：さて、アキナとマルセルが言葉を交わしたそんな時だ。「……アキナ」と部屋の戸口に、不安そうな表情で立っていたのは―――スリスだ。

ベネット：お？

ＧＭ：スリスも不安なのだろう。ピアニィらが帰ってこないこと、そして幼おさないながらに女王としての重じゆう責せきをその肩かたに背せ負おわねばならないこと……彼女は、それを理り解かいしている。トコトコトコとスリスは窓まど辺べにやって来て空を見上げ……つぶやく。「ピアニィ陛下、大丈夫……かな」

アル：だ、大丈夫かなあ。俺おれたち、解かい決けつ策の糸口すらつかめていないわけだが（笑）。

ピアニィ：で、ですよね。これで地上に戻れなかったらどうしよう。

ＧＭ：だが、そんなキミたちの不安なぞ、当然知るよしもなく。アキナは、窓より空を見上げるスリスの小さな肩を見て……〝パン！〟　両手で自分の頰ほおを叩たたいて笑顔を作る。そして、すっと立ち上がって窓辺へと寄り、スリスの肩を抱だいて―――。




「……大丈夫だよ、スリスちゃん。

　ピアニィさんやアル兄様は必ず帰ってくる。

　だからそれまで、一いつ緒しよにフェリタニアを……みんなが帰ってくるこの場所を守ろう？」

　それは、アキナの新たな決意と共に紡つむがれた言葉。

　優しい言葉に、スリスが自らの肩かた越ごしにあるアキナを見上げれば―――笑顔。

　不安は、消えた。

　そしてふたりが見み据すえた視し線せんの先に……




　空にたゆたう穏おだやかな月が、優しい光をたたえていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……と、ちょっといい雰ふん囲い気きの演出がなされたところで、キミらの場面に戻そう！

ピアニィ：ううっ、アキナぁ～……げっへっへとか言ってごめんなさい……（笑）。







◆Middle 02◆アヴァロンの主




　―――アヴァロン。

　門の向こうに広がっていたその街まち並なみは、どこか不思議なものだった。

　行き交う人々に不安な表ひよう情じようはなく、〝平和〟という言葉にふさわしい光景が広がる。

　だがそれでいてその空間は静せい謐ひつと神気に満ち、緊きん張ちよう感かんすら感じさせた。




ＧＭ：では、新しいシーンを始めよう！　当然ここは、全員登場だ。キミたちは〝ナインシスターズ〟に導みちびかれ、開かれた門をくぐった……そんな場面から始まる。

アル：どんな場所？

ＧＭ：扉とびらの向こうに広がる街並みはどこか不思議なものだ。アルディオンとは異ことなる世界に存そん在ざいするにもかかわらず、道には当たり前のように人々が行き交い、活気すら感じさせる。

ピアニィ：ふつうに街なんだ？

アル：神に選ばれた人のみが来られる場所……だよな？　たしかに違い和わ感かんがある（笑）。

ＧＭ：うん。一見すると、たしかに地上の街と変わらない印象がある。だが、さっきも少し説明したけど、通りに並ならぶ建物の建けん築ちく様式は、地上のそれとあきらかにちがう。

ベネット：ああ、言ってたでやんすな。

ＧＭ：古さを感じさせるのに、整せい備びされたきれいな街並み―――そりゃ違和感もあるってもんだ。さらには人通りもあり、賑にぎやかにすら見えるのに、空気が落ち着いているというか、加えて、まるで神殿にでもいるような厳げん粛しゆくな気分にさせられるというか……。

ベネット：溶とけて蒸じよう発はつします。

一同：なんでだよっ！（笑）




　ベネットには、妖よう魔まの血が流れているという設せつ定ていがある。

　そんなライフパス、もはや気にしている者はいない。本人すらも。




ＧＭ：ああ、ちなみに通りには武ぶ装そうした剣けん士しや魔ま術じゆつ師しが、けっこー目につくね。談笑しながら実に自然体といった雰ふん囲い気きで歩いているが……。

アル：な、なんだあの剣士。ただ者じゃねえぞ……と（笑）。

ＧＭ：そうそう（笑）。

ナヴァール：きっと、歩いている人たちが装そう備びしているアイテムとか、すごくレベルが高いんじゃないか？　アルディオンの街にくらべて。

ＧＭ：ああ、そうね。〝神殺しの剣〟……一本三〇Ｇみたいな。

ベネット：やっす!?（一同爆ばく笑しよう）

アル：マジで!?（笑）

ＧＭ：え、あ、いや。本当に値ね段だんが安いって意味ではなく。その辺の武ぶ器き屋の店先にあるワゴンにごろごろ売れ残っている品ですら、キミらから見ればかなりの高級品と申しますか……高級品がごろごろあたりまえのように存在してるってことが言いたいだけで。

ナヴァール：ワゴンセール！（笑）

ピアニィ：でもすべてがハイクォリティ……（笑）。

ＧＭ：ちなみに、アヴァロンでマジックアイテムを安く買えるルールが『超ちよう上じよう級きゆうルールブック』に載のってるわけではない。念のため。

一同：ち！

ナヴァール：こんな世界に迷まよい込こんできた人間がいたら、そりゃいろいろ地上で吹ふい聴ちようしたくなる。高級アイテムがごろごろ転がり、英えい雄ゆうレベルの戦士が闊かつ歩ぽする世界ではな。

ベネット：まあ、鯛たいや平ひら目めが舞まい踊おどったりはしてないようでやんすが。

ＧＭ：ああ、竜りゆう宮ぐう城じようのこと言ってるのか（笑）。たしかに、竜宮城の伝説はアヴァロンに迷い込んだ人間が地上に伝えた話かもしれないな。

アル：またてきとーなことを……（笑）。

ＧＭ：いえいえ、実はこのアヴァロンのような都市はぜんぶで七つあってね、そのうちのひとつをオトヒメって名前のキャラが統とう治ちしてまして……。

アル：だからてきとー言わないでくださいっ！（笑）




　本当である。




アル：まあ、少なくとも平和な街ではありそうだな。

ＧＭ：だね。アルディオンで感じるような血の臭においや、鉄が錆さびるような匂いはないな。

ピアニィ：アルディオンはそんなにひどくないよう！（笑）

ナヴァール：……で？　我われ々われはどこに向かってるのかな？

ＧＭ：ああ、そうだった。この街は円形で、中央にある大だい神しん殿でんから放ほう射しや線せん状じように八本の大きな街道が伸のびている。キミらは門より街に入り、ナインシスターズの案内で……。

アル：（地図を見ながら）この中央の神殿までやってきた、と。

ＧＭ：モルガンは神殿の門の前まで来るとくるり振ふり向むいて頭を下げ―――「ここから先は、あなたがただけで」　その言葉を合図とするかのように、門がゆっくりと開いていく。

ピアニィ：こ、ここは？

ＧＭ：「ボクたちの主がおられる神殿さ。あの方と言葉を交わして、キミたちは考えることになる。この先、なにを選ぶべきかをね」

アル：さっきも言っただろう。俺おれたちは、姫ひめさんのこの呪のろいみたいな能のう力りよくを解かい除じよする方法を探さがしにきたんだ。選ぶとか選ばないとか、関係ねえよ。

ＧＭ：その言葉にモルガンはくすりと笑む。「そうはならないさ。キミたちは必ず、決けつ断だんを……迫せまられる」

ベネット：こ、こわい言い方するでやんすな。

ピアニィ：決断……。

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ、こわがることはないよ。多くの英雄を導みちびいてきたボクにはわかる。キミたちには資し質しつがあるって」

アル：つまり、なにが言いたいんだ。

ＧＭ：「ははは、ボクの言いたいことはひとつだけさ」

アル：ほう。

ＧＭ：「主と契けい約やくして神喚者ヴアリエンスになってよ」

一同：なんだそれはっ!?（笑）

アル：そのセリフが言いたかっただけかよこの妖よう精せいっ!?　他にセリフはなかったのか!?

ＧＭ：モルガンはそういうセリフを吐はくキャラらしいんだよっ!?（笑）

ベネット：この妖精がいきなり、白くて丸っこい生物に見えてきたでやんす。




　わかる人間だけわかればいい。




ナヴァール：（笑いをこらえながら）まあ、まちがってはいないと思う……（笑）。

ＧＭ：え、ええ……まれに人間の世界に降おりて、見所のある人間をスカウトしたりするらしいので……。

アル：お、おう……じゃあ、それで！（笑）

ピアニィ：じゃあ、神殿に入ります！

ＯＫ：では、キミたちはこの開いた門を通り、神殿の中へと足を踏ふみ入いれた―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、キミたちは長く続く神殿の回かい廊ろうを歩き、ややあって最さい奥おうの部屋へとたどり着く。

ピアニィ：では、ノックを〝コンコン〟と。

ＧＭ：「―――どうぞ」　扉の向こうより聞こえたのは、どこか無む機き質しつな女じよ性せいの声だ。

アル：女性？　この街の管理者は女なのか。

ナヴァール：ふむ、ではお招まねきにあずかるとしよう。がちゃ。

ＧＭ：扉を開けば、荘そう厳ごんな装そう飾しよくを施ほどこされた部屋―――その最奥で、ゆったりとした黒いローブを纏まとった女じよ性せいが腰掛けている。どうやら彼かの女じよがこのアヴァロンを治める存在のようだな。彼女は、顔を上げてキミたちを見み据すえ静かに微笑む。

ベネット：ほほ～う。なにやらえらそうな人でやんすね。とはいえ……くっくっく、我々はもう22レベル。あいつをフルボッコにしてしまえば……！（笑）

ピアニィ：なんか戦う気満々だ―――っ！（笑）

ＧＭ：てか、いきなりボコってどうすんだよっ!?（笑）

アル：ベネット、勘かんちがいするな。俺たち、お試し期間で〝パワー〟もらってるだけなんだぞ？　きっとあの女、その気になれば俺らから〝パワー〟を取とりあげることだって……！

ベネット：反省しました。

ＧＭ：「ようこそ、アヴァロンへ。ここに来る日をお待ちしておりました」

ベネット：（死ぬほど卑ひ屈くつな口調で）いやいや、お招まねきいただきどうもありがとうございますねぇ……へっへっへっへ。

ＧＭ：……と、ベネットがそんなことを言うと、彼女は笑みながらもため息ひとつ。「……相変わらずね」

一同：はい？

ベネット：相変わらず？　あんたはあっしを知り合いと言ってくれるんでやんすか。

ＧＭ：「―――エリンに生きるすべての英雄を、私わたしは記き憶おくしていますから」

ピアニィ：お？

ベネット：おお！　それならば、あっしのこともよく知っているとっ!?

ＧＭ：「ええ、とても。で？　……私に挨あい拶さつはないの？　ベネット」

ベネット：は？　……………………はっ!?　あ、あっしの名前をそんな親しげに呼よびかける、そ、その声！　ま、まさか……っ。

アル：あ。

ＧＭ：そう、あらためて彼女の顔をまじまじと見れば……そこに立っているのは、白銀の長い髪かみにウィザード帽ぼうを目深にかぶり、黒いローブをまとった美女で―――。

ベネット：げげぇええぇぇえぇっ!?　あ、あんたはぁああぁぁあぁ―――っ!?

アル：フェルシアか！




フェルシア

　エリンディル大陸を舞ぶ台たいにした『アリアンロッド・リプレイ』シリーズに登場したＰＣ。プレイヤーは久保田悠羅である。

　かつては記憶を失ったまま仲間と冒ぼう険けんを繰くり広ひろげていたが、やがて自分がエリンディルに仕し掛かけられた粛しゆく清せい装そう置ちの監かん視し者しやであったことを思い出だした。

　その冒険の中でベネットと出会い、なぜかそれの飼かい主ぬしのような立場となった。

　そもそもベネットがアルディオンに来たのも、フェルシアの命を受けてのことである。
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ベネット：……あ、あんた、双ふた子ごとかいなかったでやんすか!?　あんたによく似にたお人を知ってるんですけどねえ……っ？

ピアニィ：べ、ベネットちゃん……（笑）。

ベネット：そ、そうだ！　そうでないといけません！　ほらっ、世界には同じ顔の人が三人はいるって話ですからねっ!?　まったく同じ人とかいうことはないですよね!?（笑）

ＧＭ：「本人よ」

ベネット：いやだぁぁあぁあぁああぁっ、認めたくないんじゃああぁぁああぁぁああっ!?

ピアニィ：ベネットちゃんのお顔が真っ青さおです……（笑）。

アル：え、えーと。あんたがこの街の管理者だと……？

ＧＭ：「……ええ。私はこの街の管理を神より任まかされている、魔術師フェルシア」

アル：なんかベネットと知り合いのようだが？

ベネット：みんな、あの女の言うことを信じてはいけない！　あの女の出す書類にサインをしてはいけないでやんす!?（笑）

ＧＭ：「ベネット、〝パワー〟をひとつ奪い取りましょうか？」

ベネット：やめてっ、やめてぇっ!!　《幻げん想そう舞ぶ踏とう》だけはやめて―――っ！（一同爆笑）

アル：うん、お前の反はん応のうだけでこの女がどういう人物か想そう像ぞうがついた（笑）。

ベネット：じゃあ、早く逃……っ。

ナヴァール：（いきなり）―――久ひさしぶりですね、フェルシア。

ＧＭ＆ピアニィ：え？

ベネット：は？

アル：旦だん那な、この女と会ったことが……あるのか？

ナヴァール：うむ。そういう投とう稿こうがいっぱい来ていてな。

一同：後付けかいっ!?（笑）

ＧＭ：えー、あ、えー……では、フェルシアはナヴァールに言葉を返した。「ご苦労様でした、ナヴァール」

ベネット：っ!?　お前ら知り合いだったというのか―――っ!?（笑）

ナヴァール：憶えていないか、ベネット。ほら、最初に会った時、私はベネットのこと知っていただろう？

ベネット：アルディオン生まれなのに、〝クラン＝ベルの四英雄〟を知っている立りつ派ぱな軍ぐん師しでやんしたな。

ナヴァール：実は彼女から聞いていたんだ。

ベネット：まっ、マジで――――――っ!?　初めて知る驚きよう愕がくの事実っ!!

アル：どう考えても後付けだろうっ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：いやな、アヴァロンの設定については、菊池さんや悠羅さんと一いつ緒しよに相談したので……内ない容ようをもう知っているのだ。つまり、解かい説せつ役としても〝ナヴァールはアヴァロンを知っている〟とした方が、セッションは進めやすいだろうと……。

アル：な、なるほど……（笑）。

ピアニィ：じゃあ、この世界についても実は知っていたと……。

ナヴァール：うむ。この方はフェルシア殿という。みなも神が人の世界に残した〝粛清装置〟というものは聞いたことはあろう。人の世界を妖魔や魔族たちが跋ばつ扈こし、手に負えなくなった時に作動……世界にリセットをかけるというものだ。

ＧＭ：おおざっぱに言うとそんなもんですな。

アル：ひでえ話だ。

ナヴァール：そして、このフェルシア殿はかつて粛清装置の監視を務つとめていてな、神の代行者とでもいうべきお方なのだ。もっとも、数年前の事じ件けんで今の時代に粛清は必要なし、と判はん断だんされてな。

ＧＭ：そうそう。人類側について、世界にいくつも残されている粛清装置……その起動を防ぐべく活動をしていた。

ピアニィ：あれ？　粛清装置って、神様が仕掛けたものですよね。で、フェルシアさんはそれに逆さからった人……。

アル：あれ？　たしかにおかしいな。プリプレイの話だと、運命クラス……というか神喚者になるためには、神に選ばれる必要があるとかって言ってたはず。昔のフェルシアなら神の代行者だったからいいかもしれないけど……。

ベネット：今はむしろ、神の反はん逆ぎやく者しやでやんすな。

ＧＭ：ああ、鋭するどい。簡かん単たんに言うと神々の中にも、〝粛しゆく清せい推すい進しん派は〟と〝否ひ定てい派は〟が混こん在ざいしてるらしいんだよ。たしかにフェルシアは粛清に反対はしたが、それで神の代行者としての立場を失ったわけではなかったという。

アル：ああ、なるほど。それなら理り解かいできる。

ＧＭ：さて。おもむろに、フェルシアはベネットを一いち瞥べつし、どこか満足そうに告げる。「……ご苦労様、ベネット」

ベネット：ホワッツッ!?　なにがでやんすかっ!?

ＧＭ：「あなたなら必ず、このアルディオン……ひいては人の世界を救う英雄を導き、このアヴァロンに連れてくると―――私は、心より信じていた」

ベネット：っ!?　なんのことでやんすか!?

ＧＭ：「モルガンから聞かなかった？　このアヴァロンのある意味を」

アル：ああ、世界を〝外がい敵てき〟から守ってるとかなんとか？

ＧＭ：フェルシアはこくりと首を縦たてに振ふり……「そう。アヴァロンは、エリンを守るためにひとりでも多くの英雄を必要としているの」

アル：ちょっと待てよ、話がよくわかんねえな。俺たちは、その〝外敵〟とやらと戦うためにここに来たんじゃない。姫さんのおかしな状じよう態たいをなんとかするために来たんだ。

ピアニィ：そうです！　あたし、この呪いみたいのを解除して地上に戻もどらないと……！

ＧＭ：「なぜ？」

ピアニィ：な、なぜ……って。それは、アルディオンを平和にするって決めたから……。

ＧＭ：「平和……あなたがアルディオンにもたらせる平和とはなに？」

ピアニィ：え？

ＧＭ：「これを見て……」と、フェルシアはテーブルの上にある大きな水すい晶しよう球に手をかざす。光がゆらめき、そこに映し出されたのは、アルディオンの現げん状じようだ。エストネルからあふれ出た妖魔、それに襲おそわれる人々、瓦が解かいする合がつ衆しゆう国こく体たい制せい、再ふたたび始まる戦争、無数の難なん民みんの列……。

ベネット：な、なんかあっさりと大陸がひどい状じよう態たいに……。

ＧＭ：「……そう。あなたが地上からいなくなった途端にこの有様」

ピアニィ：ほ、ほら！　だから早く戻らないと……！

ＧＭ：「では、訊たずねます。地上に戻って、再び混こん乱らんが収おさまったとして……あなたの言う平和はどれほどの間、続くの？　三〇〇年？　一〇〇年？」

ピアニィ：あ、いや……そんなには生きてない……（笑）。

ＧＭ：「そうね。平和を維持できるのはせいぜい五年や一〇年といったところでしょう。それは、世界の歴史から見ればほんの一いつ瞬しゆん。あなたの言う平和など自じ己こ満足にすぎない」

ピアニィ：え、あ、う……。

ＧＭ：「世界を平和に？　あなたは、なぜそれを思い立ったの？　それは、本当にあなたの意思によるもの？　世界を統とう一いつした先に、あなたはなにを目指すの？」

ピアニィ：え、えっと……。

ＧＭ：「あなたは、〝世界を平和にする〟というお題目に酔よっているだけ」

ピアニィ：うぅっ!?

アル：今回はＧＭがえぐってくるな……（笑）。

ベネット：でやんすな……（笑）。

アル：まあ、たしかに今まで「世界を平和にするために戦う！　竜りゆう輝き石せきを集めれば平和になる！」……しか言ってなかったからな……（笑）。

ナヴァール：……。

ピアニィ：あ、あたし……。

アル：口を挟はさんでいいか？

ＧＭ：「どうぞ？」

ピアニィ：ア、アル……。

アル：たしかに姫さんの言う〝世界を平和に〟なんて言葉はただのお題目だ。それにどんな意味があるのか、考えちゃいない。

ピアニィ：っ!?

アル：……もっとも、手伝っている俺も含ふくめてだけどな。

ＧＭ：「……」

アル：でもな、だからといって俺たちがその〝外敵〟とやらと戦う戦士になるってのは別の話だろ？　そもそも、〝外敵〟ってなんだよ。あんたも世界を守るためとか言ってたけど、それって……。

ＧＭ：「アル・イーズデイル」

アル：あ？

ＧＭ：「あなたは、このエリンになぜ邪じや神しんが現あらわれたのか、知っている？　いえ、そもそも邪神とはなにか……知っている？」

アル：なんだ、藪から棒ぼうに。邪神は邪神だ。悪い神だ。たしか……遙はるか昔にエルダって古代種族が神を殺すために創つくり出したとかそんなのだったか？

ＧＭ：「神を殺すため……それは正しい。しかし、正せい確かくには邪神は創り出されたのではない―――呼び出されたの。エルダたちの手によって」

アル：呼び出された……？

ＧＭ：「……ええ。神々に創られしこの世界の中で、神を殺せるほどのものは存在し得ず、そして創り出すこともできない。ゆえに、神に対たい抗こうすべく、エルダたちはエリンとは異なる別の世界から神と同等の力を持つ存在を呼び出した……これが邪神」

ピアニィ：ふむふむ。

アル：エリンの他に異い世せ界かいがあるのか。

ＧＭ：「……そのとおりよ。外世界より到とう来らいする邪神やその眷けん属ぞくたる魔族は、エリンの外がい郭かくに空いた穴あなを通ってこのエリンに侵しん入にゆうしてくる。それは……今なお続いているの」

ピアニィ：……魔族も世界の外から来てたんだ。

ＧＭ：「外世界から到来する者を総じて、我々は〝来寇者マリジナント〟と呼ぶ」

ナヴァール：ちなみに、世界の外郭に開かれる〝穴〟は〝次元回廊〟と呼ばれる。次元回廊は故意に創り出されるものではなく、なんらかの条じよう件けんが重なった時に開かれる。邪神や魔族は、それを探さがしだし、世界へと侵入してくるのだ。

アル：……く、くわしいな。旦那。

ナヴァール：うむ。これまで封ふうじられていた記憶が、少しずつだが蘇よみがえってきたのだ。

ベネット：封じられていたでやんすか。

ナヴァール：封じられていたんだ。それが、読者のお便りをきっかけに目覚めようとしている―――そういうことだ（一同爆笑）。

アル：じゃあ、アヴァロンってのは……。

ＧＭ：「そう。外世界とエリンとをつなぐ次元回廊を探し、これを見つけると戦士を派は遣けん……破は壊かいする。それがこのアヴァロンの役目」

ベネット：なるほど。つまりここは、邪神や魔族の侵入を阻止する戦士たちの……言うなれば前線基き地ち？

ＧＭ：ああ、そう思っていい。

ナヴァール：このアヴァロンには邪神や魔族と戦える実力を持った戦士……神喚者たちが数多く住んでいるわけだ。まあ、その家族や、たまたま迷い込んでしまったふつうの人間もいるかもしれんが。

アル：……なるほど。アヴァロンがなければ、俺たちの世界は魔族と邪神でいっぱいになる……かもしれないわけだな。地上の人間は知らないうちにあんたらに守られていたわけだ。

ＧＭ：「賞しよう賛さんも感かん謝しやの言葉もいらない。いつ終わるともしれない……いえ、おそらくは永えい劫ごうに続くであろう闘たたかいに存在のすべてを掛けて戦うこと。これが、私たちの世界の守り方」　ちらり、ピアニィに視し線せんを送りながら言葉を紡つむぐ。

ピアニィ：…………。

ベネット：な、なんかスケールがでかいでやん…………ちょっと待て。フェルシア様。

ＧＭ：「なに」

ベネット：フェルシア様がこのアヴァロンに戻られたのはいつの話で？
















ＧＭ：「……そうね。私が粛清装置の監視者として記憶を取り戻したすぐあとだから……五年ほど前？　具体的にはリプレイ『金色の鍵かぎの英雄』のあと」（一同爆笑）

ベネット：じゃあ、なんですかい？　『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』で登場した時には……。

ＧＭ：「……基き本ほん的てきにアヴァロンにいた」

ベネット：『サガ無印』第一巻かんの開始時にも……。

ＧＭ：「……アヴァロンにいた」

ベネット：まままま待て――――――いっ!?　お、お前っ……第一話であっさりモンドーラに倒されてただろ――――――っ!?（一同大爆笑）　どう考えても負けるわけねえだろがぁああぁぁぁあああぁっ、お前も〝パワー〟持ってんだろぉおっ!?
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アル：そういえばそうだっ!?（笑）

ベネット：お前らが倒されたからあっしは竜輝石を取り返しにアルディオンくんだりまで来たんじゃ――――――っ！

ＧＭ：「あの時はヒザを痛めていたので、十分な力を発揮することができなかったのです」

アル：それ、お前のネタじゃないだろっ！（一同爆笑）

ベネット：っ!?

ＧＭ：フェルシアにとっては、竜輝石を取り戻すという任務以外に、ベネットをアルディオン大陸に送り込む理由はもうひとつあった。それは、神喚者になりえる者をひっかけること。

ピアニィ＆アル：ひっかけるっ!?

ＧＭ：「……そう。ベネットの行くところ、常つねに英雄の影かげあり。エイジしかり、ノエル・グリーンフィールドしかり。だからきっと、戦せん乱らんのアルディオンに送り込めばさらに優ゆう秀しゆうな英雄候こう補ほ者しやと出会うんじゃないかって。そして期待どおり―――」と、意味ありげにピアニィとアルを一瞥するフェルシア。
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ベネット：あっしは鮎あゆの友とも釣づりか――――――っ!?（一同大爆笑）そ、そうかっ！　だから〝旅人の石〟を取り戻してもエリンディルに帰れなかったんだなっ!?　そうだなっ!?（笑）

ナヴァール：（大爆笑しながら）な、なんという伏ふく線せん……っ！

アル：どう考えても後付けだろうっ!?（大爆笑）

ピアニィ：あはははははははは（笑）。

ベネット：は、ハメられた……っ！

ＧＭ：「……ハメたわけじゃない。ベネットを立派な英雄として見込んでのこと」

ベネット：本当か―――っ!?　あっしの目を見て言ってみるでやんす！

ＧＭ：ギロリ。

ベネット：ひィいっ!?　土ど下げ座ざします。

ＧＭ：「よろしい」

ピアニィ：ベネットちゃん……（笑）。

ＧＭ：……いかん、話が盛せい大だいにそれた（笑）。えー……ベネットの土下座が美しくも華か麗れいにキマったその時だ。ふいに、水晶球に光が灯り……映えい像ぞうが映し出される。

アル：これは？

ＧＭ：そこに映された風景は、どこまでも続く暗黒の空間。そこに、白銀の鎧よろいをまとった幾いく人もの戦士が武器を構かまえて刻ときを待っている。

ピアニィ：刻？

ＧＭ：そうピアニィが言葉を発するや否いなや。水晶球に映る暗黒の空間に赤い亀き裂れつが入った。さらに、その亀裂をこじ開けるように……空間を割わって出てきたのはなにか巨きよ大だいな魔ま物ものの頭部だ。あえて言うなら……犬だろうか。

アル：なるほど、次元回廊を通って、外世界の〝敵〟が侵入してくるシーンてわけだ。

ＧＭ：そうそう。犬……いや、犬と呼ぶにはあまりに禍まが々まがしいそれが咆ほう哮こうを上げると、周囲の空間は次々に破は砕さい―――五頭ばかりの魔ま獣じゆうがこちら側の空間に現げん出しゆつする。それを見みと届どけけた神喚者のひとりが剣を掲かかげ、戦せん闘とう開始の合図を示しめす。ここに、闘いが始まった。

ナヴァール：きっと、我々が見たこともない〝パワー〟の応おう酬しゆうがなされるわけだな（笑）。

ＧＭ：ですな（笑）。「……ファリニシュ、か。この程てい度どの数なら問題はない」とフェルシアがぽつり。

アル：なるほどな。俺たちに、これと同じことをさせようってわけだ。

ピアニィ：……でも、あたしはやっぱりアルディオンに戻もどりたい。

アル：でも、その前に吸きゆう収しゆう能力をどうにかしないとな……フェルシア、だったな。これはなんとかならないものか？

ＧＭ：「……それは、神しん竜りゆう王おうセフィロスと〝邪じや神しんの御み子こ〟の力の融ゆう合ごうによるもの。正直に言えば、私の手にもあまる」

一同：…………。

ピアニィ：でも、サザーランドさんがここにくればなんとかなるって……。

ＧＭ：「―――もしも。もしもあなたが神喚者としての資し格かくを真に得たのなら、多少の制せい御ぎよは可か能のうかもしれない」

ピアニィ：え……でも、神喚者になったら地上には戻れないんですよね？

ＧＭ：「……いいえ。決して多くはないけど、神喚者として認みとめられながら……もしくはそれに等しい力を持ちながら、地上に帰き還かんした者はいるわ」

ピアニィ：……えっ？

ベネット：〝パワー〟をもらったまま帰れると……！（笑）

ＧＭ：こくりとうなずくフェルシア。「しかし神喚者として認められるには、〝運命〟を背せ負おう覚かく悟ごと、戦う意い義ぎを示しめさせねばならない。今のあなたたちにはそれが見えない」

ピアニィ：……う。

ＧＭ：「……ここに残ることを選びなさい。そして、ゆっくりと意義を探さがし出し、資格を得て―――いずれ我々と共に剣をとってほしい。形はちがえど世界を守しゆ護ごするという一点において、私とあなたたちの想いは共通のはず」

アル：……なるほど。

ＧＭ：「それに、ここは神々の力に守られた地。アヴァロンにいる限り、あなたの得た呪いの力は抑え込まれ、いかなる生命を害することはない」

ピアニィ：そ、それはそうかもしれませんが……。

アル：……。

ピアニィ：でも、このままアルディオンを放っておくことはできないんです！

ＧＭ：「―――いいでしょう。地上に戻るにせよ、ここに残るにせよ、あなたは探さなければならない。運命を背負う覚悟と、戦う意義を。それを見つけ出した時、もう一度私のところに来なさい。その時、言葉をもって示すのです」

ナヴァール：……つまり、考える時間を与あたえてもらえるということですな。ならば、陛へい下かもその間に見つめ直せばよいのです。

ピアニィ：わかりました。もう一度考えてみます。

ＧＭ：「……この街で、あなた方は自らの運命に大きく関わる者と邂かい逅こうしましょう。その者たちと言葉を交わし、自分を見つめ直しなさい」

アル：……ああ（笑）。それがハンドアウトに書かれたコネか。

ピアニィ：ハテナさんです！（笑）

ナヴァール：我々も運命に関わる人物と会うわけか。私の場合はゼパで確かく定ていだが。

アル：俺もコネが師し匠しようとか、まさに運命に関わっている。

ベネット：って、あっしはすでに出会った―――っ!?　フェルシア―――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ミドルフェイズの冒ぼう頭とうで、フェルシアを出さないわけにはいかなかったんだ。だから、ベネットには特別にひとり、別べつ途とＮＰＣを用意してある。

ベネット：なん、だと……っ!?

ＧＭ：うひひ。では。そんなところでフェルシアの言葉と共にこのシーンは終しゆう了りようしよう！




「―――では、このアヴァロンでのひと時を、ごゆるりと」







◆Middle 03◆今明かされる、ナヴァールの真実




　ピアニィを支ささえてきた、軍ぐん師しナヴァール。

　アルディオン大陸の表おもて舞ぶ台たいに立ったものの、いまだに謎なぞ多き人物である。

　だが、その秘ひ密みつが明かされる時がいよいよやって来た！




ＧＭ：では、ここからそれぞれのＰＣにスポットを当てていく話になります。

ピアニィ：おお、なるほど。

ＧＭ：では、まずはナヴァールから。

ナヴァール：ほう、私からか？　どんなシーンなんだろうか。

ＧＭ：せっかくなので社長が読者に応おう募ぼしたナヴァールの設定を、ちょっと公開してもらうシーンとしましょう。

ピアニィ：おおっ！

ナヴァール：うん。まずこれが投稿（どさっと資し料りようを置く）。

アル：おお、分ぶ厚あつい！（笑）

ナヴァール：そりゃあ三〇通分だからね。そしてこの投稿をまとめてでき上がったのがこれ（他の参加者に書類を配る）。




　と、配られたのはＡ４用紙三枚まいにわたって、びっしりと書かれた設定（！）であった。




ナヴァール：ほら、長くなるから書面があった方がいいと想って、全員分コピーしてきたよ（一同爆笑）。

ピアニィ：（投稿を見ながら）これ、全部採さい用ようしたんですか!?（笑）

ナヴァール：いや、さすがにそれは無理だった。矛む盾じゆんする投稿もあるしね（笑）。でも、せっかく熱心に考えてくれたんだから、なるべく採さい用ようしないと、と想って全部読んだ（笑）。

アル：マジですか!?（笑）

ベネット：それはすばらしい！

ＧＭ：……じゃあ、シーンの場所は神殿の礼れい拝はい堂どうにしようか。

ナヴァール：では、そこで神に祈いのっていよう。

ＧＭ：そんなナヴァールの背せ中なかに、「ようやく帰ってきたようじゃのう」という声がかかる。

ナヴァール：では、そこでくわっと目を開いて振ふり返かえる。

ベネット：め、目を見開いた！（笑）

ＧＭ：そこにいたのは、やはり……。

ナヴァール：久しぶりですね、ゼパ―――。




ゼパ・フリンジコルト

　かつてグラスウェルズ王国の特とく殊しゆ部ぶ隊たいファントムレイダーズのひとりであった老ネヴァーフ。「ダメージは０じゃ」が決めゼリフで、驚きよう異い的てきな防ぼう御ぎよ力りよくを誇ほこる。

　記憶を失っていたが、『ブレイク』において実は神の戦士セインのひとりであったことが判はん明めいする。『無印』三巻で、ピアニィたちとも戦ったこともある。




ＧＭ：「フッ、おぬしの目が開かれる時がきたか」

ベネット：なにが起こるでやんすか？　ナヴァールの目が開かれるとなにが起こるでやんすか!?

ナヴァール：……いよいよ、時が来たようです。私もまた、真の力のうち何分の一かを出すことにしましたよ（笑）。

アル：まだすべてではない、と言いたいんですね。なんという設定（笑）。

ナヴァール：でもあまりスーパーな設定じゃないですよ。っていうか、すごく強いキャラというわけではない。本気を出すと60レベルというのはウソっぽい。

ＧＭ：えっ!!（一同爆笑）

ベネット：あれ、フカシだったんでやんすか!?（笑）

ナヴァール：なんでみんなと同じレベルで活動しているかの理由もあるんだよ。読者の想そう像ぞう力りよくって、すごいんだぞ！（一同笑）

ＧＭ：ゼパが「おぬしも記憶を取り戻したのか？」と聞く。

ナヴァール：「ええ、私は……」と、遠くを見る。あ、ちなみに前置きですが「とんでもない設定になったが、鈴吹太郎だから大だい丈じよう夫ぶ」って書いてる読者さんが多くてねぇ……（笑）。

ベネット：な、なるほど。

アル：社長、ものすごく信しん頼らいされてますね。ある方向に（笑）。

ナヴァール：では発表しまーす。まず、ずばりナヴァールの正体は！　純じゆん白ぱく竜りゆうアイン、深しん紅く竜りゆうアイン・ソフに続く、神竜王セフィロスの三番目の化身であるっ!!
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一同：（超ちようわざとらしく）な、なんだって―――っ!?

ナヴァール：ドラゴネットだからか、この投稿が一番多かった。

アル：まぁ確かに竜に守護された大陸の、竜の種族ですからね。関連ありそう（笑）。

ナヴァール：そう、セフィロスは邪神の御み子この封ふう印いんに力を使わなくてはならなかったため、自分の化身をアルディオンへ送った。それが、アインとアイン・ソフ。だが、セフィロスの化身は彼らだけではなかったのだ！

ベネット：すげえ神設定でやんす！

ナヴァール：そのほか、セフィロスの化身を何体も設定して、そのうちの何番目がナヴァール、みたいなのもあった。

ベネット：へえ―――っ!!

ナヴァール：セフィロスの化身としての名前も、いろいろありました。紺こん碧ぺき竜りゆうとか、黄金竜とか、アイン・ソフ・オウルとか……。

アル：それ……、いいんだ（笑）。

ナヴァール：その中でも、ナヴァールの色に一番あった名前を採用することにしました。その名は〝聖せい灰はい竜りゆう〟……〝聖灰竜〟ナヴァール！　いい名前でしょ？

ピアニィ：かっこいい！

ナヴァール：しかし、ナヴァールを生み出す時には、セフィロスにはほとんど力は残っていなかった。そこで、ひとりの女性の力を借りて人の姿すがたの化身を作った。その女性が私の母だ。

ベネット：人と神竜のハーフでやんすか……。

ナヴァール：覚えてるかね？　『無印』四巻の途と中ちゆうで、霧きりの中に入った時のこと。そこで、私は「一番つらかったことは母との別れ」だと言っている。

アル：ああっ！（←ぽんと手を打つ）

ベネット：そういえば言っていた！

ナヴァール：あれを拾ってくれた投稿は多かったんだよ。だからナヴァールの母親の設定もたくさんあった。

アル：でも、それじゃドラゴネットじゃない（笑）。

ナヴァール：ナヴァールの母がセフィロスに造られた、「アルディオン最初のドラゴネット」なんてのもあったよ。他にも、オーギュストの弟が父親とか……。
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ベネット：おお、王族設定でやんすな。

ピアニィ：それだとナヴァールが従い兄と弟こになっちゃうよ―――っ!!（笑）

ナヴァール：まぁ一番多かったのは、「父親はいない」っていうやつなんだけどね。

ベネット：神竜王の化身を子として宿す……その方が神しん秘ぴ的てきでやんすなぁ。

ピアニィ：お母さんは、どんな人？

ナヴァール：もちろん、母の設定も決めました！

一同：おおっ！

ナヴァール：やっぱりセフィロス、ケセド、ゾハールなどのドラゴンズが人気（笑）。さらに、フェルシアなんてのもあった！
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ベネット：なんでだ―――っ!?（爆笑）

アル：まぁ……神っぽいですからね（笑）。

ナヴァール：そのほか、邪神の御子とかアザゼルさんもあった。で、これが面白いネタということで、ちょっと感心したやつを採用しました。発表します！
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ピアニィ：ぱんぱかぱーん！（笑）

ナヴァール：ナヴァールのお母さんの名前は……なんと〝フェリタニア〟さんだったのです！

ピアニィ：えっ、それ誰だれっ!?（笑）

ナヴァール：実は、『アルディオン大陸ガイド』に書いてあるのだが、フェリタニア帝てい国こくという国名は、初代統とう一いつ帝ていにして建国者であるウルフリックの妻つまの名がフェリタニアだったから、と伝えられているって書いてあったのだ！

ＧＭ：（『アルディオン大陸ガイド』を開き）本当に書いてあるんだよね、これ。

ベネット：ほほー。みなさん、よく読んでいらっしゃる……！

ピアニィ：そういえば、ナヴァールが国の名前を「フェリタニアにしましょう」って言ったんだもんね！

ナヴァール：そ、そうですね（笑）。

ベネット：これはひどい!?　密ひそかに母の名を使っていたのか！

ナヴァール：昔の大帝国の名前であり、母の名前であったという。ちなみに、フェリタニア帝国って名前が定着したのは、ウルフリックの孫の代になってかららしい。

ピアニィ：そうだったんですかー。

ナヴァール：だがそんなにうまくいくはずもなく、邪神の御子も、自分の力をその女性に送おくり込こんだ。だから、ナヴァールは言うなれば五人目の始し祖そだったのだ！（笑）

一同：ええええええええええええっ!?

ベネット：マジで!?

ＧＭ：バルムンクとの関わりまでできたのね（笑）。

ナヴァール：邪神関連の投稿もけっこう多かったんだ。というわけで神竜王と邪神の御子の力が合わさって、光と闇やみが合わさり最強に見える存在に！（笑）

ピアニィ：ナヴァールもそうだったの!?（笑）

ナヴァール：ずっと目を閉とじている理由もたくさん送られてきてね、一番多かったのは神竜王の目を持って生まれたからという設定。

ベネット：なんか、オチが見えたでやんす（笑）。

ナヴァール：で、これらの設定をすべて混まぜた結果……。

ＧＭ：混ぜるなよ！（一同爆笑）

ナヴァール：（聞いてない）混ぜた結果、右目が神竜王の目、左目は邪神の目―――つまりバラールの邪じや眼がんとかなんとか。

ベネット：はあ、すごいでやんすな～（笑）。

アル：うんうん、ずっと閉じていないといけないというのも納なつ得とくだ（笑）。

ＧＭ：なんか、社長が免めん罪ざい符ふを得たようだ（笑）。

ナヴァール：で、私が神竜王の目を持っているのは、彼の代わりに世界を監視するため。だから、ピアニィと初めて出会った時、一緒に行くのをためらったのだ。ネビス霊れい峰ほうにいて、神竜王に監視した結果を報ほう告こくせねばならない使命があったから、「私はここを離はなれるわけにはいかない」と言ったんだよ（笑）。

ピアニィ：はい、はいっ（笑）。

アル：俺、小説に書いたからその辺のこと覚えてます（笑）。

ＧＭ：本当、読者はよく調べてるよね（笑）。

ナヴァール：そんなこんなでアルディオン大陸に誕たん生じようしたナヴァールなわけだが、邪神の御子の力は強大だったので、だんだん闇やみの力の虜とりこになっていくわけだが、そこでサザーランドが、テオドールに「あの子は危き険けんだ」と耳打ちをする（笑）。

アル：テオドールって、ウルフリックと一緒にアルディオンに八〇〇年前にやってきているわけだが、ナヴァールもサザーランドもそれと同じくらい生きているらしい（笑）。

ナヴァール：そこでテオドールは神殺しの剣でばっさりナヴァールを斬きるわけだ。哀あわれ、ナヴァール、一巻の終わり。

一同：死んだ!?（爆笑）

ナヴァール：……ところが、瀕ひん死しのナヴァールの近くに転がっていたのが、竜輝石。それも伝説には語られていない、〝もうひとつの石〟！（笑）

ベネット：なんでやんすか、〝もうひとつの石〟ってっ!!

ナヴァール：そういう読者の投稿だったんだよ！　私が考えたんじゃない！（笑）

アル：もうそのセリフ単なる言いい訳わけじゃないですか、社長！（笑）

ＧＭ：知らない設定ができていくなぁ。

ナヴァール：まあ、許ゆるして（笑）。で、この〝もうひとつの石〟がナヴァールに話しかけてくる。「死にたくないなら、僕ぼくと契約してよ！」と。

ベネット：どっかで聞いたことある話でやんす!?（爆笑）

ナヴァール：まあ、竜輝石がみんなこんな風にしゃべるのかは置いておいて、この石の力で復ふつ活かつした結果、私は〝もうひとつの石〟の役目を負うことになる。

ピアニィ：どういう役目なんですか？

ナヴァール：うむ。〝もうひとつの石〟は〝ひとつの石〟がその力を発はつ揮きする時、解とき放はなつものと伝説に載っているのだが、解き放つものを助けるという役目を担になうことになる。

ピアニィ：ほおー、そうだったのですか。

ナヴァール：うん、実にうまくまとまっている設定だ（笑）。

ＧＭ：だから、ピアニィについていくと？

ナヴァール：そう。解き放つものとはピアニィ陛下のことだから。

アル：これは面白い！（笑）　いや、感心しました。

ナヴァール：そんなわけで、私はピアニィ陛下についていくことに。ちなみに、〝もうひとつの石〟は、どこかへ飛び去ったので、持ってません。

ベネット：飛び去ったのか（笑）。

ナヴァール：まぁ、神殺しの剣は邪神の力を滅ほろぼすことができるので、それに斬られたナヴァールにもう邪神の力は残っていません。途中で裏うら切ぎったりもしません（笑）。

ＧＭ：またラスボスやられたらたまらんです（笑）。




　別のリプレイの話である。




ナヴァール：神殺しの剣で斬られた結果、60レベル相当の力もあったのだが、今22レベルで地味に活動してることの説明もつく。あと、髪の真ん中に残ってる黒い毛は、邪神の力の名残だそうです（笑）。

ベネット：なんか、かっこいいでやんすな。

ナヴァール：テオドールやファラフナーズとはマブダチ（笑）。ほかにも、神っぽい人とはたいがい知り合いらしいよ。

ＧＭ：ひ、ひどい（笑）。

ナヴァール：というわけで、投稿をなるべく活かそうとした結果、そうなりました。

アル：あー、面白かった（笑）。

ベネット：すばらしい！

ピアニィ：はー、もう満足です（笑）。

ナヴァール：こんな理由があったので、ピアニィの力にも耐たえられた（笑）。

ＧＭ：い、いや……えっと……（笑）。

ナヴァール：まあ、どこを拾うか、スルーするかは菊池さん次第。

ＧＭ：なにっ!?

ベネット：全部ひろうでやんすよっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：あの……今言う話じゃないんだけど、この中にひとつだけ問題があるんだよ！（笑）

ベネット：な、なんだって―――っ!?（笑）

ＧＭ：ひとつだけ問題が……！

ベネット：まあ、ひとつだけなら。

ＧＭ：それは、一一巻ぐらいの時にお話ししましょう（笑）。

ピアニィ：ええええええ～っ！

ベネット：わざわざ一一巻で言わなくても！（笑）




　というわけで、一一巻ぐらいをお楽しみに。




ピアニィ：は～、でもすごかった。（もらった書類を手に）これ持って帰って神かみ棚だなに飾かざろう。

ＧＭ：意味がわからないよ！（笑）

ナヴァール：ともかく、以上の設定を、ゼパに話しながら……。

ＧＭ：じゃ、じゃあ……「おぬしは、そんな男じゃったのう」と（笑）。

一同：話が戻った!?（笑）

ナヴァール：というわけで、ゼパ。私はピアニィ陛下について行くのです。

ＧＭ：「やはり、考えは変わらぬのか？」

ナヴァール：ええ、変わりません。

ＧＭ：「……話が終わってしもうた」（笑）

ナヴァール：無む論ろん、条件はつきます。ピアニィ陛下が、その意い志しを貫つらぬく限りは、という。

ＧＭ：「なるほどのう。やはり、ナヴァール殿は変わらぬのう」

ナヴァール：ええ。……というわけで、ナヴァール編へん終わり。

ＧＭ：いや、ちょっと待ってくださいよ！（笑）

ナヴァール：あ、語りたいだけ語ってしまったので終わった気になってしまった（笑）。

ＧＭ：最後に、ゼパがナヴァールに言うことがあるから！

ナヴァール：わかりました、聞きましょう、ゼパ。

ＧＭ：「うむ、重要な話をおぬしに伝えておこうと思ってな」

ナヴァール：ほほう。なにか情じよう報ほうが？

ＧＭ：「ナヴァール殿も、〝始祖の四人〟を知っておろう。その上のもの……魔族たちの間では〝あの御お方かた〟と呼ばれている者がいるのだが」

ナヴァール：（頭を押おさえて）ううっ、その記憶は神殺しの剣に斬られた時に……。

ＧＭ：なんだってぇ!?　一番重要な情報が!!（一同爆笑）

ベネット：なんという便利な設定！（笑）

ピアニィ：便利だな～（笑）。

ＧＭ：「〝あの御方〟は、その〝始祖の四人〟も一目置く、邪神の御子にもっとも近い存在と言われているのじゃが……」

アル：〝始祖の四人〟の上か……。相当、強力な魔族なんだな。

ＧＭ：「魔族ではない。どうやら、古代アルディオンに昔からいる、エルダという種族の生き残りと言われている。邪神の御子を呼び出した張ちよう本ほん人にんじゃ」

ナヴァール：エルダか！

ＧＭ：「実力的には、御子と〝始祖の四人〟の中間に位置する、と言われている」

ナヴァール：邪神の力を吸きゆう収しゆうして妖魔になったのかな。妖魔王バラールも、もともとはエルダだったというが……。

ＧＭ：「ナヴァールなら、なにか知っていると思ったんじゃがのう」

ナヴァール：お役に立てず、申もうし訳わけない。

ＧＭ：「いや、気にせずともよいのじゃ。解き放つもの、か……。ピアニィを支ささえるお主の役目、期待しておるぞ」

ナヴァール：私は、あなたのようにすべてを思い出したわけでもなく、残った力はたいしたものではありませんよ。

ＧＭ：「いやいや。いずれすべての力を取り戻し、また一緒に戦う日も来るじゃろう」

ナヴァール：ええ、あなたやフェルシアのようにＮＰＣとなって……（一同爆笑）。

ピアニィ：ちょっ！

ＧＭ：というわけで、ここでシーン終了としよう。

ベネット：いやはや、面白かった（笑）。







◆Middle 04◆王、去りし世界で




　帝てい紀き八一五年四月―――。

　ピアニィが消息を絶たってより、六ヶ月の時が過すぎた。

　このわずかな時の中で、世界はその様相を大きく変えるに至る。

　〝大崩壊〟によるエストネル体たい制せいの崩ほう壊かい……これに端たんを発し、アルディオンは再ふたたび戦せん乱らん渦うず巻まく世界への道を確かく実じつに歩み始めていた。




ＧＭ：ではここで、再びマスターシーンを入れよう。前よりも少し時間が進み、時に帝紀八一五年四月―――。

一同：半年も進んだっ!?（笑）

ナヴァール：八一五年の四月？　それは……。

ＧＭ：そう、ノルウィッチにて国こく際さい平和会議が開かい催さいされたその日が舞ぶ台たいとなる。『デスマーチ』第六巻かんのエピソードだね。

アル：具体的には、どんなことになったんでしたっけ？

ＧＭ：んと、おおざっぱに説明すると―――。




　……この日、アルディオン各国の要人がノルウィッチに集まり、今後の世界秩ちつ序じよについての国際平和会議が開かれていた。

　合がつ衆しゆう国こく体たい制せいの崩ほう壊かい、妖よう魔まの出しゆつ現げん、ピアニィの失しつ踪そう等々……混こん迷めいする状じよう況きようを収しゆう拾しゆうすべく、そして新たな国際秩序の枠わく組ぐみを形成すべく開催されたのである。

　だが、この会議の裏うらでは第二代合衆国大だい統とう領りようにして現げん統とう一いつ帝ていスリス・ロイドスの暗殺計画（具体的には爆ばく弾だんテロ）が進行していた。

　結果として、この計画はアキナ・ブルックス率ひきいるエンジェルファイヤーの活かつ躍やくによって未然に防ふせがれている。




ＧＭ：……てなところ。

ピアニィ：スリスちゃん、大変だ……アキナちゃんも……。

ベネット：うむ。狙ねらわれたのがピアニィ陛へい下かなら、嬉き々きとしてテロリストを捜さがし出だして八やつ裂ざきにするところでやん……いえ、なんでもありません陛下。

ピアニィ：（←笑顔）

ＧＭ：そしてここでも少しだけ演えん出しゆつを入れよう。場面は国際会議場にて、スリスを襲しゆう撃げきした暗殺者がアキナらに撃げき退たいされた直後。それまで気き丈じように振ふる舞まっていたスリスも、緊きん張ちようの糸が切れたのか……ぽろりと涙なみだをこぼしてアキナを見上げた。「アキナ―――よかった。本当に無事で……よかった」

ピアニィ：あ。漫まん画がになってたシーンだ。

ＧＭ：うん。この頃ころになると第一の騎き士し代理として、アキナも大きく成長。アルの代理ではなく、ひとりの騎士として周囲から認みとめられ……彼かの女じよ自身もその重じゆう責せきを感じている。

アル：妹が成長している（笑）。

ＧＭ：うむ。「泣かないで、スリス様。さあ、お城しろに帰りましょう」　アキナがそんな言葉を口にした時。息を切らせて部屋に飛とび込こんできたのは、伝令のイムイムだ。
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ナヴァール：あ。

ＧＭ：「伝令、伝令―――っ！　アヴェルシアにラングエンド軍が侵しん攻こう―――っ！」

ナヴァール：だが、結果としてラングエンドの目的はアヴェルシアではなかった。

ＧＭ：そう。その後、幾いくばくの時を経へて事じ態たいはさらに悪化……ラングエンド、レイウォールアライアンス、そして神しん聖せいアンリ帝てい国こくの合同軍がノルウィッチに侵攻をかけてくるという事態に発はつ展てんした。敵てきの合計兵力は五万。対するフェリタニア側は一万だ―――。

アル：ふつうは絶ぜつ対たいに勝てないな（笑）。

ＧＭ：うん。この戦争は第一の騎士代理であるアキナを総そう大だい将しようとして、迎むかえ撃うつこととなる。その出しゆつ撃げき前……フェリタニア兵の間でも、絶ぜつ望ぼう的てきな意見が囁ささやかれていた。「無茶だ、勝ち目はない……っ」だの「これは、早期に講こう和わを申もうし込むべきだ」とか……なによりも多かったのはこれだ。

ベネット：オチが読めたでやんす。

ＧＭ：「こんな時、ピアニィ陛下がいてくだされば……っ！」（一同大だい爆ばく笑しよう）

ピアニィ：いやいやいや……っ！

ＧＭ：決して茶化してそう言ってるわけではない。ピアニィはこれまで、多くの戦いに赴おもむき、そのすべてに勝利したという常じよう勝しよう無む敗はいの実じつ績せきがある。

ナヴァール：なるほど、兵たちが心のどこかで陛下を頼たよってしまうのは、ある意味で当然と。

ＧＭ：うん。でもね、そんな弱よわ腰ごしの意見を払ふつ拭しよくしたのは……出しゆつ陣じん前のアキナの言葉だ。結果としてその言葉が兵たちを鼓こ舞ぶし、フェリタニアに勝利をもたらす動どう因いんとなる。本マスターシーンは、ドランの上に立った彼女が集結した兵に向かって言い放った言葉で締しめくくろう。
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「……言ってもしょうがないことですが、今、ピアニィ陛下はいません。あたしでは力不足かもしれないけど……ピアニィ様たちの帰る場所を！　あたしたちの国を！　そして―――」




「みなさんの家族を守るために、一いつ緒しよに戦ってください……っ！」







◆Middle 05◆揺ゆれる想い




　世界に平和をもたらすために戦うことに、疑ぎ問もんを感じたことはなかった。

　なぜ、平和をもたらしたいのか？

　その平和に意味はあるのか？

　戦う意味すら知らず、自分は「世界を平和にするため」という甘あまい言葉に酔よっていただけではないのだろうか？




　ピアニィの心に、その明めい確かくな答えが浮うかぶことはなかった。




ＧＭ：では、アキナたちのマスターシーンが終わったところで次のシーンへと移うつろう。ここから先、キミらはそれぞれにＮＰＣたちと言葉を交わしていくことになる。

ピアニィ：アキナちゃん、がんばってる……。

アル：あ、シーンに入る前に質しつ問もん。俺おれら、アルディオンの様子は知ることができます？

ＧＭ：できる。物ぶつ質しつ界でなにか特別なことがあるたび、フェルシアが報しらせてくれる。演出されるアルディオンのマスターシーンは、みんなその内ない容ようを知っているって方向で。

ナヴァール：我々がいなくなったあとの世界情じよう勢せいは理り解かいしてるわけだな。

アル：了りよう解かい。じゃあ……ＮＰＣと話す前にやっておきたいことがある。

ＧＭ：じゃあ、シーンを先に作ろうか。具体的になにを？

アル：姫ひめさんと話がしたい。

ピアニィ：っ!?

ＧＭ：（少し考えて）では、フェルシアと言葉を交わして数日が経たったことにしよう。ピアニィはきっとまだ悩なやんでいるよね？

ピアニィ：悩んでます。考えがまとまらなくて。街の様子を見回ったりしながらぼーっと考えて……でも、答えが出なくて。

ＧＭ：では、舞台はアヴァロンの大通りから少し外れた人通りの少ない道。夕ゆう刻こく……街まち並なみがオレンジと白に染そまる時じ刻こく―――。戦せん渦かにまみれるアルディオンの喧けん噪そうからは想そう像ぞうもできないほど……今、街は平へい穏おんな空気に満ちている。緩かん慢まんと時間が流れる中、アルとピアニィは肩かたを並ならべて歩いていた……と、こんな感じでどう？

アル：ばっちりです（笑）。

ベネット：なにこのムダに細かい演出（笑）。

ピアニィ：その間、一緒に歩いているアルにいろいろ話します。でも、考えはまとまらなくて……。

アル：姫さん、まだ答えは見つからないのか？

ピアニィ：はい。でも、アルディオンに戻もどりたいのはたしかなんです。フェルシアさんがああ言ってましたけど……必ず戻ってできることがあると思うんです。だけど……。

ＧＭ：口ごもっちゃう感じね。

ピアニィ：はい……言葉にしろって言われると難むずかしい……。

アル：じゃあ、俺は並んで歩きつつ、目も合わないままに言いたいことだけ話そう。―――そりゃあ、できることはあるだろうさ。良くも悪くも姫さんはアルディオンの中心人物なんだ。姫さんがいなくなって、スリスだって、イザベラだって、アキナやマルセルだって困こまってるだろう。

ピアニィ：……そうですよね。

アル：姫さんが帰れば、それだけで安心する者もいるし、助けられる奴やつもいるだろう。だけどな……もう、前と同じように世界を統とう一いつすることなんてできねえぞ。

ピアニィ：え？

アル：竜りゆう輝き石せきはもうその存在意義を失っちまった。エストネルがなくなって、王おう威いの竜輝石に意味はなくなったんだ。前は、エストネルが定めたルールに則のつとった戦争だったから、お前は統一帝となって戦いに終しゆう止し符ふを打てた……そうだな？

ピアニィ：うん。

アル：でも、今のアルディオンはちがう。誰だれかが「自分が王だ」と言えば、それで国が興おこるような時代だ。国同士での戦争が起こればもう誰も止める者はいない。最悪、どちらかが滅めつ亡ぼうするまで殺し合うことになるかもしれない。

ピアニィ：う……。

ＧＭ：前はエストネルが審しん判ぱん役やくを務つとめていたからな。実じつ際さい、メルトランド戦役もエストネルの停戦命令でグラスウェルズは撤てつ退たい、戦争が終わっている。

アル：もし、姫さんがアルディオンに戻ってフェリタニアの王位に就ついたとしてだ。国を維い持じするために、たとえば民みん衆しゆうを犠ぎ牲せいにするような選せん択たくがお前に取れるか？

ピアニィ：民衆を犠牲っ!?

アル：そうだ。

ピアニィ：しませんよ、そんなこと！

アル：そうしなければ、国が滅ほろぶとしてもか？

ピアニィ：……その例えはずるいです。

アル：ずるい？　さっきも言ったろう。戦争が起こったら、それはもうただの殺し合いになるんだ。敵をすべて殺さないと終わらない。それで世界を手にしても、その平和を維持するためにまた殺し合う。……もう、あんたの夢ゆめはもう叶かなわないんじゃないのか？

ナヴァール：現げん実じつ問題として、難むずかしいのはたしかだ。

ピアニィ：そ、そんなことない！　アルはそう思うかもしれないけどっ！　あたしは、できると思います！

アル：どうやって？

ピアニィ：……だ、だから、それを見つけようと……。

アル：見つけられるか？

ピアニィ：できることがあるって、あたしは思って……。

アル：なら、ちょっと沈ちん黙もくしておもむろに言おう。……なんでだ？

ピアニィ：え……？

アル：ずっと訊ききたかった。絶対の平和なんてないんだ。姫さんはなんでその夢を求める？

ピアニィ：なんでって……。

アル：そりゃ、誰だって平穏がいいさ。心静かに、もしくは楽しく暮くらしていきたい。でも、あんたはそれを求めすぎる。大陸すべてが平和にならないと我が慢まんがならないというぐらいにな。それは、なんでだ？

ＧＭ：これまでずっと踏ふみ込まなかった部分だね。

ピアニィ：……。

アル：なんで、他の連中はあんたみたいに思わねえんだろうな？　みんなが姫さんと同じように考えれば、もっとあんたの夢は容た易やすくかなうはずだ。

ピアニィ：それは、人には人の考えがあって……。

アル：だろ？　だから絶対実じつ現げんしないんだよ、絶対の平和なんて。人それぞれに別の考えがあるなら、そこに争いが生まれる。

ピアニィ：う……。

アル：……。

ピアニィ：……。

アル：―――なあ、ここらでもうやめねえか？

ピアニィ：……はい？　ど、どういう意味ですか？

アル：俺と一緒にここに残らねえか、って言ってるんだ。

一同：……っ!?

ピアニィ：え？　え……ええぇえぇえええぇ……えぇ―――っっ!?

ベネット：驚おどろきの告白……っ!?（笑）

ＧＭ：そう来たか。

アル：あんたのその吸きゆう収しゆう能のう力りよくも、ここにいる限かぎりは問題は起こらない。他の人と同じように暮らしていけるんだ。あのフェルシアってのも言ってたろ？　その力を消し去るのは難しいって。そんな身体で地上に戻れば、お前は幸せに生きてはいけない。

ピアニィ：で、でもそれは……!?

アル：―――それになによりも、な……。
















ピアニィ：は、はい。

アル：俺はあんたを失いたくないと思っている。

一同：っ!?

ピアニィ：……アル……あなた、なにを言っているの？（←きょとん）

アル：えっ、俺の言ったこと通じないの!?（笑）

ベネット：アル、壮そう絶ぜつに爆ばく死しでやんす。

ピアニィ：いや、そうじゃなくて。だって、アルにはアルの目的があったでしょう？

アル：……あ、ああ。そういうことか。

ピアニィ：その目的はどうするつもりなの……？

アル：俺は、あんたのためならここで剣けんを折ってもいいと思っている―――。

ピアニィ：剣を折る……!?

一同：おお……っ？（笑）

ピアニィ：それを言われちゃったらなにも言い返せないよぉ……っ。

ＧＭ：今日の矢野くんは攻せめるな～……（笑）。

ピアニィ：攻められっぱなしだよ！

アル：じゃあ、もっと攻めよう。

ピアニィ：ええぇ……っ!?

アル：―――姫さん。もちろん俺にだってアルディオンに大切な人がいる。苦く境きようにある仲間や家族を救いたいとも思う。でも、それよりもなによりも、ピアニィ……あんたを失うことが耐たえられない。

ピアニィ：……っ!?

一同：おおっ!?

ピアニィ：ちょっと……っ、そんなこと言われても困こまるっ、困っちゃう？　困りますよ!?

ベネット：陛下が激はげしく動どう揺ようしている（笑）。

ピアニィ：……あ、あのう……ここで答えを出さなくても、いいよね？　いいですよね？

ＧＭ：もちろん。セッション終しゆう了りよう時までにどうにか決着つけてくれれば（笑）。

ピアニィ：じゃ、顔真っ赤にしてあとずさりつつ………………逃にげますっ！

一同：逃げたっ!?（笑）

アル：に、逃げやがったっ!?　じゃ、俺はピアニィの腕うでを摑つかもうと腕を伸のばしたけど、するりとそのまま逃げられてしまい……（笑）。

ＧＭ：手を伸ばしたまま固まってしまう、と。

アル：じゃあそれで！（笑）

ＧＭ：では、黄昏時たそがれどき……夕陽の光が、ひとり取り残されたアルのシルエットを浮かび上がらせつつ……シーンを終了しよう！







◆Middle 06◆英えい雄ゆう邂かい逅こう




　〝クラン＝ベル〟の四英雄―――。

　それはかつて、エリンディル全土を神の粛しゆく清せいより救った五人の英雄たち。

　ベネットは、最後にその名を連ねた少女だった。




ＧＭ：では、次のシーンへと入ろう！　予定どおり、ＮＰＣと言葉を交わすって場面を進めていこう。ええと、最初は……シーンプレイヤーはベネットからいこうか。

ベネット：ちなみにあっしはこのアヴァロンに来て一ヶ月―――。

一同：一ヶ月経っちゃったっ!?

ピアニィ：あ、あたしどんだけ悩んでいるんだろう……（笑）。

ベネット：……あっしはここでの暮くらしを満まん喫きつしてるでやんすよ。アヴァロン法はつ被ぴを着て、アヴァロン饅まん頭じゆうを食い、アヴァロン木刀を振ふり回まわしながら街を闊かつ歩ぽするでやんす。

アル：ただの観光客じゃねえかっ！（笑）

ベネット：英雄ベネット様のお通りだー。うへへうへへへぃ……っ！

ピアニィ：うへへってなに！（笑）

ＧＭ：え、あ……その―――自分のあり方について考えなさいというフェルシアの言葉……それがキミの心に重く伸のし掛かかってくる。わかるな？

ベネット：もちろん……っ！　全力で理解していると言えましょう。

ナヴァール：とてもそうは見えん！（笑）

ベネット：……はー、たしかに木刀なんて振り回してる場合じゃないでやんすね。そこらの子こ供どもにあげるでやんす。

ＧＭ：「わー、ありがとうお姉ちゃ……あれ、お姉ちゃんだったっけ？」

ベネット：おい、小こ僧ぞうっ!?　……って、まあいいか。最近、あっしも女であるという自覚がなくなったでやんすからな。

ＧＭ：昔はあったというのかっ!?（一同大爆笑）

アル：どう考えてもなかったろうっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：ともかく！　えーと……そこで子供は両手でベネットの腕を取り、笑顔で引ひっ張ぱる。どうやら、家が店をやっているらしく「お礼するからついてきて」ということらしいぞ。

ベネット：ほうっ！　そんないや、お礼だなんて……心ばかりの物でいいんでやんすよ？　気持ちがこもった饅頭ぐらいで。

ＧＭ：「饅頭じゃないけど、ぼくんち、この界かい隈わいではおいしいって評ひよう判ばんなんだ」

ベネット：お、食べ物なら大だい歓かん迎げい。まったく疑うたがうことなく着いていくとしやしょう。

ＧＭ：子供に連れられたどり着いたその場所は、アヴァロンの中央通りにある酒場のようだ。

ベネット：おお、これぞアヴァロン酒場。

ナヴァール：では、ベネットはアヴァロン酒場のアヴァロン扉とびらを開き―――。

ＧＭ：そこは少し小こ洒じや落れたバーだ。薄うす暗ぐらい店内に落ち着いた雰ふん囲い気き……ムードのある静かに音楽が流れている。

ベネット：では、あっしはアヴァロンカウンターに座すわってこう言うでやんす。……マスター。アヴァロンバーボンを、ひとつ。

ＧＭ：だが、その言葉が発せられるよりも早く、ス―――っ……バーボンの注がれたグラスがカウンターの上を滑り……ぴたり。ベネットの眼がん前ぜんで止まった。「―――お久ひさしぶりです、ベネットさん」

ベネット：……っ!?　あんた誰っ!?　ユー、どなた……っ！

ＧＭ：「いずれ、ここに来ることはわかっていました」　落ち着いた表ひよう情じようでグラスを拭ふきながら……バーのマスターがそう告げた。
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ベネット：お前か―――っ!?（一同爆笑）　しばらく見ないと思ったらっ……ていうかちょっと待て！　なぜアヴァロンにいるっ!?

ＧＭ：「いえ、弟からあなたのことは聞いていまして」

ベネット：今、「お久しぶり」って言ってたろ―――っ!?（笑）　お、お前っ、前も兄弟がいるとかなんとか言ったけどホントかあっ!?ホントなのかっ!?　実はひとりじゃないのか!?

ＧＭ：「フフ―――」　マスターはなにも答えず、ただ微笑ほほえむのみ。

アル：（笑いをこらえつつ）……何者だよ……（笑）。

ＧＭ：「で、フェルシア様に会ってどうでした？　数々の戦功を称たたえたあなたのことだ。ここから行くべき道はもう決まっていると思いますが」

ベネット：（がらっと落ち着いた口調になって）まあね？　あっしが行く道なんていうのは最初から決まっているようなものでね？　今さら悩なやむことなどないでやんす。

ＧＭ：「ほう、さすがは英雄」

ベネット：そう！　英雄が進む道とは常つねにひとつ。心に一本、芯しんの通ったものを持っているもん………………………………ちょっと待て。

ＧＭ：「はい」

ベネット：あっしが出会う運命のＮＰＣって貴き様さまか――――――っ!?（一同大爆笑）

一同：え、えぇえぇええぇっ!?（大爆笑）

アル：なっ、なんでバーのマスターが……っ！（笑）

ＧＭ：「？　なんのことでしょう？　実はあなたに引き合わせたい人がいるだけですよ」

ベネット：おお、そんな人が。て、てっきりあんたと話して終わりだと……（笑）。で？　それはどこのどなたでやんす？

ＧＭ：「岐き路ろに立たされてる今のあなたに……ぜひ会ってほしい方です。店の二階……個こ室しつで待っておいでです」

ベネット：ほう、それはアヴァロンＶＩＰルームというやつでやんすな。さっそく行こう。

ＧＭ：ＯＫ。店の奥おくにある階かい段だんをあがり、キミはその部屋の前に立つ。ベネットが扉を開けると、そこはなるほどＶＩＰルームという言葉にふさわしい豪ごう奢しやな部屋。だが、下品さはなく、シックにまとまっている。室内には大きな対のソファと大理石のテーブルがあるのみだ。

ベネット：なぜかムダに細かい部屋の描びよう写しや（笑）。で？　で？

ＧＭ：うん、そして部屋の奥側のソファに、店の雰囲気にはあまり似につかわしくない質しつ素そな服の少年が座っている。見たところ、キミより年下のようで―――。

ベネット：なんでこんなガキンチョがこんなお高そうなバーに。えー……あっしはクラン＝ベルの四英雄がひとり、ベネッ……。

ＧＭ：「―――ひさしぶりだね、ベネット」　その赤髪がみの少年は、落ち着いた声で言った。

ベネット：……お？　赤髪の……少年？

ＧＭ：「あれ？　僕ぼくのこと、忘わすれちゃったのかい？」

ベネット：それはもしや……エ……。

ＧＭ：驚くベネットに、少年がその外見に似に合あわぬ大人びた微笑みを見せる。

ベネット：エ……ええええええっ、エイジか――――――っ!?




エイジ

　父の無実を晴らすため、冒ぼう険けんに出たエリンディル出身の少年。

『銀の輪の封ふう印いん』より始まる初期の　「『アリアンロッド・リプレイ』において、フェルシアやベネットらと共に旅をしていた。

　物語の最後、世界を救きゆう済さいするために未み来らい永えい劫ごう年を取らず、生き続けるという呪のろいをその身に受けて人前から姿すがたを消した。

　他の仲間たちはクラン＝ベルの四英雄と呼よばれ、讃たたえられることとなったが、人の世界に帰き還かんできなかったエイジだけはその中に含ふくまれることはなかった。




ベネット：なんであんたここにいる―――っ!?　……はっ!?　す、すすすすすまんでや―――んすっ！　クラン＝ベルの四英雄の称しよう号ごうはあんたに返すでやんす―――っ!?（一同爆笑）

アル：そこか――――――っ！（笑）

ＧＭ：「いや、キミが英雄であることは僕が一番よく知ってるよ。キミの活躍は、別れたあともキミのことは見ていたから」

ベネット：エイジがあっしのことを褒ほめてくれるなんてっ!?（笑）

ＧＭ：「一いつ緒しよに冒険した時、キミのその言葉や立たち振ふる舞まいに、どれだけ僕が救われたか」

アル：噓うそだろ～ぉ～!?　すげえ噓だろぉ～～ぉっ!?（笑）




　ちなみに、矢野も『アリアンロッド・リプレイ』には、膝ひざを壊こわしたアコライト、シグのプレイヤーとして参加していたのである。
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ナヴァール：今、シグの言葉が聞こえたぞ（笑）。

ベネット：ともかく、息そく災さいならみんなに顔くらい見せてや……。

ＧＭ：……と、キミは言いかけて気づく。エイジの姿は、キミが五年前に別れたあの時となにも変わらない少年のままだ。

ベネット：……そうだった……で…やんす。でも、なぜあっしに会いに……？

ＧＭ：「僕はずっと人の世界を見続けてきた。ベネットはアルディオンに渡わたって、それからずっと英雄として戦って……そして岐路に立ったキミと、僕はどうしても言葉を交わしたくなった。もし、キミが迷まよいを抱かかえるようなら、なにか伝えようって―――そう思って」

ベネット：…………。

ＧＭ：「……でも、キミに迷いはないみたいだね」

アル：さっき、マスターとの会話で断言してたしな（笑）。

ベネット：（悟さとったような口調で）……エイジ。あっしは決めているでやんすよ。ピアニィがあきらめない限かぎり、その力になっていこうと。それに迷いは、ない。

ＧＭ：「ピアニィっていう人に会ったことはないけど……キミが支ささえたいって思えたのなら、きっと一ひと廉かどの人物なんだろうな」……エイジのどこか寂さびしそうな、それでいて嬉うれしそうな声。「その人も心が折れそうになった時、きっとキミを見て……僕と同じく心が救われたはずだ」
















ベネット：フッ……しかしあっしはもうエイジの知ってる英雄ベネットではないでやんす。こんな石なんかに惑まどわされる哀あわれな仔犬でやんすよ……と、旅たび人びとの石を叩たたきつけようとしたがバウンドして自分の頭に当たる。……ぎゃぁあああぁぁああぁっ!?

ピアニィ：ベネットちゃん……（笑）。

ＧＭ：「竜輝石、か。それに見み込こまれることも、キミの英雄の証あかしだよ」

ベネット：それにしても、またエイジと会えて嬉しいでやんす。ちょっと微び妙みように優やさしくされるのが不気味でやんすが……フェルシアになんか言われた？　正直に言っていいのよ？

ＧＭ：「言われてないよ？」

ベネット：ほんとに？　絶対？

ＧＭ：「ああ」　エイジの瞳ひとみは、すべてを達観して見通すような深い色を湛たたえている。

ベネット：や……やめろやめろ―――っ!!　あっしにそんな瞳を向けるんじゃない！　真面目にやるしかないじゃないでやんすかっ!?　いつものようにいじって落として―――っ!!

ＧＭ：だが、おちゃらけるキミの態たい度どに、彼は微み塵じんも動じない。「キミはいつでも世界を動かしてきた人たちの傍かたわらにいた。今回は英雄たちの介かい添ぞえ人にんでもあるし、導みちびく者でもある」

ベネット：おお、なにかいいことを言われている。

ＧＭ：「―――ということにしよう」（一同爆笑）

ベネット：持ち上げたいのか落としたいのか――――――っ!!（一同大爆笑）

ＧＭ：「あ、いや、落としてほしいって言うから、その……ごめん」そして彼は一拍ぱくの間をおいて……「これからも迷うな。キミは最後まで彼らと共にあり、支え、歩くんだ」

ベネット：……エイジ、もとよりそのつもりでやんすよ。あの時、あっしはあんたと共に最後までは歩めなかった。こんどはその無念、晴らせる気がするでやんす。

ＧＭ：「……そうか。助言しにくるまでもなかったな。キミは、昔むかしのままのキミだったよ」

ベネット：あっしは、あっしのままいつまでも走り続ける……それがあっしの生き様よ！

ＧＭ：「うん、それでいい。今日は会えてよかった。行って、ベネット。キミの仲間の元に」エイジはすっと立ち上がり、握あく手しゆを求めた。

ベネット：エイジだっていつまでもあっしの仲間でやんすよ―――と、握手する。

ＧＭ：「ありがとう。もしね、キミがこの先に迷ったり自信を失うようなことがあれば、この言葉をもう一度、思い出してほしい―――




「……キミは英雄だ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ピアニィ：な、なんか感動的な場面だった……（笑）。

ベネット：ともかくあっしは、なんか確かく信しんを得たって顔で走って帰るという感じで！

ＧＭ：ＯＫ。では最後にちょっとだけ演出を加えてシーンを閉とじようか。えー……キミが笑顔で店を飛び出し、駆かけていくそのうしろ姿をさっきの部屋の窓まどより見ている者たちがいた。

ベネット：お？

ＧＭ：「……どう、エイジ。ベネット、少しは成長したように見えて？」フェルシアが目深に帽ぼう子しをかぶったままに、そう訊たずねる。

ベネット：店にいたのか貴様――――――っ!?

ＧＭ：エイジは微笑んでうなずく。そして、彼の背はい後ごに立つ大おお柄がらの男が首を振りながら言う。「いやはや、あのベネットも立りつ派ぱになったもんだぜ。よけいなことを抜ぬかすようなら、飛び出してぶんなぐってでもわからせてやろうと思ったのによ」

ベネット：っ!?

ＧＭ：「ま、あたしたちが出るまでもなかったってことよね、ちょっと残念」　男の言葉を受け……かつての戦いの時よりずいぶんと大人びた……黒髪の女じよ性せいが文もん句くを言う。エイジはどこか困った笑顔を見せながら、最後にこう言った。




「ベネットは、昔からああだったよ。本当はわかってるだろう？　シグも……アムも」
















◆Middle 07◆第一の騎き士しとして




　アルは、夕ゆう暮ぐれのアヴァロンの街をひとりで彷徨さまよっていた。

　フェリタニア第一の騎士と呼よばれたその勇ゆう姿しも、今は覇は気きすら感じられない。

　心ここにあらず、そんな様相だった。




ＧＭ：じゃあ……次はアルのシーンにしようと思うけど、なにか希望はある？　ハンドアウトではレイルズってキャラを出す想定だけど……これも変えちゃっていい（笑）。

アル：そうだなあ……（少し考えて）ここは仲間と会うシーンにしたい。よければ、ナヴァールに登場してもらいたい。

ナヴァール：おお、了りよう解かい。

ＧＭ：ではその方向で！　場面的にはさっきのシーンの続きでいいのかな。

アル：ＯＫっす。俺おれは剣けん士しらしくもなく隙すきだらけで、ぼーっとしながらアヴァロンの街を歩いている。

ベネット：ピアニィに逃にげられたのがショックだったと（笑）。

ナヴァール：（笑）。では、私わたしは前の方にアルをみつけて、どんとぶつかってみよう。

アル：ああ、すまん……―――って旦だん那なか。

ナヴァール：どうした、アル。大陸一の剣士がずいぶんと迂う闊かつだな。

アル：はは、この街の平へい穏おんさに当てられでもしたかな。

ナヴァール：では、その言葉があからさまに真実ではないと気づき……にやっと笑って言おうか。―――それが本心ではあるまい。

アル：さすが、なんでもお見通しだな。

ナヴァール：なにせプレイヤー視し点てんでなにが起こったか知っているからな！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：メタなセリフをありがとう（笑）。

アル：では、なんとなく無言で歩いたあと……なあ旦那、俺はどうすればいいと思う？

ナヴァール：（面白そうに）……これはこれは。アルが悩なやみごととは。ならば、その辺の酒場にでも場所を移うつそうか。

アル：じゃあ、久ひさしぶりに少し話を聞いてもらうかな。

ＧＭ：では、ふたりは近くにあった酒場に向かった。

ベネット：あのマスターがいる酒場ですな。

アル：な、なんか入りたくない……っ（笑）。

ナヴァール：まあ、そう言うな。

ＧＭ：（笑）。では、ふたりは連れだって通りで見つけたその小さなバーへと入った。他に客はなく、カウンターの向こうでマスターと思おぼしき男がグラスを拭ふいている。落ち着いた雰ふん囲い気きの店内―――奥おくに二階へ続くＶＩＰルームがあるようだが、気にしなくていい（笑）。

ナヴァール：うむ、気にしない（笑）。では、席について酒を頼たのもう。

ＧＭ：ほどなくして「……どうぞ」と、ふたつのグラスがカウンターに置かれ―――。




　店の中は、静せい謐ひつに満ちていた。

　アルは出された酒を一気に呷あおると、ふうっとため息をつく。

　しばし、ふたりは無言だったが、ナヴァールが頃ころ合あいを見て話をするよう促うながした。

　アルは沈ちん黙もくしたまま、グラスをカウンターに置く。

　氷が、グラスに当たって涼すずやかな音色を奏かなでた。




ナヴァール：さて、そろそろなにがあったが話してもらえるかな。

アル：旦那、憶おぼえているか？　俺が一度、とっさにピアニィを斬きろうとしたこと。

ナヴァール：ああ。それが？

アル：今でも、斬っておくべきだったと思うことがある。

ナヴァール：〝邪じや神しんの御み子こ〟を斬るために？

アル：黙だまってうなずく。

ナヴァール：アル。キミは〝邪神の御子〟を斬ることにこだわる？　この話、リプレイでくわしく聞いたこと、なかったよな？

ＧＭ：ないはずですな。

アル：なら明めい確かくに話しておこう。……俺には師し匠しようがいた。〝堕おちた剣けん聖せい〟と呼ばれていた。

ナヴァール：……テオドールのことだな？

アル：そうだ。テオドールはウルフリックやエル・ウォーデンと同じくセインだった。〝邪神の御子〟がアルディオンにやってきた時、その戦いで剣を取った人物だ。

ナヴァール：うむ。

アル：テオは、魔ま族ぞくに家族を殺された。その復ふく讐しゆうのために自分がセインであることを隠かくし、七〇〇年近く、このアルディオン大陸を彷徨い続けていた。そのためにバルムンクに協力をしていたこともある。

ナヴァール：すべてを捨すてて〝邪神の御子〟を斬るために、か。

アル：そうだ。仲間の仇かたきを討うつため……邪神の御子を斬るためだったらなんでもやったと、俺はテオ自身から聞かされたよ。そして、テオが死んだあと、この剣を受うけ継ついだ……と、背せ中なかの剣を示しめす。

ナヴァール：それが、キミが〝邪神の御子〟を斬ることにこだわる理由か。

アル：そうだ。俺は、剣と一緒にテオの過か去こをも継いだんだ。だが、俺はテオのやり方を正しいとは思っていなかった。目的を遂げても、他のすべてを犠ぎ牲せいにしたんじゃ意味がない。……だから俺はピアニィを斬れなかった。彼かの女じよを斬れば目的は達成すると思いながらも、だ。でも斬らなかったことは、果たして正しかったんだろうか？

ナヴァール：アル、キミは自らの戦いになにを望む？　なにか得るものがあるのか、あるいは守りたいものがあるのか。それを考えれば、おのずと答えは出よう？

アル：……俺は、テオの汚お名めいを晴らしたい。姫ひめさんを斬ればかなうことだ。……だが、できなかった―――やはりその事実が俺の一番の答えなんだろうな。

ナヴァール：師が君に教えた剣は、君の目的を果たすために振ふるわれるべきだ。目的やそのやり方……師のすべてを背せ負おう必要はない。おそらくテオドールもそう思っているだろうさ。

アル：その言葉にはゆっくりうなずいて―――旦那、もうひとつ話を変えていいか？

ナヴァール：構かまわんよ。

アル：ピアニィは、アルディオンに戻もどるべきだと思うか？

ナヴァール：陛へい下かは、〝解とき放はなつもの〟の運命をお持ちなのだ。陛下が大陸に戻もどらないと決められたのならば、このナヴァールは使命を果たさねばならない。

アル：それはどんな手しゆ段だんをもってしてもあいつを地上に引ひき戻すってことか。

ナヴァール：それは君の想像に任せよう。

アル：たしかにピアニィは運命に導みちびかれた〝解き放つもの〟でもあるかもしれない。世界を統とう一いつした統とう一いつ帝ていではあるかもしれない。平和を望む女王でもあるだろう。でもな―――でも、それ以前にひとりの女の子だ。

ナヴァール：アル、それを言ってしまっては……。

アル：だがそうだろう？　事が起こらなかったら、あいつは今でも王宮でなに不自由なく暮くらせたはずだ。そりゃ庶しよ民みんのような自由はないかもしれないが、王族として平穏で恵めぐまれた幸せが待っていた。

ナヴァール：私わたしも、陛下がひとりの女じよ性せいとして幸せを摑つかむことを望んでいるよ。だが……。

アル：時代が許ゆるさない、と？

ナヴァール：それには、黙って顔を背そむけて……氷の溶とけかかったグラスを口にする。

アル：すまん。あんたを責せめているわけじゃない。

ナヴァール：いや、かまわんさ。

アル：……というわけで、明確な答えも出てないけど、前ふりにはなったのそろそろシーンを切ってもいいんですが（笑）。

ＧＭ：気まずい沈ちん黙もくのままシーンを終しゆう了りようしたいと（笑）。ＯＫ、では―――。




　ふたりの言葉は、それで途と切ぎれた。

　言葉を紡つむぐにも、もはや交わす言葉が見つからなかった。

　いつしか時も経たち、やがてアヴァロンの夜は更ふけていった。







◆Middle 08◆決意の果てに




　帝紀八一五年五月から六月にかけての、アルディオン大陸の激げき動どうの歴史を綴つづろう。

　再さい興こうなったベルリール王国には、鉄てつ巨きよ神しんが出しゆつ現げんしたという。

　また、小さな町ビルベリがグラスウェルズ王国の軍ぐん勢ぜいに包囲されるという事じ件けんが起きた。




ＧＭ：さて、ここで再びマスターシーンを差し込もう。キミたちがアヴァロンでの時を過すごしているその一方―――アルディオンの情勢もまた。刻一刻と状況が変化していた。帝紀八一五年五月から六月にかけての情じよう勢せいを説明しよう。

ピアニィ：あ、五月というと……。

ＧＭ：そうだ。再興したばかりのベルリールに、〝鉄巨神〟なるものが現あらわれ、王国を窮地に追い込む……そんな事件が勃発している。

ナヴァール：くわしくは、シナリオ集『ベルリールの鉄巨神』を見てね（笑）。

ピアニィ：あたし、テストプレイに参加しましたよ！（笑）

アル：その事件をわざわざここで取りあげるということは、なにか『無印』にも影響を与えてるってことか？
















ＧＭ：それが直接関わるようなことはない。事件そのものは、名もなき冒険者たちの活躍によって解決され、事なきを得ている。ただ……現われた鉄巨神というその存在について、興味深いことがある。

ベネット：興味深い？

ＧＭ：そうだ。鉄巨神と呼ばれたその兵器は竜輝石をエネルギーとして稼働する、古代の兵器であったらしい、ということだ。それは現在の技術で創られたものではない。バルムンクが古代の遺物より発掘し、利用したのだ。

アル：つまりそれが……？

ＧＭ：うひひ。今はそれだけ憶えていればいい。それがどう繫がるかはあとですぐにわかる。

アル：伏線だ伏線（笑）。

ＧＭ：そして、ベルリールの事件より約一ヶ月後……帝紀八一五年六月。メルトランド内にあるビルベリという小さな街を巡り、大国同士が一触即発の状態となる。

ピアニィ：あ。『ゲッタウェイ』第三巻の話だ。

アル：大国？　どことどこ？

ピアニィ：フェリタニアとグラスウェルズです。




　本セッション時、まだ『ゲッタウェイ』第三巻は未発売だったが、プレイヤーとしてセッションに参加している大竹さんはその内容を知っていたのである。




ＧＭ：ビルベリにある〝とあるもの〟を巡り、互いにそれを相手方に渡せないフェリタニアとグラスウェルが軍隊を派遣……ビルベリを挟んでにらみ合うこととなるのだ。

ナヴァール：悪の軍ぐん師しアンソン・マンソンがリシャールを差し向けた（笑）。
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ＧＭ：（アンソンになって）「……リシャール先輩を呼べ。幻竜騎士団を派兵する」

ナヴァール：（武官になって）「正気ですか、アンソン伯！　それでは戦争になります！」

ＧＭ：（アンソンになって）「グラスウェルズの竜輝石を、アンリに渡すわけにはいかんのだ……っ」　ＮＰＣ化以降、すっかり有能＆悪人になったアンソンであった（一同爆笑）。

アル：ほろり……（笑）。

ＧＭ：当然、このビリベリ包囲戦に際し、エンジェルファイヤーにも出撃命令が下る。当然、アキナはこの命令に対し、複雑な想いを抱く。「わかりました、マルセルさん。でも……本当に進軍しちゃうの？　それでいいの……っ!?」　命令を下したマルセルに食ってかかる。

ピアニィ：アキナちゃん……。

ＧＭ：本マスタシーンは、出撃命令を受けた瞬間の、アキナの心の声をもって締めよう。




「……また、戦争だよ―――アル兄様」







◆Middle 09◆懐なつかしき声




　思いもかけない言葉だった。

　心が大きく乱みだれて思考がまとまらない。

　誰だれかに相談しようにも、こんなこととても話せはしない。




　―――そう思っていた。




ＧＭ：さて、新しいシーンに入ろうか。次のシーンプレイヤーはピアニィといこう。

ピアニィ：はーい！　さあ、どうしようかな……（笑）。

ＧＭ：うっひっひ（笑）。えー、舞ぶ台たいは中央の神しん殿でん……フェルシアから与あたえられたキミの部屋にしようか。アルから逃にげ出だしたあと、そこに戻ってきたところだ。

ピアニィ：もう大だい混こん乱らんです。アルにも気まずくて会えないし。これからどうしよう……。

アル：避さけられたっ！（笑）　まあ、しかたないかっ！




　なんで力強く笑顔なんだ。




ＧＭ：では……息を弾はずませて部屋へと戻り、ベッドに倒たおれ込こんだピアニィ。すでに陽は落ち、窓まどからのぞく街の風景は濃こい群ぐん青じよう色いろに染そまりつつある。薄うすい闇やみの中、時計が刻きざむ針はりの音だけが妙みように耳につく。無む意い識しきにそれを聞きながら、しかし心に繰くり返かえし蘇よみがえるのはアルの言葉……頰ほおが紅あかく染まっているのが見なくてもわかって―――。

ピアニィ：って、なんでそんなに細かく演えん出しゆつするんですかっ!?（一同爆笑）

ベネット：いかん、菊池さんが楽しそうだ。

ＧＭ：（華か麗れいにスルーして）　アルからの告白を受け、心が揺ゆれていた。その言葉は嬉うれしい。だが、今は大きな使命を背負っている身だ。そんな時に、自分の思いに流されてもよいものだろうか―――。

ピアニィ：ちょっとちょっとちょっと……！（笑）　いや、だいたいそんな感じですけど！

ナヴァール：（←大爆笑している）

ピアニィ：ああああ～それはそれとしてどうしよう～……！　フェルシアさんへの答えを考えるだけでいっぱいいっぱいなのに！（笑）

ＧＭ：では、そんな時……〝コンコン〟と乾かわいたノック音が室内に響ひびく。「……ピアニィ様。先ほどからお客様がお待ちですよ。応おう接せつ間まの方にお通ししてあります」

ピアニィ：お客？　だ、誰!?　今はそれどころじゃ……。

ベネット：いやいやっ、ＮＰＣと会って話をするってハンドアウトにあったし！（笑）




ピアニィ：ああ、そうでした！　ハテナさん！　じゃあ、応接間に向かいます！

ＧＭ：ほい（笑）。では、キミは部屋を出て駆かけ足あし気味に部屋を出て……応接間へとたどり着く。キミはゆっくりとその扉とびらを開き―――。

ピアニィ：ハテナさん……。

ＧＭ：ピアニィが部屋に入ると、そこで笑顔を落ち着いた笑顔で待っていたのは……車くるま椅い子すに腰こし掛かけたご老人だ。彼かれにキミを懐かしげに見入って、こう言った。

ピアニィ：懐かしげ？

ＧＭ：「おお、姫ひめ様さま……お久ひさしぶりにございます」

ピアニィ：姫様…………って……もしかしてコネリ―――っ!?

ＧＭ：「ははは、しばらく見ぬうちにこの爺の顔、お忘れになられたか？」




タスラム・コネリー

　かつて、ピアニィの教育係兼けん執しつ事じを務つとめていた老人。

『無印』第一巻にて、ピアニィがレイウォール王宮を脱だつ出しゆつする際さい、盾たてとなってその道を切り開いた。どうやら、ニンジャの修しゆ行ぎようを受けており実力はかなりのものであるらしい。

　また、《ファイアボール》という謎なぞの技わざを取得している―――らしい。
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一同：コネリ――――――っ!?

ピアニィ：コネリー？　ほんとにあのコネリーなの!?

アル：あ、あの《ファイアボール》のコネリーが……っ!?（笑）

ベネット：（大爆笑しながら）今さら出てくるとは思わなかった―――っ！（笑）

ＧＭ：前に出てきたの、第二話だもんなあ……。

ピアニィ：もう感動です！　こんなところで会えるなんて！

ＧＭ：「爺もお会いできて嬉しゅうございますぞ」　彼は車椅子に座ったまま、優しげに言葉を返す。

ピアニィ：あ。車椅子って……どうしたのですか？

ＧＭ：「……いや。フェリタニア建国後、姫様の影かげとなり支ささえていく所しよ存ぞんでありましたが、ある妖よう魔まとの戦いでこの有様でしてな。その後、このアヴァロンに迷い込み……」

ベネット：そうだったでやんすか。

ＧＭ：「うむ。そうでないと、これまで出てこなかった理由がつけられませんでのう」

一同：こらっ!?（笑）

アル：メタなことを言うなよ、メタなことをっ！（笑）

ピアニィ：コ、コネリー……（笑）。

ＧＭ：「冗じよう談だんでございます」　久しぶりすぎてどんな奴やつだったかうろ覚え。

アル：調べておきましょうよっ!!（笑）

ピアニィ：コネリー、あなたがいない間に大変なことになっていて……。

ＧＭ：「存ぞんじております。姫様、爺でよければご相談に乗りましょう」

ピアニィ：なら……教えてコネリー！　ヒュー兄様について知ってることを！

ＧＭ：その言葉を聞くと……ぴくり。コネリーの顔から笑みが消えた。「……ヒューバード殿でん下か。その名が出るということは始められたのですな、とうとう」

ピアニィ：え？　兄様がやろうとしていること……知っているの？

ＧＭ：「爺は、永ながくレイウォールにお仕つかえしていましたゆえ……」

ピアニィ：でも、ヒュー兄様がなにをしようとしているか知ってるってことは……コネリーは兄の手下だったってこと？

ＧＭ：「そうではございませぬ。話せば長くなるのですが……そう。まずこれをお話しせねばなりませんな―――」

ピアニィ：なに？　あたしに隠してた話でも？（笑）

ＧＭ：「……はい。これより話すは爺の唾だ棄きすべき過去。爺はかつて、バルムンクとして活動しておりました」

ピアニィ：えぇ――――――っ!?　コネリーが!?

アル：やっぱりバルムンクがらみだったか。一巻の時から絶ぜつ対たいそうだと思ってた（笑）。

ピアニィ：そうなのっ!?

ナヴァール：元バルムンクだったから〝タスラム〟―――バルムンクのメンバーは武ぶ器きの名前を冠かんするからな。

アル：たしかタスラムって長なが腕うでのルーという神が使う魔ま弾だんの名ですよね。

ＧＭ：そうそう。

ピアニィ：はー……（笑）。

ＧＭ：「……そして、レイウォール王家とバルムンクは、陛下のおじい様の代……ブルク王の時より深い関係にあったのです」

ナヴァール：まあ、その辺のことは『レボリューションガイド』にも書いてある（笑）。

ＧＭ：「レイウォール王家が統一帝になる過か程ていで、バルムンクの助力を受けたのです。ブルク王はそれを察知し、黒くろ幕まくであるベリアルを排はい除じよするために様々な努力をされていました」
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ピアニィ：……。

ＧＭ：「ブルク王はベリアルを倒たおし、エストネルとも取引きをし、統一帝となられました。ですが、その後もレイウォールとバルムンクの関係は続き……やがて、王家は逆ぎやくにバルムンクを利用することを考えました。そして、アルディオン大陸から神も魔も排除し、自分たちが支し配はいする新しい新世界を打ち立てようと考えたのです」

ピアニィ：ヒュー兄様の言ってた計画ですね。

ＧＭ：「ブルク王の遺い志しを継いだオーギュスト王……すなわち姫様の父君は、自分の子供たちにその悲願を達成するための機き能のうを与あたえたのです」

ピアニィ：そこまでは知っています。でも、お父様は考えを改めたのでしたね。

ＧＭ：「そのとおりでございます。そしてわたくしも、可か愛わいい孫が生まれその顔を見た時に、バルムンクをやめる決意をするのです」

ピアニィ：おお、ユファちゃんの顔を見て（笑）。




ユファ・プリムナード・コネリー

　シェルドニアン学園を舞台にした『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』に登場したＰＣのひとり。コネリーの孫まご娘むすめである。
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ＧＭ：「はい。爺はティナ様とオーギュスト陛下にお仕えし、レイウォール王家のために働いてまいりました。―――が、オーギュスト陛下が王家の悲願を捨すてたことを、ヒューバード殿下は納なつ得とくなされなかったのです」
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ピアニィ：あくまで神と魔を倒たおし、新世界を創ると……。

ＧＭ：「はい。しかしヒューバード殿下は、それ以上のものをお求めになったのです」

ピアニィ：どういうこと……？

ＧＭ：「仮かりに〝神しん竜りゆう王おう〟と〝邪神の御子〟……そしてその眷けん属ぞくすべてを倒したとしても、アルディオン大陸に次なる神の勢せい力りよく、次なる魔の勢力が現われることは必ひつ至し。ここにアルディオン大陸がある以上、神と魔を完全に排除することは不ふ可か能のうなのです」

アル：それはこのアヴァロンで見たな。世界の外から次々と邪神がやってくるんじゃな。

ＧＭ：「レイウォール王家が真にアルディオン大陸を支配するためには、この世界を独どく立りつさせるしかない……そう考えてたのです」

ピアニィ：アルディオンを……独立？

ＧＭ：　「はい。つまり、アルディオン大陸をこの次元、すなわちエリンより切きり離はなし……独立した新しい世界を創ろうということです」

ピアニィ：……は？

ベネット：大陸を次元から切り離す!?　独立した新しい世界!?

アル：ち、ちょっと待て、そんなことができるのか？

ピアニィ：……ってことを聞きます。アルやナヴァールも連れてくるんだった（笑）。
















ＧＭ：「結けつ論ろんから言えば可能でしょうな。アルディオン大陸には、古代より魔と神が大きな争いを幾いく度ども繰り返してきました。今もその残ざん滓し……古代の遺い失しつ物ぶつとして大陸各地に眠ねむっておるのです。それらは竜輝石により信じられない力を発はつ揮きすると聞きます」

ナヴァール：……『アクロス』シリーズに出てきた〝嘆きの一撃ドウラーレスストローク〟なんかもそのひとつだな。

ＧＭ：『デスマーチ』でも竜輝石をエネルギーにして稼か働どうする古代のゴーレムが登場してる。

ベネット：そんなところに伏ふく線せんが……（笑）。

ピアニィ：でも、大陸ひとつを動かすなんて……できるものですか？

ＧＭ：巨きよ大だいなエネルギーをもって大陸ひとつを別次元に持って行くこと……大きさこそちがえど、このアヴァロンも同じこと。そうは思いませぬか？」

ピアニィ：そうか、一いつ緒しよなんだ。

アル：……そう言われるとできそうだな。

ＧＭ：「計画が実じつ現げんすれば二度と神と魔の干かん渉しようを受けず、アルディオンという新しい世界の上でレイウォール……いえ、ヒューバード様がすべて支配できる。そういうことです」

アル：なるほど……。

ナヴァール：遠大な計画だ。

ＧＭ：「ですが、エリンより切り離された新しいアルディオンでは、ヒューバード様に認みとめられた人間、もしくは力がある人間だけが生き残り―――今いる民のほとんどは生命を失うこととなりましょう」

ピアニィ：ヒュー兄様はそんなことを……。

ＧＭ：「人間の住む世界では神が粛しゆく清せいを起こすと、それまでいた種族は根ね絶だやしとなり、その空いた地に新たな種族が創つくり出だされます。それが妖魔によって侵しん略りやくされると、神は再ふたたび粛清を起こして新たな種族を生む―――そんな神話が繰り返されているのはご存ぞんじでしょう」

ピアニィ：ええ……。

ＧＭ：「ヒューバード様は同じことをするつもりなのです。神の手ではなく、自らの手で」

ナヴァール：ヒューバード版ばん粛清、か―――。

ピアニィ：あたしたち兄妹はそのために用意された……。

ベネット：ありあまる殺意はそのためだった……。

ナヴァール：なるほど、説明がつく……。

ピアニィ：ちょっと―――っ!!（笑）

アル：じゃあ、コネリーは姫さんがこんな吸きゆう収しゆう能のう力りよくを得ることになるって知ってたのか？

ＧＭ：いや、知らなかったんだ。ピアニィが計画のために用意されたことまでは知っていても、それがどういう能力であるかを知ったのはこのアヴァロンに来てからだよ。

ピアニィ：お父様とヒュー兄様がなぜこんなことしたのかずっと疑ぎ問もんでしたが、その話を聞くと納なつ得とくができます。

ＧＭ：「爺からのお話は、以上でございます」

ピアニィ：ありがとう、コネリー。

ＧＭ：「して、姫様のお悩なやみというのは？」

ピアニィ：話が戻った!?（笑）

ベネット：面白くなってまいりました……っ！

ピアニィ：あのね、困こまったことが起きたんです。

ＧＭ：「困ったこと？　ヒューバード様の話以上に困ったことでありますか……？」

ピアニィ：あ、ある意味でね。

ＧＭ：「おお、ならばこの爺が力になります。ささ、お話しください」

ピアニィ：コネリー……愛ってわかる？

ＧＭ：「なに、愛……っ」

ピアニィ：あのですねー、あたし生まれて初めてですねー……。

ＧＭ：「生まれて初めて!?」

ピアニィ：い、一いち応おう好きだった人にね……。

ＧＭ：「好きだった人に!?」

ピアニィ：……告白されたのっ！

ＧＭ：「こ、告白ですと……っ!?」

ピアニィ：こ、告白っていっても、愛の告白じゃないよ!?

ＧＭ：「ほう。では、なんの告白です。罪つみでも告白されましたか」

ピアニィ：一緒にいようって。

ＧＭ：「思いっきり愛の告白です」

ピアニィ：やっぱりそう思う……？　コネリーって、そういうのわかるの？

ＧＭ：「ユファをお知りならわかりましょう？　あれぞ、愛の結けつ晶しよう。愛あって生まれた孫です。細さい胞ぼう分ぶん裂れつで増ふえたわけではないのです」

アル：（いきなり噴ふき出して）お前はなにを言ってんだっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：だって、愛がわかるかって相談されたから……。

ピアニィ：いや、その……ど、どう言えばいいんだろう……（笑）。

ＧＭ：聞かれたとおり真面目に答えてるだろ！　[image: 120]％の真面目さで！

ピアニィ：なんかギャグにしかなってないよ～っ!?

ＧＭ：だから子こ供どもがいるのは愛の証あかしだっていう話で……。

ピアニィ：そういう卑ひ猥わいな愛じゃなくてっ！（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：なにが卑猥だっ!?（一同爆笑）




　……なにを想そう像ぞうしたのだろう。




ＧＭ：「―――かくかくしかじか……つまり、話を整理しますと……姫様が一緒にいてほしいと告白された、と。で、姫様自身のお気持ちは？」

ピアニィ：それは、やっぱり……嬉しいかなって。

ＧＭ：「では、相思相愛というわけですか。まあ、姫様には立場というものがございましょうから多くの障しよう害がいがありましょうが……個こ人じん的てきには、姫様には好きな御ご仁じんと結ばれて幸せになっていただきたいと思っております」

ピアニィ：ありがとう、コネリー。でも……。

ＧＭ：「でも？」

ピアニィ：でも、アルディオンを危き機きから救うまで、あたしが幸せとか考えちゃ……。

ＧＭ：タスラムはふいに優やさしい笑顔で言葉を紡ぐ。「それはちがいますぞ、姫―――」

ピアニィ：ちがう？

ＧＭ：「幸せを追い求めることを否ひ定ていする……誰にそんな権けん利りがありましょう？　それに、話は簡かん単たんではございませんか」

ピアニィ：……簡単っ!?

ＧＭ：「ええ。きっと姫と同じく、その御仁もきっと大陸に大事な家族や友人を残しているのでしょう？」

ピアニィ：いると思います！

アル：いろいろいます（笑）。

ＧＭ：「ならばその御仁と姫様の想い……〝守りたい〟という気持ちは共通しておられる」

ピアニィ：うん。

ＧＭ：「大陸には大事な人を残している……しかし姫のためには捨ててもよい。なるほど、たしかに姫を想う気持ちと覚かく悟ごは本物でしょう。ですが、姫は人々を守りたい、救いたいと考えておられる。おや、ふたりは別の道を考えているではありませんか」

ピアニィ：あれ。

ＧＭ：「アル様は姫を大事と思うがゆえ、その気持ち以外のすべてを犠牲にすると決めた。そうすることで姫を困こん難なんな道より遠ざけようとしている。が、相手を真に大事と想うなら……いや、ならばこそ！　困難には共に立ち向かうべき―――そうではありませんか？」

ナヴァール：おお、なかなかいいことを言う。

ＧＭ：「この先、共に生きてゆきたいのなら、同じ道を歩みなされ……！　姫は素す直なおにやりたいことをお伝えなさい。彼の想いと覚悟が本物であるなら、必ずや応こたえてくれましょう」

ピアニィ：そっか……ありがとう、コネリー！　なにかいろいろ吹ふっ切きれた気がします！

ＧＭ：「ははは、ささやかながらお役に立てましたかな」

ピアニィ：はい……！

ＧＭ：では、ピアニィが迷いを吹っ切るような笑顔を浮うかべたところでシーンを終えよう！







◆Middle 10◆現あらわれた魔ま獣じゆう




　帝紀八一五年六月。

　合衆国体たい制せいが事実上崩ほう壊かいし、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代を迎むかえたアルディオン。

　人同士が傷つけ、殺し合うことが当たり前の世界……そんな時代の到来に人々は嘆き、その心は暗く曇った。

　だが―――。




　それ以上の脅威が今、このアルディオンの間近に迫せまっていた。




ＧＭ：では、続きを始めよう！　ピアニィの言葉と共に、キミたちはアルディオンへの帰還を決意した。その前に、再びマスターシーンを挿そう入にゆうしよう。

アル：お、またアルディオンの様子がわかるシーンか？

ＧＭ：そのとおり。……舞ぶ台たいは、フェリタニア首都・ノルウィッチの城近くだ。ピアニィを欠いてさまざまな混乱に見み舞まわれる中―――ここはかろうじて平穏を保っていた。

一同：…………。

ピアニィ：なにこの嫌な予感。

ＧＭ：（ピアニィの言葉を華麗にスルーして）ノルウィッチを上に広がる空は今日も青く、どこまでも広がっている。

アル：なんだその演出は。

ベネット：そ、空だけは変わらないでやんすな。うん。

ＧＭ：しかし、その日。たまたま空を見上げていた子供がその異変に気づいた。「あれ、なあに……？」　その子が怪訝な顔で指をさした先の空……〝ピシイィ……！〟　どこか乾いた音と共に、ふいに亀き裂れつが走った。

ナヴァール：空間に亀裂が！

ＧＭ：空に走った赤い亀裂は、空の一点を中心として急速に、そして蜘蛛の巣状に広がっていく。そして、ややあって―――。

一同：……。

ＧＭ：〝パアアン……！〟　薄いガラスが砕けるような音が街中に響き渡り、亀裂の中央の空間が砕けた。その砕けた空の奥よりぬう……っと、這い出たのは、生物の頭部とおぼしき〝なにか〟だ。

ナヴァール：空を割って……？　ふうむ、超ちよう獣じゆうでも出現したか。




　今時の若わか者ものには通じないと思います。




ＧＭ：ややあって、その生物は空間をこじ開けて、こちら側の空間に現出！　そのまま自由落下にまかせてノルウィッチの街中へと落下したそれが、静かだった街並みに轟音を響かせた。街の人々も口々に「あ、あれはなんだ!?」と声をあげている。

アル：なにが出てきたんだ。

ＧＭ：街に降り立ったそれは、あえて説明するなら〝犬〟だろうか。もっとも、犬と呼ぶにはあまりに巨大で―――。

アル：犬……って……あ！　それ、フェルシアの水晶球で見せてもらった奴か！　世界の外側からきたって魔獣！

ナヴァール：さっきのシーンでは五匹いたはずだが……一匹だけ撃ち漏らした奴が物質界に逃げ込んできたか？

ＧＭ：おお、そのとおり。この魔獣……ファリニシュは、周囲を見回してのち、ふいにゆっくりと浮かびあがり……街の上空で〝ぶるん〟と身体を震ふるわせる。すると、数本の体毛がふわりと撒まき散ちらされ、不快な異音を共に仔犬の姿すがたへと変貌していく。
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ピアニィ：仔犬……？
















ＧＭ：仔犬といっても体長五メートルくらいはある。
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一同：でかっ!?

ＧＭ：仔の数は九匹ひきだ。親犬が咆ほう哮こうをあげると、瞬時にその九匹ぴきは光の尾おを引きながら世界各地に散っていく。そのうちの一匹は、真下のノルウィッチに降こう下かした。

ピアニィ：一匹、街に降りましたよ！

ナヴァール：親犬は今のところ上空で見ているだけっぽいな。

アル：こ、今度は仔犬か……いやいやっ！　全長五メートルの仔犬はいない！（笑）

ＧＭ：（笑）。そして親に変わって街……正確にはノルウィッチ城の間近に仔犬は降り立った。

ナヴァール：では、俺はここでギィになって……「な、なんだあの化け物は！」

ベネット：で、マルセルが答えると。「……わからん。が、恐れるほどのものではない！」

一同：ダメだ――――――っ!!（大爆笑）

ＧＭ：仔犬が、まるで笑うように口の端を歪ませ、釣り上げて……ゆっくりとノルウィッチ城に向かって歩みだした。城の窓よりこの光景を見たアキナが、ぎりっと剣の柄を握り込んみ、声を上げたところでこのマスタシーンを終了しよう。




「マルセルさん、出ましょう！　あれは絶対に倒さなきゃ……！」







◆Middle 11◆アルディオン帰き還かんのために




　まるで、霧きりが晴れたような感覚だった。

　進むべき道は最初から決まっていたのだ。

　さっきまでは、それが少し見えなくなっていただけ―――。




　そう、ただそれだけのことだったのだ。




ＧＭ：……さて、全員が個こ々こにＮＰＣと言葉も交わしたし、演出もした。ここらで一気に話しをまとめに入ろう！　みんなで集まるシーンにしよっか？

アル：お、おう。ちょっと死ぬほど気まずいけどな！（笑）

ＧＭ：（笑）。では、シーンプレイヤーはアルにでもしておくか（笑）。全員登場で、シーンの舞台は……神殿内にある会議室としよう。

ピアニィ：あ、せっかくだからコネリーにもついて来てほしいです。いろいろ説明してもらわないと（笑）。車椅子を押おして一緒にやってきてもいいですか？

ＧＭ：ＯＫ。では、アルたち三人が待つ会議室に、車椅子を押したピアニィが入室する。

ナヴァール：……ほう、これは意外な人物と会えたものだ。バルムンク幹かん部ぶのタスラム殿どのではないか―――（一同爆笑）。

ピアニィ：ナヴァールがなんか知っている！（笑）

ＧＭ：コネリーはナヴァールを一いち瞥べつし、動どう揺ようすることなく言葉を返す。「……古い話じゃよ、ナヴァール殿。車椅子のままで失礼する」

アル：こっちもなんか知ってる！（笑）

ベネット：ど、どーゆーことなんだー（←棒ぼう読よみ）。

ピアニィ：では、みなさんに事じ情じようを説明します―――コネリー、お願い。

ＧＭ：「……は、姫様」　そしてタスラムは話し始める。レイウォールの宿願……それにまつわる野望、そしてヒューバードの暴ぼう走そう。すべてを話し終えた時、会議室は沈黙に包まれた。

ナヴァール：では、私が最初に口を開こう。……なるほど、それほどのものとはな。このナヴァールの目を持ってしても見み抜ぬけなんだわ。

ベネット：粛清に絡からむ事件は経けい験けんあるでやんすがね。それを人の手で引き起こし、自分は神にも等しい存在になる……と。なんとも俗ぞくな話でやんすな。

ナヴァール：なるほど、ヒューバード王子の目的はわかりました、陛下。そこで私わたしとしてもひとつだけ陛へい下かに問いたいことがあります。

ピアニィ：―――はい。

ナヴァール：陛下の実兄であるヒューバードの計画した知った今、陛下ご自身はどうしたいのか、ということです。

ピアニィ：単刀直入に来た!?

ベネット：さあ、どう答えるでやんすかね？

ピアニィ：（しばらく考えて）あの、あたしは……。




　一度は言いい淀よどんでひとたび呼こ吸きゆうを吞のみ込こみ、ふいに顔をあげる。

　自らに集まる仲間たちの視し線せんを見れば、みんなが自分の言葉を待っているとわかる。

　ピアニィは、自分に言い聞かせるように語り始めた。




ピアニィ：あたしは、ずっとお城しろで暮くらしていた時から外の世界に憧あこがれていました。

ＧＭ：最初は、レイウォールのお城しろでなにも知らず暮らしていたからね。

ピアニィ：はい、だから思うんです―――。




「あたしが子供の頃ころに夢ゆめ見みた世界は、絵本に載のっているような世界でした。

　だけど、実じつ際さいに外に出てみたら、そんな世界はなくて戦せん乱らんがこの大陸を覆おおっていました。

　それからいろいろあって……統一帝になって。

　そして今のようなことになって……現げん実じつは、絵本のような世界とはちがうってわかったの。

　……でも、そんな今でも、絵本のような幸せな世界を夢見ています。

　なにも知らないあたしの力だって、みんなと力を合わせれば戦争を終わらせたり、国の人たちや困こまっている人たちに……ほんの少しかもしれないけど微笑ほほえんでもらえました。

　だから、もっとがんばればあたしが夢ゆめ見ていた世界にできると思うんです。

　あたしは―――」




ピアニィ：……あたしは、それを現実のものとしたい。ちらっとアルを見つつ……。

アル：俺は微び妙みように神しん妙みような顔をしている（笑）。

ナヴァール：……なるほど、それが陛下のやりたいことですか。だが、それは陛下おひとりの想いであって、大陸の人々すべての想いというわけではない。彼かれらにも都合があり、暮らしがある。だからこそ、今よりよくしようと思う結果、争いをせざるを得ないこともある。

ピアニィ：はい。

ナヴァール：まして、あなたは統一帝にまで登のぼり詰つめた身だ。城で絵本の世界を夢見ていたお姫ひめ様さまではなくなったのだ。現実というものを見ていると自分でおっしゃった。その上で、かなうかもわからない夢物もの語がたりを追われるということか。

ピアニィ：はい。すべては、あたしのわがままです。

一同：……っ!?

ベネット：へ、陛下。それは自分のわがままに、みんなを巻まき込こむってことでやんすよ？

ピアニィ：ええ。それでも、あたしが夢に見た世界をあきらめることはしません。

アル：……ピアニィ、言ったはずだな。世界のすべてに平和にもたらすこと……これは実現できることじゃないって。憶えているよな？

ピアニィ：憶えてます。

アル：そうか。つまり俺の言ったことを否定するんだな？　お前が望むような世界……絵本の中のような世界を、自分なら作れると思ってるんだな？

ピアニィ：……思ってませんっ！

一同：なにぃっ!?（笑）

ＧＭ：思ってないのおっ!?（笑）

ピアニィ：はい。きっとあたしはそれをできない。でも、理想の世界を作ること……その希望を未来に繫つなぐことはできます。あたしは、その礎いしずえになれればいい。それが……今のあたしに持てる夢。

ナヴァール：……ずいぶんとささやかになったものですな。

ピアニィ：はい。でも、ヒュー兄様はあたしのそんなささやかな夢すら壊こわそうとしています。このままじゃ、希望を繫ぐべき未来がなくなっちゃう。ですから、あたしはアルディオンに帰ってヒュー兄様を止めます。止めなきゃいけない。

アル：……。

ピアニィ：強きよう制せいはしません。だからこれは、あたしのお願い。みんな……力を貸かして！

ベネット：……強制はしない、でやんすか。へっ、危あぶなっかしいことを言うお姫ひめ様でやんすなあ。これをほったらかしにするなんて、クラン＝ベルの英えい雄ゆうとにはできないでやんすよ。そう言いながらがたっと立ち上がるでやんす（笑）。

ピアニィ：ベネットちゃん！

ナヴァール：……陛下、あなたのおっしゃることは、やはりなんの苦労も知らず城の中で過すごしてきたお姫様の夢物語です。あなたは自分にはできないと言いつつも、絵本の世界はいずれは実現すると、根本の部分でお考えのようだ。

ピアニィ：……そうですよね。ですから、無理に言いま……。

ナヴァール：勘かんちがいなさいますな。無理であろうと、陛下はただ私にお命じくださればいい。たとえ絵本の中のような世界であろうと、陛下が望むのであれば、それを叶かなえるのが軍ぐん師しの務つとめ―――最後までお供いたしましょう。そう言って、私もがたっと立ち上がる。

ピアニィ：ナヴァール！（笑）

アル：…………やれやれ、まったく。俺はテーブルに足を乗せて座っている。

ピアニィ：アル。あの、そういうことですから、あなたの申し出を今、受けるわけには……。

アル：（セリフを遮さえぎって）あんたはいつまで経たっても、頭の中はお花畑のまんまだ。

ピアニィ：そ、そうかもしれません。

アル：だが、あの戦乱に放ほうり込まれて、まだお花畑のままなのは……正直、感心する。旦那の言うとおりだ。お前は理想が実現するって……ほんとは思っていやがる。

ピアニィ：……ごめんなさい。どう言われようと、あたしは信じたいんです。だから……アル、あたしと一緒に来てほしい。

アル：……わかったよ。俺おれも、お前の夢に乗る。―――そう言って、立ち上がる。

ピアニィ：よかった―――っ、ダメだしだされたらどうしようって思ってた！

アル：ま、いい夢じゃねぇか。俺も一緒に見たくなったんだよ。

ナヴァール：それは子こ供どもが見るような幼おさない夢です。だが、それだけに純じゆん粋すいではある。

ベネット：きっと、アルディオンのみんなも見たいって言ってくれる夢でやんすよ。

ピアニィ：ありがとう、みんな！

アル：とにかく、これで決まりだ。アルディオンに帰ろうぜ！　そしてピアニィ、最後にこれだけ言っておく。

ピアニィ：はい……？

アル：これからは―――……。




「……これからは、俺がお前の夢になる」







◆Middle 12◆ファリニシュ




　アルディオン大陸に突とつ如じよ現われた、巨大な魔犬。

　その身から生まれた九匹の仔犬たちは、各地に散っていき、思うがままに蹂じゆう躙りんする。

　その一匹にすら、人類は為なす術すべがない。

　だが、その前に、ひとりの男が現われた―――。




ＧＭ：ちょっとマスターシーンを挟はさもう。例の巨大な犬、ファリニシュという名前ですが、そいつの子供たちが、アルディオン各地で暴あばれ回まわっている……そんな状じよう況きようが展てん開かいされる。

ナヴァール：あの犬たちか。

ＧＭ：人間たちは為なすす術すべもなくやられていく、しかし、その仔犬たちの一匹がどこかの村に向かってる最中、そこで立たち塞ふさがった男がひとり。「ほお、こいつはめずらしいものが」と、声を上げる。

ピアニィ：だ、誰？

アル：いや、こんなのに立ち向かおうっていう酔すい狂きような男は……。

ＧＭ：その男こそアルディオン最強を謳うたわれた、ベルフトその人―――。

ピアニィ：ベルフト兄様が！

ＧＭ：道を塞ぐベルフトの尋じん常じようならざる気配を感じたのか、犬の方が「わおーん」と遠とお吠ぼえをする。すると、どこからかそれを聞きつけたもう一匹がひゅいんとやってくる。

ナヴァール：二対一か。

ＧＭ：犬はベルフトに嚙かみつこうとするが、その牙きばは彼の剣でがしんと受け止められる。もう一匹が加か勢せいしようと飛びかかるのだが……まるで金かな縛しばりをかけられたかのように動きを止めてしまう。

ピアニィ：なにが起こったの？　ベルフト兄様の力かなにか？

アル：……いや、どうやらちがうようだぜ。

ＧＭ：ベルフトが肩かた越ごしにそちらの方に振ふり返かえると、その視線の先にはもうひとりの男が立っている。その男は、彼の兄でもあるヒューバードだ。

ピアニィ：ああ、ここでふたりがまた揃そろってしまった！

ＧＭ：犬はそれに対たい抗こうしようとするが身動きがとれず……ヒューバードの力によってグシャリと潰つぶれる。同時に、ベルフトも受け止めていた剣で押おし返かえし、そのまま犬を両りよう断だんする。

ベネット：お、おお……。

ＧＭ：ベルフトが「しばらくだな兄あに貴き。礼を言うぞ」と言うとヒューバードは「別にお前を助けたわけではない」と―――。

ベネット：ツンデレしたー（笑）。

アル：い、いや、それはどうなんだ？（笑）

ＧＭ：ヒューバードは、空を見上げる。そこには、アルディオンに走っていった九本の線のうち、七本がいまだ光の尾を引いている。「だが、これでは対たい処しよできまい」と呟つぶやくヒューバードの傍かたわらに、黒いローブを纏まとった者が寄より添そうように現あらわれる―――。




　ヒューバードは、現われた黒いローブの人物に、視線すら合わせずに告げる。

「予定より早いが、例のものを作動させろ」

「しかし、アレはまだ七割わり程てい度どしか完成しておりませんが……」

「構わん、始めろ―――」

「……はっ、直ちに」

　黒いローブの人物は一礼すると、まるでヒューバードを恐れるように姿を消した。




ベネット：なにをする気でやんすか？　まさか、もうその計画を始める気なんでやんすか？

ナヴァール：今のところ、まだわからんな。

ＧＭ：そして……その場にベルフトを残してヒューバードは忽こつ然ぜんと姿を消した。最後にベルフトが虚空を見上げながら「兄貴……」とつぶやいたところでこのシーン終了としよう。







◆Middle 13◆ピアニィの言葉




　もはや、迷いはなかった。

　胸むねの内にその〝言葉〟はある。

　〝運命〟の扉は、すでに四人の前に開かれていた。




ＧＭ：では、再びＰＣたちのシーンへと戻ろう！　当然ここは全員が登場、舞台はアヴァロン中央の神殿だ。キミたちが自分の胸の内に〝言葉〟を宿し、フェルシアの前に立った……そんな場面からシーンはスタートする。

ピアニィ：はいっ。

アル：……帰ると決めたはいいが、問題は姫さんの吸収能力をどうにかできるかだな。

ナヴァール：まあ、その話もされるだろう。

ＧＭ：そこは、フェルシアが祭さい儀ぎを執とり行おこなうための部屋。部屋の最さい奥おうの設せつ置ちされたテーブルの上には大きな水すい晶しよう球が置かれている。テーブルを挟んで並び立つキミたちを見るフェルシアは、なぜか少し満足げな笑みを見せている。そしておもむろに口を開いた。「……ピアニィ。〝言葉〟は見つかって？」

ピアニィ：……はい。あたしはアルディオンへと帰ります。

ＧＭ：「では、問いましょう。―――それはなぜ？」

ピアニィ：あたしの夢のためです。

ＧＭ：「どのような夢？」

ピアニィ：あたしはずっと王宮の中で育てられました。そして、城じよう壁へきの向こうの外の世界に思いを馳はせて……そこに夢を見ていた。でも―――。

ＧＭ：「でも？」

ピアニィ：でも、そこは夢に見ていた世界とはちがいました。だから現実を知ったあの日、誓ちかったんです。最初は漠ばく然ぜんとしてたけど……アルディオンから争いをなくしたい、誰もが幸せになれる世界を創りたいと」

ＧＭ：フェルシアは、ピアニィの瞳ひとみの奥に見入る。「……なるほど。そこにあるのは、理想の世界を創るその礎になる覚悟と、未来への希望を繫ぐこと」

ピアニィ：え、あ、はい。……自分で言おうと思ったのに（笑）。

ベネット：読まれたでやんす（笑）。

ＧＭ：「その言葉を持っているなら、私の出した設せつ問もんには答えてしまいまそうですね。仮にその平和な時間がわずかなものでも、その想いを未来に……次の世代に繫げばいい、か」

ナヴァール：たしかに〝平和な時間〟が一年しか続かなくても、陛下のあとに一〇〇〇人とか続けば一〇〇〇年もつな（笑）。

ピアニィ：はいっ。自己満足でもいい。それがあたしの戦う意い義ぎです。

ＧＭ：「では、もうひとつの質しつ問もん―――〝運命〟を受け入れる覚悟は？」

ピアニィ：あります！

ＧＭ：「口で言うのは簡単なこと。私は、明確な言葉がほしいの」

ピアニィ：明確な……？

ＧＭ：「ええ。……あなたに、実の兄の生命を奪うばう覚悟がありますか？」

アル：……そうきたか。

ベネット：む。これ、変な答え方をすると揚げ足をとら―――。

ピアニィ：―――あります。あたしの血ち塗ぬられた手の先に、未来が繫がるなら。

ベネット：あら、あっさり。しかもけっこーかっこいい（笑）。

ＧＭ：「血塗られた、ですか。あなたにそれが耐たえられて？」

ピアニィ：―――耐えます。耐えられます。あたしには、一緒に夢を信じてくれる仲間がいるから、とみんなを見ます。

ＧＭ：では、それに促されるようにフェルシアもまた、順々に他三人の顔を見回す「……いいでしょう。みな、想いは同じのようですね」

ベネット：もちろんでやん……っ。

ＧＭ：「ベネット」

ベネット：土ど下げ座ざします。




　なんでだ。




ＧＭ：「……土下座はいらない。あなたはずいぶんとやっかいな王を導みちびいたこと。これに最後までついゆく覚悟は？」

ベネット：今度は、ずっと最後までついていくでやんすよ、フェルシア。

ＧＭ：その言葉にフェルシアは、フっと微笑む。「―――そう」

ナヴァール：それは私やアルも同じこと。聞くだけ時間の無む駄だです、フェルシア。

ＧＭ：「彼女が望むものが、未み熟じゆくな〝夢〟の実じつ現げんであっても？」

ナヴァール：……今、このような時ならばこそ。

ＧＭ：「……はい？」

ナヴァール：……戦乱で人心は荒すさみ、旧ふるき体制は瓦が解かい、人々が自分の生命を守るために殺しあうような時代だからこそ―――誰だれもが見ることのできる〝夢〟が必要なのです。

一同：おおっ!?

ＧＭ：うまいことを言う。

ナヴァール：たしかに、陛下が見る夢は子こ供どもじみたものかもしれない。だが、それだけに誰もが見ることができる。

アル：……たしかに。これはいい切り返しだ（笑）。

ナヴァール：夢を捨すてず、我わが身みを省みず、人々のためにその夢を信じられる者……それこそが英雄と呼よばれる者。それはあなたもよくご存ぞん知じなはず―――。

ＧＭ：「……そうですね」　口にはしないが、エイジのことを思い出して―――。

ナヴァール：……よし、乗り切った（笑）。

ＧＭ：では、最後にピアニィの横に立つアルに視線を流す。「……アル・イーズデイル」

アル：……。

ＧＭ：「あなたの目的は、師しの遺い志しを継つぐこと。それを投げ打ってまで、この少女についていく覚かく悟ごがあって？」

アル：……別に、どっちかを諦あきらめたわけじゃねえよ。ピアニィの夢を叶かなえることも、テオの遺い志しを継ぐことも。今はこいつと同じ夢を見て……それが終わったら、俺の夢にもついてきてもらうさ。

ピアニィ：アル……。

ＧＭ：「―――……」　フェルシアは、四人の言葉を聞き終えて瞳を閉じ……沈黙した。そして満足げにうなずく。

一同：お。

ＧＭ：「……いいでしょう。これよりあなたたちを地上に返しましょう」

ピアニィ：やった！

アル：あ、いあ、ちょっと待て。その前にピアニィのこの吸収能力、なんとかしてくれ。

ピアニィ：あ、そうでした。

ＧＭ：フェルシアはこくりとうなずき……「これより、あなた方には〝運命〟を受け入れてのち……最後の試練に挑いどんでもらう。これを乗り越えた時、四人は真の意味で〝神喚者〟として認みとめられることとなる」

ピアニィ：これで仮かり免めんから本物の免めん許きよに……！（笑）

ベネット：そういえば、仮免でやんしたっ！（笑）

ナヴァール：〝神喚者〟となれば、陛下の吸収能力も抑えられる……そんなことを言っておられましたな。

ＧＭ：「……ええ。しかし……」

ピアニィ：しかし？

ＧＭ：「完全に御ぎよするのは無理です」

ピアニィ：そうなんですかっ!?

ＧＭ：「それは、我らよりはるか上位の光と闇の力が混ざり合ったもの―――〝神喚者〟とて長時間の制御は、どうやら無理らしいの」

アル：逆に言えば短い時間だけ制御できるってことか。

ナヴァール：地上において、制御可能な時間は？

ベネット：一年とは言わないでやんすが、せめて半年くらいはほしいところ。

ＧＭ：「三分です」

ピアニィ：三分っ!?

ベネット：カップラーメンかそれはっ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：三分……地上に降りて人前に出て戦えるのが三分か……。

アル：カップラーメンというよりはむしろウルトラマンみたいなことに……（笑）。

ピアニィ：……そっか。うん、でも三分だけでも……。

アル：じゃあ、その儀ぎ式しきとやらをとっとと始めてくれ。

ＧＭ：「……用意はすでに調えられている」　そう告げるフェルシアの視線に促されて背後を見ると、いつのまにか新たな扉とびらが出現している。

ナヴァール：この先で、儀式が待っている、と。

ＧＭ：「……ええ。そしてこれを持っていきなさい」と、なにか道具を一セット渡わたされる。

ピアニィ：これは？

ＧＭ：「……試練に必要な道具とだけ言っておく」　その道具とはチョークだの、お手本にするのであろう魔ま法ほう陣じんの図案だのいろいろだ。

ピアニィ：魔法陣でも描えがくのかな。

ＧＭ：かくして、最後の試練へと続く扉が、軋きしんだ音を立てて開いていく。その扉をくぐった時、キミらには新た運命も刻きざまれる―――。

ピアニィ：運命が刻まれる……？

ベネット：ああ、〝運命〟のライフパスでやんすな（笑）。

ＧＭ：そうそう。その扉の奥に続く回かい廊ろうは、〝運命〟を受け入れた者だけが通れるってことでひとつ。では、最初に扉を越えるのは誰だ？

ピアニィ：あたしからいきます！

ＧＭ：では、キミがまず、扉をくぐった―――さあ、ダイスを振ってもらおう！

ピアニィ：はい！　（ダイスを振ふる）……56です。

ＧＭ：56は―――［闘とう争そう］。「あなたは戦いに身を投じるだろう。あなたの望みを叶えるために。あなたはすべてを託たくして戦うのだ」（一同大爆笑）

ピアニィ：ダイス目までそんなっ!?（一同爆笑）

ベネット：（爆笑しながら）戦いっぱなしの人生！

ナヴァール：いやいや、夢を叶えるための闘争なんだろうし（笑）。では、次は私がいくぞ……（ダイスを振る）66！　66は……［死］（一同大だい爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：わははははは！　キャンペーン最終回とかで死にそうだ（笑）。

ナヴァール：いや、これＲＯＣなので振ふり直す！　（ダイスを振る）……今度は［喪そう失しつ］。

一同：…………。

ベネット：縁えん起ぎ悪いのばっかりでやんすな。

ナヴァール：（少し考えて）しかたない……チョイスで［道標］を選ぼう。陛下はもちろん、さまざまなものを導みちびかねばならないことが、今回の設せつ定ていが明らかになったからな、うん。

ベネット：ではあっしもいきやす！　どっせい！（ダイスを振る）……16でやんす！

ＧＭ：16は……［栄光］っ!?

ベネット：よっしゃ―――っ!!（笑）　待ってるっ、輝かがやかしい未来が……！　あっしは絶対に手放さない！　このライフパスを！（笑）

ＧＭ：（笑）。では、最後にアル！

アル：俺は……チョイスしようかな。表にないけど［継けい承しよう］とかにしていいですか？　そろそろ師匠から受け継いだ剣を抜く時が来た的に……！（笑）

ナヴァール：剣けん聖せいテオドールを継ついで、剣聖アル・イーズデイルに。

アル：あと、師匠から受うけ継ついだ剣を次は誰だれかに受うけ継がせる……なんてのもやりたいし！

ＧＭ：ＯＫ！　では、キミたちはフェルシアに見送られ……扉の向こう側の回廊を歩き始めた―――では、そんなところでシーンを切ろう！







◆Middle 14◆来冠者マリジナントたち




　ノルウィッチに出現した巨大な親犬と、その仔犬。

　通つう常じようの警けい備び兵へいでは歯が立たず、すぐさまエンジェルファイヤーが出しゆつ撃げきする。

　だが、それも……。




ＧＭ：それでは、ノルウィッチの状況をマスターシーンで描びよう写しやしよう。

ピアニィ：ど、どうなっているんでしょう？

ＧＭ：ノルウィッチ上空には親犬が待機しつつ、街に降りてきた仔犬が暴れ回っている。

ピアニィ：お、きた！

ＧＭ：突如来らい襲しゆうした魔犬に対し、ノルウィッチを守る警けい備び兵へいたち。だが、あまりにも無力。

ベネット：仔犬一匹相手だっていうのに、かなわないのでやんすか？

ＧＭ：うむ、警備兵では歯が立たず、やむなくエンジェルファイヤーが出撃する。

ピアニィ：きた～！　アキナちゃん、やっちゃってください！

ＧＭ：アキナは大たい剣けんを振りかざして、「でやああああっ！」と暴れる仔犬に斬りかかっていく。さすがは第一の騎士の妹、アルもかくやという鋭するどい斬撃だ。

アル：いや、でもこのフラグは……。

ＧＭ：仔犬は自分を守るように、ばしゅーんと障しよう壁へきを張る！　アキナの剣は完全に弾はじかれ、かすり傷ひとつつかない。

ベネット：うお～、ノーダメージでやんすか！

ＧＭ：「任せろアキナ、もう一度だ！」「はい！」と、今度はアキナの攻こう撃げきに合わせてギィが矢を放ち、障壁の効こう果かを《インタラプト》で打ち消そうとする。
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ピアニィ：連係攻撃ですね！

アル：ギィの《インタラプト》で障壁を消しちまえばいいって戦法か。

ナヴァール：じゃ、ここでマルセルが「フッ、勝ったな……」と（笑）。

ピアニィ：ああああっ、そのセリフは駄だ目めっ！（笑）




　ギィが矢を撃うち込んだことで、その障壁は破れるはずであった―――。

　だが、その目もく論ろ見みは見事に崩くずれた。

　障壁は、破られることなく、アキナの大剣の刃やいばを弾き返した。




ＧＭ：……そう、打ち消すことはできない！　障壁は消えず、アキナの剣は弾き返される。

アル：通つう常じようの力で止められないということは……。

ナヴァール：うむ、そういうことだろうな。

ＧＭ：マルセルは、見たことのない力を振るわれ、「……な、なんだこの力は!?」と驚きを隠かくせない。

一同：マ、マルセル!?（爆笑）

ピアニィ：やっぱり、裏うら目めるようなことを言うから（笑）。

ＧＭ：「お、おのれワタシの魔法なら!!」と、ドランは頭に宝ほう石せきを突つっ込んで魔法を発はつ射しやするが、仔犬の咆ほう吼こうにかき消されてしまう。

ベネット：お、おお。どうしょうもないでやんすよ……。

ナヴァール：通常のスキルでは止められない力……〝パワー〟か。

ＧＭ：そして、仔犬はぐるりとアキナに顔を向けると、ダッと駆け出してそのまま前足でなぎ倒そうとする！

一同：ア、アキナ～!?

ＧＭ：……と、そこでシーンが暗転。終了となる。

ベネット：うおおお、いいところで（笑）。

アル：まずい、向こうがパワー持ってるとすると、アキナたちじゃ勝てねえぞ！

ピアニィ：急いで帰らなきゃ！

ＧＭ：というとこで、帰るための試練は次のシーンになりまーす！







◆Middle 15◆その地へ




　アルディオンに帰る―――。

　そう決めた、ピアニィたちは、フェルシアに示された回廊を進んでいた。その先に、試練と帰るための道が示されているというが―――。




ＧＭ：では、ここからラウンド進行に移うつろう。ＦＳ判はん定ていの内ない容ようはこんな感じだ。




名めい称しよう：力の枷かせの作成

制せい限げん人数：なし

終しゆう了りよう条じよう件けん：３ラウンド経けい過か

支し援えん判定：任にん意い

判定：【筋きん力りよく】

難なん易い度ど：18

完かん了りよう値ち：15
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アル：最初は【筋力】か。俺ならファンブル以外は大だい丈じよう夫ぶだな。

ＧＭ：ちなみに終了条件は３ラウンド経過だけど、２ラウンド以内に突とつ破ぱできれば、マスターシーンで演出された巨大な犬が、アキナに襲おそいかかる前に脱だつ出しゆつして合流できるよ。

ピアニィ：アキナさんを助けるには、２ラウンドでクリアしないといけないんですね。

ベネット：早くしないと、アキナが赤い染しみに（笑）。

アル：『デスマーチ』、完ということに！（笑）

ピアニィ：いや―――っ!!（笑）

ＧＭ：うひひ。では、始めよう……っ！




　ＦＳ判定第一ラウンドの滑すべり出だしは順調だった。

　アルが【筋力】で彼らを押しつぶそうとする壁を押し返し、ベネットが【器用】で魔方陣を書き上げる。ナヴァールは《ジョイフルジョイフル》と《パリペイティア》で支援する。

　そして残る最後のＦＳ判定は儀式を制御する［魔ま術じゆつ判はん定てい］。ピアニィの出番である。

　判定の難易度は32という高い数字だが、ピアニィは成功。これで進行値が４点上じよう昇しようして、合計13点。完了値の15まで、あと一歩に迫った。

　そして第２ラウンド。

　難易度32の［魔術判定］に成功できるのはピアニィしかいない……。




ピアニィ：〝真理の書〟を使って……（ダイスを振る）35！　ああ、進行値＋２!?

アル：おい、それだと１足んないぞ。

ナヴァール：ならば、《パリペイティア》を使おう。陛下、今の判定を振り直してください。

ピアニィ：助かります、ナヴァール！　（ダイスを振る）達成値36　!?　また１足りない！

ベネット：や、やばい。このままじゃ、アキナが真っ赤な染みになっちまうでやんすよ!?

ピアニィ：いえ、大丈夫です！　あたしにはまだ手段がありますから！　フェイト１点消費して《スティグマ》を使用。ここからさらに達成値を＋１Ｄします。

アル：おお、《スティグマ》があったか！

ピアニィ：ヤンヤンがピョンピョンと《スティグマ》を持ってきてくれます（笑）。

アル：持ち運びできるのか（笑）。

ピアニィ：不思議な模も様ようが浮かんでる、光の塊かたまりみたいな感じということで（笑）。（ダイスを振る）あ、いい出目。５点増えて達成値40になりました。ヤンヤン優ゆう秀しゆう！

ナヴァール：すばらしい。これで進行値は＋４されて21になる。

ＧＭ：なら完了値を超こえたので、ＦＳ判定は成功だ。あと、２ラウンド以内に突破したから、このあと、アキナが巨大犬に襲おそわれる前にノルウィッチ城に到とう着ちやくできるのが確かく定ていした。

ピアニィ：ふふっ、なんとか目標達成できました！

ＧＭ：おめでとう。ヤンヤンの持ってきた謎なぞの聖せい痕こんが輝いて最後の一押しをしたことで術式が完成。さらにピアニィがそれを発動させると、あふれ出していた光が、魔法陣の中―――ピアニィに向かって収しゆう束そくしていく！

ピアニィ：わっ、光が……！

ＧＭ：集まった光がピアニィを包むと、邪神の御子とセフィロスの力がより身体の内側へと押おし込こまれていく、名めい状じようしがたい感覚に襲われる。

ピアニィ：は、はい。

アル：もしかして、それと同時に三分のカウントダウンが始まるとか？

ＧＭ：いや、この部屋を出るとアルディオンに戻もどることになるけど、そこから始まるってことでいいよ。こう、ピアニィが気合いを込めると抑おさえられるって感じ。

ピアニィ：そっか。気合いを入れる（笑）。

ＧＭ：そして、部屋の四方の壁が倒たおれていく。

ピアニィ：お？

ＧＭ：さらに床ゆかが崩れていき、キミたちは重力に引かれて落ちていく。

ベネット：うおおおおおおおっ!?

ＧＭ：そして、落ちていくさなか眼がん下かにアルディオンの光景が広がっていくのが見えた。

ベネット：うおー、見るでやんす。アルディオンでやんすー。

ＧＭ：そして、徐じよ々じよにノルウィッチ城が視し界かいに入ってきて―――。

ナヴァール：では、そのまま平然と落ちていこう。

ＧＭ：ノルウィッチ城の前では、例の仔犬をアキナたちが必死で食い止めようとしている。

ベネット：じゃあ、そこに着地！　にゃんぱらりん！　すたっ！

アル：お前、犬だっただろ（笑）。

ＧＭ：（笑）。そして……振り上げた仔犬の前足が今まさに、アキナの華きや奢しやな身体めがけて、振り下ろされようとしていた。彼女は大きな傷を負っており、もはやよける力は……ない。

アル：なら、俺はアキナと犬の間に割り込んで着地する。着地の間ま際ぎわに一いつ閃せん、振り下ろそうとしていたその前足を斬り落とす。

ＧＭ：おお、かっこいいな！　寸すん前ぜんのところで叩き斬られた前足は、派は手でに吹ふき飛とんでノルウィッチ城の外がい壁へきに突つき刺ささった。

ベネット：「私のノルウィッチ城が―――っ!!」と悲鳴を上げるイザベラ（笑）。

アル：……お、俺のせいじゃないよ？（笑）

ＧＭ：では、もはやここまで、と瞳を閉とじたアキナだったが、いつまで経ってもその衝撃はこない。「…………？」　そして、うっすらと目を開き、魔獣の前にたたずむその男のうしろ姿をを見る。彼女は一いつ瞬しゆんその状況が理解できず―――しかし、ややあってから確信をもって嬉しげに声をあげた。「ア…………アル兄様……っ!?」

アル：……無事か。アキナ。

ＧＭ：「は、はいっ！」

ピアニィ：じゃああたし、巨大化したヤンヤンに乗って降りてこようかな（笑）。

ＧＭ：それはまたかっこいい光景だな。思いもがけず登場したピアニィに「ピアニィ陛下も……」とアキナが震ふるえる声で見上げる。

ピアニィ：戻ってきたよ、アキナちゃん！　ごめんね、大変な思いをさせて……。

ＧＭ：「はい……はい……っ！」　アキナは、両手で自分の口を押さえ、泣き出しそうになるのを懸けん命めいこらえ―――。

ナヴァール：きっと、他のみんなも喜ぶにちがいない。

ベネット：吹き飛ばされ、ぺしゃんこになっていたドランも（笑）。

ＧＭ：ドランはそんなあつかいかい！（笑）

アル：ドランならそれでも立ち直ってくれるだろう。




　次回までに立ち直ろうと思います。




アル：アキナに言うぞ。……アキナ、仲間を連れてうしろに下がっていろ。

ＧＭ：「あたしも一緒に戦って……」と言おうとして、アキナは言葉を呑み込む。

アル：もう一度言う、下がれ。ここは俺たちだけでやる。
















ＧＭ：「……は、はいっ！」そう答え、彼女はギィやマルセル、潰つぶれたドランとともに下がります。

ナヴァール：では、私はその背はい後ごにでもすたっと着地。

ピアニィ：でも、戻ってきたということは……。

ＧＭ：そう、吸収能力はアルディオンに戻った時点で発動する。

ピアニィ：じゃ、気合いを入れて抑おさえます。

ナヴァール：では、ここから三分。そのうちに敵を倒さないといけないということか。

ＧＭ：というわけで、これからクライマックスの戦せん闘とうになりますが。

ナヴァール：やっぱり、１ラウンド１分という計算？

ＧＭ：そのとおり。

ナヴァール：じゃあ、３ラウンド以内に決着をつける必要があるな。

ＧＭ：ただ、３ラウンド目めつ一いつ杯ぱい使うと、エンディングでアキナたちと会話する時間がなくなるので注意してね。

一同：マジで!?（笑）

アル：斬ざん新しんだ！　エンディングに関わるのか。

ＧＭ：そう、ちゃんとアキナたちと話したくば、２ラウンド以内に倒せ……！（笑）

アル：エンディングで話をしたければ２ラウンドで倒せって……はじめて聞いたわー。

ベネット：くわしい内容はメールでって、慌あわただしく帰っちゃうみたいな。

ナヴァール：終電間ま際ぎわだとよくある（笑）。

ピアニィ：アキナちゃんに心配かけてごめんね。あとは、あたしたちが片かたづけるから。

一同：…………（笑）。

ピアニィ：なんで!?　なんで笑うの～？（笑）

ナヴァール：いやいや、頼たのもしい言葉に思わず笑みが漏もれたのです。

ピアニィ：……な、ならいいんだけど。

ＧＭ：見事に前足を切り落とされた魔獣だったが、その足を再さい生せいさせる。

ナヴァール：おお、再生したか。

ＧＭ：その様子を上空で見ていた親犬は、遠くまで響き渡る咆吼をあげる。すると、五匹の仔犬たちが親犬に呼こ応おうするかのように、次々と戻ってくる。

ベネット：五匹？　おや、九匹のうち二匹まではやられたから、七匹かと思ったら。

ピアニィ：あれ、減へってる？

ナヴァール：仔犬の方は、それなりにやられているようだな。

ＧＭ：巨大な親犬……ファリニシュというんだけど……それがキミたちの前に、でん！　と降りてくる。そして、七匹の仔犬もキミたちに牙を剝く。クライマックスの戦闘だ！











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆魔ま獣じゆうとの決戦




　アヴァロンから、魔ま獣じゆうに蹂じゆう躙りんされつつある懐かしきノルウィッチへ―――。

　天から降おり立たったピアニィたちは、外世界より到来したかの敵と相対した。

　眼前には魔獣、背後には守るべき者たち。

　この時、ピアニィの胸にはあるひとつの決意が秘められていた。




ＧＭ：では、これよりクライマックスの戦せん闘とうを始めよう！　敵はファリニシュとその仔犬が五匹だ。仔犬のうちの一匹ぴきは親犬とエンゲージ、残る四匹ひきがそれぞれ、別のエンゲージを構成している！

ナヴァール：その仔犬の間は通とおり抜ぬけられる……わけないな？

ＧＭ：もちろん。

アル：ま、そうこなくちゃな。

ＧＭ：敵の布陣を見て、後方に待避したアキナが悲鳴に近い声で叫ぶ。「……アル兄様っ、逃げてっ！　その仔犬、物理攻撃がまったく効かない……っ！　それが五匹なんて……！」

アル：しかも別エンゲージだしな。たしかに前なら恐い相手だったがな。なあ？

ピアニィ：ね、ほんとに。

ＧＭ：見たこともない能力を使う強大な敵……これを前にして落ち着き払っているピアニィたち四人。その様子を見たマルセルが、わなわなと震えながらつぶやく。「どうしたのだ、陛下たちは！　敵の強さがわからないわけでもあるまい……っ」

ベネット：おお、盛り上げてくれるでやんすなあ。では、始めやしょうか……っ！




●第一ラウンド

▼行こう動どう値ち（セットアッププロセス開始時）

ファリニシュ（親）　　　　35

ベネット　　　　　　　　　33

ピアニィ　　　　　　　　　30

ファリニシュ（仔）Ａ～Ｅ　29

アル　　　　　　　　　　　11

ナヴァール　　　　　　　　７
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ＧＭ：では、セットアッププロセスに入る！　まずはファリニシュ（親）だが、こいつは特にスキルは使用しない。なので、ベネットからだな。

ベネット：ならば、《マスターテイマー》から《コールサーヴァント》でやんす。ファミリアの猫ねこが巨きよ大だい化かして、あっしをフォローしてくれる。これでこのシーン中、ダメージ＋５Ｄ、命中と回かい避ひの判はん定ていの達成値に＋３でやんす。

アル：ここで《限げん界かい突とつ破ぱ》も使用だな。速そつ攻こうでケリをつけようぜ。

ピアニィ：はい、承しよう認にんです！　そして、あたしの順番。いきます……！　《インクリーズデバイス》を使用、これでナヴァール以外が行なう攻こう撃げきのダメージに＋17です。魔ま力りよく球を三つ生み出して、みなさんをフォローさせる感じで……！

アル：サンキュー、姫ひめさん。

ＧＭ：次はファリニシュ（仔）五体だ。こいつらはそれぞれ《完全物理防ぼう御ぎよ》というパワーを使用。このラウンドの間、ファリニシュ（仔）が受ける物理ダメージは０になる！

アル：なるほどな、アキナの攻撃が彼かれらに通じなかったのは、これか。

ＧＭ：そのとおりだ。ファリニシュの仔たちが一いつ斉せいに咆ほう吼こうをあげると、その身体からどす黒いオーラが立ち上り、強力な障しよう壁へきが形成される……！

アル：俺は《クリアマインド》を使って、このラウンドの間、スキルのコストをなしにする。精せい神しん集中しながら、敵てきの様子をうかがうぜ。

ナヴァール：最後は私わたしだ。《マインドマスター》から、まずは《コーデックス》＋《メンターアーツ》を。これでアコライトのスキルのコストが減げん少しようし、効こう果かに＋10される。さらに《ヘイスト》＋《ポストヘイスト》で、仲間全員の【行動値】を上げよう。

ベネット：うっひょー、速くなるぜ―――っ!!

ナヴァール：魔ま術じゆつ判定は成功。【行動値】の上じよう昇しよう量は（ダイスを振ふる）＋25だな。

ＧＭ：げっ、一気に抜ぬかれた!?　こっちの想定とぜんぜんちがうんだけど！

ナヴァール：悪いが、こちらが有利になるよう手を打つのが私の役目なのでね。

ピアニィ：さすが、ナヴァール！（笑）




▼行動値（セットアッププロセス終しゆう了りよう時）

ベネット　　　　　　　　　58

ピアニィ　　　　　　　　　55

アル　　　　　　　　　　　36

ファリニシュ（親）　　　　35

ナヴァール　　　　　　　　32

ファリニシュ（仔）Ａ～Ｅ　29




ＧＭ：では、イニシアチブプロセス！　【行動値】で負けてるのが地味にきついが……まあ、やりようはある！　ファリニシュが《アデンダム》で追加行動だ。先手はこっちがもらうぞ。

アル：いきなり仕し掛かけてきたな……！

ナヴァール：む、親犬から動かれると面めん倒どうそうだな。ベネット！

ベネット：《インタラプト》でやんす……！

ＧＭ：ぐ、《アデンダム》は打ち消された。

ベネット：へっへっへっ、スキルなら打ち消せるでやんすよ。ファリニシュの親犬が飛び出そうと身をたわめた瞬しゆん間かん、巨大化したあっしの猫が組みついて動きを封ふうじる……っ！

ＧＭ：なんだその演出は！（笑）（少し考えて）では……親犬はなんとか拘こう束そくを解とこうとするが、双そう方ほうの力は互ご角かく！　なかなか抜ぬけ出だすことができない。互たがいにその場で爪つめや牙きばを振ふるい、組んずほぐれつ暴あばれ出す……！　暴れ、転げ回る両者がノルウィッチの街並みを次々となぎ倒していく……！

ナヴァール：むう……っ、『サンダ対ガイラ』を彷彿とさせる……！




　社長、そんな古いネタは誰もわからないと思います。




ＧＭ：というわけで、巨大猫の活かつ躍やくによりファリニシュ（親）の追加行動はなしになった。

ベネット：よし！　そこであっしでやんす……！　と言いつつ、待機！

ＧＭ：了りよう解かい。じゃあ、ピアニィのメインプロセスに入ろう。

ピアニィ：はーい、行きます！　マイナーアクションで《ブーストマジック》、メジャーアクションで《フロストプリズム》からの……《精せい霊れい乱らん舞ぶ》っ！　さらに〝真理の書〟を使って、魔術判定のダイスを増ふやします！

アル：ドランの攻撃の時には咆哮で妨害してきたけど？

ベネット：《精霊乱舞》を使うと、スキルで打ち消しはできないでやんす。

アル：なるほど！　それは強いな。

ＧＭ：表情を引き締め、両手で杖を掲げるピアニィより、青白く、そして鋭い冷光がほとばしって天を貫く！　光は頭上を覆う雲を吹き散らし、街すべてを飲み込むほどだ。そう、それはまさにノルウィッチというキャンバスに描き出された光と影のコントラスト……！

ピアニィ：演出が凝ってるっ!?（笑）

ナヴァール：さらに、まだ魔力を高めているだけだというのに、凍りついていく街並み！

ベネット：その光景に、マルセルも思わずつぶやく。「あ、ありえない！　人の身でこれほどの魔力を解放できるなんて……！」

ＧＭ：その言葉をドランが継いだ。「魔術とは、ここまで極められるものナリか！」

ナヴァール：フッ……だが、それでは終わらない。ここで、おもむろに私の目がゆっくりとと開き……《ドラゴニックシンボル》！

ベネット：おお！　ナヴァールの光と闇やみが合わさって最強に見える瞳ひとみが開いた！

ナヴァール：そう、このセッションで明かされた設せつ定ていとともに……今こそ、〝聖せい灰はい竜りゆう〟の力を解かい放ほうする時……っ！

ベネット：〝聖灰竜〟ナヴァール！　中学生が思いつきそうなイタイ名前なのに……だがっ、なぜかかっこいい……！（一同爆笑）

ナヴァール：開かれた我が瞳が輝かがやく時、陛へい下かの魔力をさらなる高みへと押し上げる！

ＧＭ：おお！　で、具体的な効果は！

ナヴァール：は、陛下の魔術判定に＋１Ｄでございます。

一同：効果は地味だっ!?（大爆笑）

ＧＭ：ただの《ドラゴニックシンボル》だからな（笑）。

ピアニィ：あはは（笑）。これで《限界突破》も入れて、魔術判定は９Ｄ＋21です！

ＧＭ：そんなにかっ!?

ピアニィ：いきますよぉ……《フロストプリズム》―――っ!!（ダイスを振る）……クリティカルはしなかったです、残念。でも命中は48です！

ＧＭ：さすがにそれは避よけられないだろうな……（笑）。

アル：判定９Ｄか……それならクリティカル狙ねらいで振ふり直してみるのもありかもしれん。

ピアニィ：んー……そうですね！　じゃあ、もう１回やってみます！　フェイト１点使って振り直しますね……（ダイスを振る）お！　出目６が三つでクリティカル！

一同：おおっ！

ＧＭ：本当にクリティカルするとは！　こっちは……（ダイスを何度か振り）……無理っ！　ファリニシュ（仔）にはすべて命中した。親は……（ダイスを振る）おお、クリティカルで回かい避ひ……っ！

ピアニィ：ええ―――っ！

ナヴァール：うーむ、これは悩なやましいが……スルーしておくか。

アル：いいと思う。まずファリニシュ（仔）を倒たおさないと、親に手が出せなさそうだし。

ベネット：護ご衛えい役やくとばかりに、仔の一匹が親に寄より添そってますからな。

ピアニィ：ちょっと残念だけど、ファリニシュ（仔）にはあたってますし……よしとしておきましょう！

ＧＭ：ほい。では、ピアニィの魔術が完成し、その力が解とき放はなたれると―――世界を覆った光は瞬時に収束、六本の輝線となって次々ファリニシュの仔らを撃ち貫いていく。瞬間、沈黙したのちに……その身体の内側よりかの魔獣を凍てつかせ……さ、ダメージくれ！

ナヴァール：では、ケセドの杖つえの効果を入れた《ディバインフォース》で、ダメージに＋[image: 120]する！　ケセドの杖で増ぞう幅ふくした神の力を陛下に注そそぎ込こむ！

ピアニィ：支し援えんとか全部加えて[image: 395]＋13Ｄでいきます！（ダイスを振る）ダイス目だけで46なので……合計[image: 441]点の〈水〉と〈光〉の魔ま法ほうダメージ！

ＧＭ：[image: 441]点っ!?　ファリニシュ（仔）の【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】は15点だから[image: 426]点が抜ぬけた。そして、こいつらの【ＨＰ】は……[image: 400]点。一撃で落ちた……っ！

アル：おお、一発で全員倒たおせたか！

ピアニィ：イエス！　ナヴァールの支援のおかげですね！

ナヴァール：いえいえ。陛下あっての私でございますゆえ―――（笑）。

ＧＭ：……世界を白く染そめ上あげた光はふいに収まると……そこには氷の彫ちよう像ぞうと化したファリニシュの仔たちの姿。一瞬の間をおいて彼らはそのまま爆散、塵ちり芥あくたとなって……次いで、白銀色の光がまるで雪のようにノルウィッチの街に降ふり注そそぐ―――。

アル：すげえな。これ、ノルウィッチのみんなも度ど肝ぎもを抜かれただろ。

ＧＭ：そりゃそうだ。それまで傷ひとつつけることのできなかった魔獣を、五匹まとめて一撃で粉ふん砕さいだ。逃げ遅れた街の人も、警けい護ごの騎士団も、そしてアキナたちも……あっけにとられているようだな。「な、なにが起こったの……？」

ベネット：（街の住人になって）「お、おい……見ろ、あそこに立っているお方……まさか」

ＧＭ：ああ（笑）。降り注ぐ白銀の中、ひときわ鮮あざやかに映える赤い服の少女。人々がその存在に気づき―――。

ベネット：「あれは……もしやピアニィ陛下ではないか？」「え？」「お、おお……！　まちがいない！　魔術に込こめられたあの殺意！　……ピアニィ陛下だ！」

ピアニィ：……ちょっ!?

アル：殺意で認にん識しきするとは、さすがフェリタニア国民。

ＧＭ：そして、遅れて巻き起こったのは大歓声！　街の人々がピアニィの生せい還かんを認識し、沸わき立たつ中―――戦いはまだ続く！　次の行動はアルだ。

アル：おう、まだ親犬が残ってるからな！　まずはムーブアクションで親犬のエンゲージまで移い動どうする！

ＧＭ：ＯＫ、ではアルが接せつ敵てきしたところで、そのエンゲージが封ふう鎖さされる。

アル：そんな能力を持ってたか。まあ、別に構かまわない。逃にげる気はないからな。ではマイナーアクションで《バーサーク》、メジャーアクションは《クロススラッシュ》でファリニシュ（親）に二回攻撃！

ＧＭ：さあ、こい……！（と、ダイスを握る）

アル：なら、遠えん慮りよなく剣けんを叩たたき込こませてもらおう！　まず一発目……！（ダイスを振る）む、ひどいダイス目だ！（笑）　出目19で、達成値は50。

ＧＭ：そんなのよけられるかっ!?（ダイスを振る）……達成値32で回避失敗！　……今日は６が結けつ構こう出てるのにあまりクリティカルしてくれない。

ナヴァール：心しん臓ぞうに悪いから、あんまり６出さないでほしい！（笑）

ＧＭ：うひひ（笑）。ともかくアルの放った左の一いち撃げきが、ファリニシュの胴どうをとらえた！

アル：では、〝スピリッツソード〟で【ＨＰ】を10点減へらして、ダメージに＋10する！

ピアニィ：あたしも《ディスコード》を入れます！

ナヴァール：では、ケセドの杖つきで《チェックメイト》も乗せまよう！

ベネット：あっしは心から声援を送ろう！（一同爆笑）

アル：それではダメージロール！（ダイスを振る）自分の分がまず[image: 156]点！

ピアニィ：《ディスコード》分は13点です。

ナヴァール：《チェックメイト》が45点。

アル：合計で[image: 214]点の物理ダメージ！

ＧＭ：【物理防御力】を引いて[image: 170]点抜ぬけ！　だが、この程てい度どはかすり傷きずだ。ピアニィとナヴァールの魔力で強化されたアルの斬撃は敵の皮ひ膚ふを斬り裂さくが……分ぶ厚あつい筋きん肉にくに阻はばまれて致命傷には至らない。

アル：なら、二発目を続けて叩たたき込こむまで！　さっきのは小手調べ……今度は本気でいくぜ。《ボルテクスアタック》を使う！

ＧＭ：来たな！

アル：命中判定は……（ダイスを振る）よしっ、クリティカルした！

ＧＭ：うほ！　こちらが回避は……（ダイスを振る）おお、クリティカル!!　親犬はさっきからすごいぞっ!?　アル渾こん身しんの一撃をファリニシュはよけ……！

ナヴァール：なんの、《パリペイティア》！　そのクリティカル、振り直してもらおうか。

ＧＭ：ですよねー（笑）。（ダイスを振る）……無理！　アルが裂れつ帛ぱくの気合と共に放った右の斬撃を、ファリニシュはその巨きよ体たいに似に合あわぬ俊しゆん敏びんさで攻撃をかわそうとするが……。

ナヴァール：……カッ！　見開かれた私の瞳が……視線が、ファリニシュを射止める。敵の動きが、一いつ瞬しゆんだけ止まった。

ＧＭ：突とつ然ぜん硬こう直ちよくしたファリニシュの首に、アルの渾身の一撃が吸い込まれていく！

アル：ダメージは（ダイスを振る）[image: 377]点の物理ダメージ！　食らいやがれ！

ＧＭ：くっ、[image: 333]点抜けてきた！　累るい計けい[image: 503]点！

ベネット：さすがにこれは効きいたはず……！

ＧＭ：いや、まだまだ！　とはいえ、二発で[image: 500]点もってかれたのか……（笑）。ファリニシュはわずかに身み震ぶるいすると、爛らん々らんと輝く瞳で四人を睨にらみつける。

ベネット：さすがに親犬ってだけはありやすな。

ＧＭ：次はファリニシュの行動だ。口に魔力を溜ためてブレスを吐はく！　メジャーアクションでエネミーパワーの《滅びの吐息：水》を使用。場面（選せん択たく）に特とく殊しゆ攻撃する！

ナヴァール：おお、敵もシーン攻撃か……！

ＧＭ：ちなみに命中判定は４Ｄ＋22だ。

ピアニィ：《ブラインドフォールド》！　その命中判定にマイナス１Ｄしてください。

ＧＭ：ごふ。なら……３Ｄ＋22になった。クリティカルしろ！（ダイスを振る）……しないか。ダイス目は９で、達成値は31だ。

ベネット：よっしゃ！　それなら打ち落とせそうでやんすよ。ピアニィ陛下、ありがとう！

ＧＭ：おっと、喜ぶのはまだ早い。こちらは判定の直後に《邪じや神しん顕けん現げん》という〝パワー〟を使用する……！　その命中判定をクリティカルに変へん更こうする！

一同：なにぃっ!?

ベネット：うわお、なんとひどいことを!?

ＧＭ：ファリニシュに宿る瘴しよう気きが口内に溜められた魔力と合わさり……力の奔ほん流りゆうとなって一気に吐はき出だされる！　その黒き流れはキミたちを確実に捉え……！

ベネット：待った！　ならば、こっちも《インターフィアレンス》でクリティカルしてやるだけのこと……！

ナヴァール：うむ、《限界突破》中だから、クリティカルの目は十分にある。

ベネット：さらに《ダンシングヒーロー》も使って判定のダイスを９Ｄに増ふやすでやんす！

アル：よし、頼たのんだぞ、ベネット。

ベネット：お任まかせあれ！（ダイスを振る）げぼあっ!?

ナヴァール：６は……一個こだけ！（笑）

ピアニィ：大だい丈じよう夫ぶ！　ベネットちゃんは《ハードラック》を持っ……！

ベネット：……いや！　ここは《ハードラック》を使わず、フェイトで振り直してクリティカルに期待するというのも！

アル：…………だ、大丈夫か？　振り直した結果、６がひとつもなかったら《ハードラック》もできないんだぞ？

ベネット：しかし、ここは振り直しにかける！（ダイスを振る）おおっ！　見ろ―――っ、クリティカルしたでやんす！（笑）

ＧＭ：ちっ！（笑）　ファリニシュの《滅びの吐息》は失敗となった。

ベネット：そう、今まさにブレスを吐はこうとした瞬間、敵の横っ面に矢を叩たたき込こんで、強引にブレスの軌き道どうをずらす的な……！（笑）

ＧＭ：不意の衝しよう撃げきでファリニシュの放ったブレスは大きく横にそれて……空間をビリビリと震ふるわせながら遠方の森に到とう達たつ。大だい爆ばく発はつを引き起こして、森の一角を吹ふき飛とばした。

ベネット：な、なんでやんすかその威力！（笑）　でもまあ……ふう、なんとかしのげたでやんす。

アル：よくやった、ベネット（笑）。

ナヴァール：ちなみに一いち応おう言っておくと、９Ｄ振ふって６が一個も出ない確かく率りつは約一九パーセント。意外に高いんだぞ？

ベネット：……危ね―――っ!?　なんで、あっしは振り直しちゃったんだろうっ!?（笑）

アル：ベネットの運命は「栄光」だしな。周囲から称たたえられるような派手な展てん開かいとか、おいしい展開を狙ねらわずにはいられないんだろう（笑）。

ベネット：おお、なるほど。では、これからもあっしは栄光を求めて冒ぼう険けんを続けよう。

ＧＭ：（笑）。さて、ファリニシュの行動が終わったので……次はナヴァール。

ナヴァール：では、《ジョイフルジョイフル》を陛下に！　ここは一気に押おし込こんでもらおう。えい！（ダイスを振る）ふつうに成功。

ピアニィ：では、行きますね！　マイナーアクションで《精せい霊れい王おう招しよう来らい》。これで魔法攻撃のダメージが【最大ＨＰ】だけ増ふえるので……《ギルドマンション》の効果も足して、＋[image: 180]されます！

ＧＭ：また強力な〝パワー〟がきたな。ピアニィが意い識しきを集中すると、周囲の空間が荘そう厳ごんな気配に満たされていく。そして、天から一ひと筋すじの光―――精霊王の力が舞まい降おり、ピアニィの身体からだに宿る。

ピアニィ：そして、メジャーアクションで《ダブルキャスト》を使用、一発目の《フロストプリズム》に《精せい霊れい乱らん舞ぶ》と……《リゼントメント》を使います！　〝真理の書〟も使って魔術判定に＋１Ｄですっ。

ＧＭ：…………す、すさまじいことになりそうだな。

ピアニィ：いきます！　（ダイスを振る）クリティカルはしなかった。でも、６が一個出ていますよ。

ナヴァール：ならば、《小さな奇き跡せき》を起こしましょう。その判定のダイス、もう一個を６に！　これでクリティカル！

ピアニィ：ナヴァール、ありがとう♪

ナヴァール：ははは、これも臣下の務つとめですから。

ＧＭ：これでこっちの回避はクリティカルのみか。（ダイスを振る）命中してしまった。うーむ、出目４、６、１……！

アル：３Ｄじゃあ、クリティカルはそうそう出ないさ。

ピアニィ：ダメージロールいきますね。（ダイスを振る）ダイス目51、《インクリーズデバイス》で＋17、《精霊王招来》＋[image: 180]、《フロストプリズム》の固こ定てい値ち＋[image: 245]、さらに《リゼントメント》で＋[image: 220]だから…………合計で、合計[image: 713]点の〈水〉と〈光〉属ぞく性せいの魔法ダメージです！

一同：[image: 713]……っ!?（大爆笑）

ＧＭ：げえええええっ!?（ダメージを計算して）これで累計１１９６点……早くも四桁けた突とつ入にゆうか！　精霊王の力によって生み出された絶ぜつ対たい零れい度どの嵐あらしが、ファリニシュの身体を凍とう結けつさせていく。これにはさすがの怪物も身をよじらせ、苦く悶もんの咆哮を上げた！

アル：よし、効いてる！

ピアニィ：まだまだ！　さらに二発目も《精霊乱舞》！　命中は……（ダイスを振る）うーん、振ふるわない！（笑）　達成値は35です。

ＧＭ：《マリッド・ストリーム》があるから回避のダイスが減へるんだよな。２Ｄになるから、やっぱり６ゾロのみだ。（ダイスを振る）だめ！　ダイス目は７で回避できず。

ピアニィ：（ダイスを振る）……合計[image: 474]点の魔法ダメージです。

ＧＭ：さっきよりはダメージ低いけど、やっぱり痛いたい……っ！　凍こおりついたファリニシュに、容よう赦しやなくさらなる冷気が襲おそい掛かかる。周囲一面が銀世界と化していく。

ベネット：あのー……陛下の１メインプロセスのダメージが１０００点を超こえてるでやんすが……（笑）。

ＧＭ：も、もはや化け物だな……（笑）。

ピアニィ：ひどいっ!?

ベネット：―――さて、次は待機していたあっしの番。ムーブアクションは特になし！　マイナーアクションで《ホロウショット》、メジャーアクションで《ダブルショット》！

ＧＭ：防御力無む視しの二連れん射しやか……（笑）。

ベネット：ふはは、まずは一発目。《デュアルアロー》で、リンメルの矢を二本使っておくでやんす。命中判定は……（ダイスを振る）ふほほっ、クリティカルじゃ―――っ!!

ＧＭ：く……（笑）　（ダイスを振る）こっちはクリティカルはしなかった。

アル：だけど、また６が出てるな。さっきから危あぶないぞ（笑）。

ＧＭ：いくら６が出ても、避よけられなかったら意味ないんだよ！（笑）

ベネット：（ダイスを振る）ダメージは《ピアシングストライク》も入れて[image: 164]点！　防御力無視の魔法ダメージでやんすよ。

ＧＭ：ピアニィの魔法によって動きが鈍にぶったファリニシュには、もはや攻撃を避けるだけの俊敏さはない。ベネットの放った矢が、魔犬の急所を正確に射貫いた。

ベネット：うはははっ、もはやこの犬が小さく見えるっ、見えるぞ―――っ!?　あっしが勝つということだ……！

アル：それは負けるセリフだろ（笑）。

ベネット：では、二発目いくでやんす！　再ふたたび《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本つがえて……（ダイスを振る）命中判定の達成値は53。

ＧＭ：（ダイスを振る）クリティカルせず。避けられない。

ベネット：じゃあ、ダメージいくぜ―――っ!!《ピアシングストライク》を使って……（ダイスを振る）ば、ばかな―――っ!?　ダイス目が低い！　12Ｄ振って……26！

ナヴァール：平へい均きん２だな（笑）。

ＧＭ：これはひどい（笑）。

ベネット：むう。と、ともかく、ダメージは[image: 155]点でやんす！

ＧＭ：再びベネットの矢がファリニシュに命中し、ダメージ累計は１９８９点になった。

ナヴァール：ふむ、１ラウンドで２０００点弱のダメージか。《限界突破》の力があるとはいえ、覚かく醒せいした我われ々われの力はすごいな！

ＧＭ：……さて、今ので全員が行動済ずみになったな。

ピアニィ：はい。なのでここで《再さい行こう動どう》です！

アル：よし、これで一気にたたみかけ―――。

ＧＭ：待った！　ここでファリニシュは〝パワー〟……《連れん携けい瓦が解かい》を使用する！

ピアニィ：《連携瓦解》……？

アル：なんだそれ。

ＧＭ：ファリニシュは、キミらの宣言した《再行動》を打ち消した。

一同：なにぃいいいぃぃいいいいぃ―――――ぃっ!?

アル：ギルドサポートを消せる〝パワー〟とかあるのかよ！　素でびっくりした！（笑）

ナヴァール：しかし、我々にも〝パワー〟に対たい抗こうする〝パワー〟がある！　ベネット！

ベネット：心得ているでやんすよ。《時の支し配はい者しや》を使用！　ファリニシュの《連携瓦解》を打ち消す！

ＧＭ：そうか、まだそれを使ってなかったな……（笑）。

ベネット：くくく、妨害しようと動いた奴の時間を一時的に止めて、その間に我々が動く……これぞまさに《時の支配者》！

ＧＭ：では、《連携瓦解》は打ち消された。《再行動》が通って、そちらは全員が未行動になり……そして、こちらも《二回行動》を使用！　未行動となる。

アル：だが、【行動値】はこっちが上だ。先手はもらうぜ。




[image: ]




ベネット：というわけで、まずはあっしから行くでやんす。……しかし、【ＭＰ】が早くも半分を切っていて、きついでやんすね。

ピアニィ：え、もうそんなに？

ベネット：動くだけでヘロヘロになってしまうでやんすよ。

アル：お前も《クリアマインド》覚えたら？（笑）

ベネット：じゃあ、次はサムライになって一いち人にん称しようを「あっし」から「拙せつ者しや」に。




　もはや意味がわからない。




ＧＭ：いいから行動を宣せん言げんしろよ！（笑）

ベネット：は、すみません（笑）。ムーブアクションはなにもなし。マイナーアクションで《ホロウショット》。メジャーアクションで《ダブルショット》でやんす！

ピアニィ：ベネットちゃん、がんばって―――っ!!

ベネット：アイアイサ―――っ!!　一発目……よいしょ！（ダイスを振る）　おお、クリティカルっ！

ＧＭ：バシバシとクリティカル出してくるな……（ダイスを振る）こっちはダメだ！　もう６の出目すら出なくなってきた！

ベネット：くーっくっく、どうやら戦いの流れはこちらにあるようでやんすな。ダメージロールに《ピアシングストライク》を乗せて……（ダイスを振る）[image: 158]点の魔法ダメージ！

ＧＭ：く、防御力無視が地味にきつい！　これで累計ダメージが２０００点超こえた！

ベネット：がんがんいくぜ―――っ、二撃目でやんすっ！　お次は《デュアルアロー》じゃ―――っ!!（ダイスを振る）……達成値46で！

ＧＭ：どうせクリティカルのみ……（ダイスを振る）ぐほっ！　出目３……。

アル：おお、どんどん下がっているぞ（笑）。

ＧＭ：い、いやいや、まだだ！　このあとに大だい逆ぎやく転てんがあるんだよ！

ベネット：その前に片かたづける！　毎度おなじみ《ピアシングストライク》を使って、（ダイスを振る）今度のダメージは[image: 171]点！

ＧＭ：むう。ベネットの射うった矢は狙い過あやまたず、次々と急所に命中。ピアニィの魔術で白く凍てついた巨軀は、やがて流れ出る血で赤黒く染そまっていく―――。

ベネット：はははっ、耐たえられまい犬っころ！　痛いたかろう、怖こわかろう、犬っころ！　ちなみにあっしも犬っころだけどな―――っ!!（一同大爆笑）

ＧＭ：いい気になっているな、ベネット。では、ファリニシュは深手を負わせたベネットに鋭するどい視し線せんを向ける。その瞳の奥おくには、憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おが渦うず巻まいている。

ベネット：ひぃィいっ!?　調子に乗ってほんとすんませんっした―――っ!!

アル：お、お前……（笑）。

ＧＭ：ではベネットがびびったところで、次はピアニィだな。

ピアニィ：はい。でも、もうフェイト使い切っちゃったんで、パワーは使えないんですよね。なので、マイナーアクションで《ブーストマジック》、メジャーアクションで《フロストプリズム》で攻撃します。

ＧＭ：おう、ふつうになったか。

ピアニィ：でも〝真理の書〟に《限界突破》！　８Ｄ＋21で判定……（ダイスを振る）お！　やった、６が三つもある！

ＧＭ：くそ、クリティカルか。さっきからクリティカルしすぎだろ！（笑）こっちは６ゾロのみ回避に成功で……（ダイスを振る）クリティカルしね―――っ!!

ピアニィ：クリティカル分も入れて、ダメージロールは15Ｄ＋[image: 165]ですね。（ダイスを振る）ダイス目は53、合計[image: 218]点の魔法ダメージです！

ＧＭ：【魔法防御力】を引いて[image: 198]点か。それでも、さっきに比くらべれば全然マシだな。

ベネット：だが、今の一撃は効いてはいるはずでやんす。

ＧＭ：なんのまだまだ。光が乱舞する中、ファリニシュが口くちの端はを釣つり上あげる。その表ひよう情じようはまるで挑ちよう発はつしているかのようにも取れる。「―――もう息切れか？」と。

アル：お、おい、しゃべり始めたぞ……？（笑）

ベネット：菊池さんの〝エネミーしゃべる病〟がついに発病……。

ＧＭ：今のは心の声だ。

ピアニィ：……息切れ？　まだまだです！　まだ一分しか経たっていないんですよ？

ＧＭ：そういやそうだな（笑）。「……貴き様さま、そこまでして、みんなとエンディングでわずかな時間で語り合いたいのか？」

アル：また心の声が！　しかも、だいぶメタ気味だ！（笑）

ピアニィ：その時間が重要なんです……！

アル：だな。じゃあ、さくっと倒たおして、終わらせるとするか！

ＧＭ：できるかな？

アル：やってやるさ！　ムーブアクションで《ファストセット》から《スマッシュ》を使用。マイナーアクションは《フルスイング》＋《ツインアーツ》。フェイトに余よ裕ゆうがあるからメジャーアクションは〝パワー〟を使おう―――。

ＧＭ：くるか、三回行動……っ！　せっかく新技を使うなら、なにかアキナに言葉をかけるとか演出ぷりーず！（笑）

アル：じゃあ……見てろよ、アキナ。瞬きする間に終わるぞ。これがお前の目指した―――兄の剣だ。

ＧＭ：「アル兄様……？」

アル：……《戦せん鬼き》！

ＧＭ：アルが力を解放すると同時に、その右の瞳が金色に輝いた。そして、一瞬だけ、彼の姿がぶれてその場からかき消える。「え……!?」

ナヴァール：（わざとらしい口調で）……おおっ!?　アルの姿が捉とらえられん……！（笑）

アル：一発目の命中判定は……（ダイスを振る）クリティカル！

一同：おお……っ!!

ＧＭ：いきなりか！（ダイスを振る）ダイス目７、避けられん！

アル：ダメージロールの前に〝スピリッツソード〟の効果を入れる。（ダイスを振る）これで[image: 241]点の物理ダメージ！

ＧＭ：巨大な魔犬に向かって超ちよう高こう速そくで繰くり出だされた剣が、鋼の如きファリニシュの肉体を切り裂く！　[image: 197]点入った！

アル：おお、さらに二発目！　（ダイスを振る）ふっ、またクリティカル！

ＧＭ：や、やるな！　こっちの回避は（ダイスを振る）ダイス目10、上り調子！（笑）

アル：さっきより上がってるな（笑）。上がりきる前に仕し留とめよう。〝スピリッツソード〟を使って、（ダイスを振る）今度は[image: 240]点ダメージ！

ＧＭ：[image: 196]点抜けて、累計２９０９点！　ファリニシュは超高速で動くアルの姿をとらえようと感覚を研ぎ澄ませるが……斬撃は、その瞬間には終わっている。おのが身体を引き裂く鋭い痛みが、自分が斬られたという事実を教えてくれる。

アル：ラスト、三撃目だ！（ダイスを振る）……お！　ダメ押おしのクリティカルだぜ！

ピアニィ：すごいです、アル！（笑）

ＧＭ：まさかの三連発クリティカルかよ！　だけど、こっちもダイス目は上がり調子なんだ。ここでクリティカルを出してみせる！（ダイスを振る）……あれ？　下がった！（一同爆笑）

アル：残念だったな。〝スピリッツソード〟を使って……（ダイスを振る）ダイス目47の、合計[image: 243]点ダメージ！

ＧＭ：……それで累計ダメージが３０００点を超こえた！　アルが《戦鬼》を解き放ち、その身体がかき消えた次の瞬間には、もうそのすべてが終わっていた。一瞬遅れて血を噴き出し、苦悶の咆哮をあげるファリニシュ……！

ナヴァール：じゃあ、それを見ていたギィが思わずつぶやく。（ギィになって）「い、今の一瞬で剣を一発たたき込んでいやがったのか……」

ＧＭ：ああ、それでアキナが言い返すんだな。「……いいえ、三発よ」（一同爆笑）

ベネット：さすが新技習得した回。ＮＰＣたちの持ち上げがすごい（笑）。

ＧＭ：（笑）。だが、まだファリニシュは倒たおれない。ここでようやく順番が回ってくる。

アル：ち、仕し留とめられなかったか。となると、今度はこっちが耐たえる番だな。

ベネット：もう《インタラプト》も《インターフィアレンス》も使っちまってるでやんすよ。アルにがんばってもらうしかない。

ＧＭ：では、ファリニシュの行動……っ！　ムーブアクションはなし。マイナーアクションは《カッティングプラン》で攻撃のダメージを軽けい減げん不ふ可かに！　そして、メジャーアクションは〝パワー〟……《三回攻撃》！

アル：やったらやり返されたっ!?（笑）

ＧＭ：三連続攻撃できるのは、そっちだけじゃないということだ。解き放たれた矢の如き速度で縦じゆう横おう無む尽じんに空間を飛び回りながら……同時に三発、攻撃を繰くり出だす！

アル：ちっ、速い!?

ＧＭ：一発目は《超ちよう広こう範はん囲い攻こう撃げき》を使って、対象は場面（選択）に変更。アルだけではなく、全員を攻撃の対象にする！

ベネット：なんだって―――っ!?

ＧＭ：ファリニシュが戦場全体を駆かけ抜ぬけながら、次々と牙や爪による攻撃を放つ。命中は……（と、ダイスを握る）。

ナヴァール：待った！　そこに《ブランダームーブ》。判定のダイスをマイナス３Ｄする！

ＧＭ：げ。だ、だが、それでもこちらの命中判定は33＋３Ｄ！　十分に直撃を狙ねらえるはず！（ダイスを振る）ダイス目は12、達成値45！

ベネット：こいつは厳きびしいでやんすね。

ＧＭ：……いや、ここは《邪神顕現》を使ってクリティカルに変更だ。一気にいく……！

ナヴァール：なんと!?　《ブランダームーブ》がムダに！

アル：向こうも必死ってことか。切り札をがんがん使ってきてる。こうなると、あとはナヴァールの旦だん那なに頼るしかないな。

ナヴァール：……うむ！　では、その命中判定に《パトロナイズ》！　フェイトを５点注そそぎ込こんでダイスを10Ｄまで増やす！（ダイスを振る）…………お？　こ、これは、なんということだ……っ!?

ピアニィ：いや―――っ!?　６が一個もない!?（一同大爆笑）

ナヴァール：さ、さすがにこれはまずい！　フェイトを１点使って振り直す！（ダイスを振る）ほら、今度は６が三つ！　クリティカル！　この場にいる仲間全員を結界で包つつみ込こみ、ファリニシュの攻撃をはじいた。

ＧＭ：ち！　シーン全体攻撃は止められたか。だが、こっちの攻撃はまだ二回残っている！

アル：さあ、こいよ！

ＧＭ：二発目は巨大な牙でアルに嚙かみつきだ！（ダイスを振る）……お！　よし、とうとう出たぞ、クリティカル！

アル：うおっ!?　よけろ―――っ!!（ダイスを振る）　……クリティカルしなかった。

ＧＭ：ふはははは！　アルは犬苦手なんだし、そこは恐きよう怖ふに身体を硬直させておこうよ。

ベネット：ああ！　そんな設定あったなあ！（笑）

アル：俺おれが苦手なのはちっこい犬だ。こんなでかいのは犬じゃねえ！（一同爆笑）

ＧＭ：ち（笑）。まあ、なんにせよ命中はしたんだ。ダメージロール行くぞ！　[image: 150]＋12Ｄで……（ダイスを振る）[image: 189]点の物理ダメージ！

アル：……[image: 143]点食らった。残り【ＨＰ】61点。

ベネット：うおー、一気にやばーい！

ナヴァール：残り61点だと、耐たえられるかは次のダメージ次第だな。

アル：いや、《ラストアクション》に賭けたい。《限界突破》中に動けた方がいいからな！

ピアニィ：なるほど！

ＧＭ：牙の一撃で傷きずついたアル。だが、痛いたみに震ふるえるどころか、さらに戦意を燃もやすアルの姿にファリニシュは困惑する。「―――なぜ避さけぬ、怯ひるまぬ!?」

アル：その心の声……聞こえてないので反応はできん……！（笑）

ＧＭ：そうね（笑）。さあ、三発目の命中判定だ！　（ダイスを振る）達成値53。巨大な牙が、再びアルへと迫せまる！

アル：もう避けない。《ディフェンスライン》でも厳しいし、回避の判定は放ほう棄きする。

ＧＭ：潔いさぎよいことだ。では……（ダイスを振る）[image: 182]点の物理ダメージ！

アル：残り61点のダメージなので、これで０になる。

ＧＭ：たしかな手て応ごたえを感じたファリニシュが「ウォオオオォオオン！」と勝利の雄お叫たけびを上げるが―――。

アル：おっと、勝った気になるのはまだ早いぜ。《ラストアクション》だ！　天に向かって吠ほえるファリニシュの前で、俺はゆっくりと立ち上がり……。ムーブアクションで《ファストセット》、《フルスイング》＋《ツインアーツ》を使用。マイナーアクションで《死神の手》！　これでダメージに【最大ＨＰ】と現げん在ざいの【ＨＰ】の差分が追加される！

ベネット：今のアルは【ＨＰ】０だから、[image: 254]点まるまる増ぞう加かでやんすね。

アル：せっかくだから、ここで師匠から受け継いだ背せ中なかの剣を抜ぬいたことにする。

ＧＭ：おお、神殺しの剣か。いい演えん出しゆつだ（笑）。




　アルは、背中の剣を抜ぬき放った。

　師し匠しようである剣聖テオドールから託たくされた神殺しの剣―――。

　ぎらりと、刀身に冷たい光が宿った。




アル：メジャーアクションは《戦鬼》でもう一度、三回攻撃だ……っ！

ＧＭ：ふいにアルの右目―――剣聖の瞳が輝かがやきを増まし、敵の動きを見切る！

アル：（ダイスを振る）命中は61。クリティカルはせず！

ＧＭ：アル渾身の一撃を、ファリニシュは攻撃されたことすら知覚できずに受ける。

アル：ダメージロールいくぜ。【ＨＰ】０だから〝スピリッツソード〟は起動できないけど、その分は気合でフォローだ。（ダイスを振る）[image: 460]点の物理ダメージ！

ＧＭ：そんなに!?　まるで抵てい抗こうなく、ファリニシュの胸むな元もとに神殺しの刃やいばが突き立つ。なにが起こったのかわからず魔犬が呆ほうけるが、次の瞬間、すさまじい激げき痛つうに咆哮を上げる！

アル：まだ、こいつは一撃目だぜ？

ＧＭ：こ、この後二発もくるのか……。だが、次からは避けられる可か能のう性せいがある！

アル：避けられるもんなら避けてみやがれ！　二発目だ！（ダイスを振る）ちっ、クリティカルはせず。命中の達成値は51！

ＧＭ：こっち側は、もうクリティカルのみ。（ダイスを振る）ダイス目は６、駄目だった。敵はなんとか剣を避けようとするが、すでに動きを見切ったアルが的てき確かくに斬撃を入れていく。

アル：（ダイスを振る）今度は[image: 465]点の物理ダメージ！

ＧＭ：すげーな！　どんどん持っていかれるぞ！

アル：続いて、三発目！　（ダイスを振る）またもクリティカルはせず。達成値52。

ＧＭ：回避でクリティカルしろ―――っ!!　（ダイスを振る）よけ、ない……。

アル：（ダイスを振る）[image: 467]点の物理ダメージ！

ＧＭ：……ぐあ、アルひとりで１２００点以上出てるっ!?　その圧倒的な破壊力は他に比肩するものなし！　ファリニシュの巨体がなぎ倒されて……！

ピアニィ：アル、すごーい！

アル：フッ！

ＧＭ：その剣圧……衝撃波はむしろファリニシュの巨体を貫き、その後方五〇メートルほどの位置にあった大きな教会まで到達。その石造の建造物をあっさりと打ち崩す。

アル：あ？

ＧＭ：崩落していく、巨大な鐘楼。〝ガラガラガン……！〟と、天辺の大きな鐘が、断末魔を思わせる異音をがなりたてたながら落下していく。

アル：ああ……っ！（笑）　い、いかん！　この力、街の中で使うには大きすぎる！（笑）

ＧＭ：神殺しの剣をもって再び放たれた三連撃。だが―――「ウォオオオオオォォン……！」　気合いとも怒りとも取れる咆哮をあげ、ファリニシュは立ち上がった。

一同：なにぃいいい―――ぃっ!?

アル：なんて頑がん丈じようなやつだ。俺は行動終了と同時に戦闘不ふ能のうになる。ぱたり。

ピアニィ：アル―――っ!?

ナヴァール：陛下、ご安心を。《尊とうとき覚かく醒せい》を戦闘不能で倒たおれるアル殿に使用。【ＨＰ】30点で復ふつ活かつさせます。アル殿の身体を癒いやしの光が包み込こみと、傷が瞬またたく間まにふさがっていく。

アル：俺は意識を取とり戻もどして、ギリギリ踏ふみとどまる。助かったぜ、ナヴァールの旦那。

ナヴァール：礼ならば戦いに勝ってから聞かせてもらおう。限界も近いだろうがアル、もうひとがんばりしてもらうぞ。

アル：人使いが荒あらいな、旦那。ま、しかたねえか！　と剣を構え直す！

ＧＭ：ではここで、イニシアチ……。

アル：ってわけで、《不屈の闘志》を使って【ＨＰ】を[image: 100]点回かい復ふく！

ＧＭ：……しくしくしく。

ナヴァール：そしてさらには《ジョイフルジョイフル》をアルに！　（ダイスを振る）おお、呪じゆ歌か判定にクリティカル！　コスト０になった（笑）。

ピアニィ：４Ｄ振って、６、６、６、１。すごーい！

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスになり、未行動となったアルの番になる。

ナヴァール：せっかくだから、このイニシアチブプロセスでアルに《クイックヒール》から《ヒール》をしておこう。（ダイスを振る）無事に発動して―――（ダイスを振る）[image: 117]点回復。

アル：これで【ＨＰ】が全快に！

ナヴァール：うむ、アル殿が倒たおれたら一気に崩くずれるからな。なんとしても耐えてもらわねば。

ＧＭ：では、回復が終わったところで、改めてアルのメインプロセスだ。

アル：おう。ムーブアクションで《ファストセット》から《スマッシュ》、マイナーアクションで《フルスイング》＋《ツインアーツ》。メジャーアクションで《クロススラッシュ》！

ＧＭ：一気につぎ込んできたな。

アル：敵があとどれぐらいかはわからないけど、こっちもそろそろギリギリでね。一発目の命中判定！（ダイスを振る）ダイス目は21で、達成値52だ。

ＧＭ：回避―――っ!!（ダイスを振る）なっ、ダイス目は３!?　下り調子じゃないか！……攻撃は命中した。

アル：〝スピリッツソード〟を起動。（ダイスを振る）ダイス目は33か。ダメージは[image: 229]点。

ＧＭ：累計で４５００点を突破した。ファリニシュはもはや満まん身しん創そう痍い。だが、いまだ倒れることなく立っている。弱ってはいるが……追おい詰つめられたことで戦意は上がってるぐらいだ。

アル：ならば、次にいくぞ……！

ＧＭ：待った！　その前にこっちが食らったダメージを《ソウルバスター》でプレゼントしよう。アルに[image: 185]点のＨＰロス！　斬きりつけられた直後、身体ごと伸のし掛かかって、凶きよう悪あくな爪で致ち命めいの一撃を食くい込こませる！

ピアニィ：それは厳しい！　打ち消すしかない？

アル：いや、さっき【ＨＰ】全快しているから、耐えられる！　《不屈の闘志》使っといてよかった。

ナヴァール：さすが戦士は頑丈だな。

アル：[image: 185]点のＨＰロス……残り69点になった。反はん撃げきの爪をギリギリのところで右手の剣で受け止める！

ＧＭ：ち、倒したと思ったのに！

アル：残念だったな！　右の剣で爪をはじき飛ばして、そのまま二発目の斬撃だ！（ダイスを振る）くそ、ダイス目があんまりよくない。達成値47！

ＧＭ：それでもこっちはクリティカルのみだ。（ダイスを振る）ちょ……ダイス目３!?

ナヴァール：菊きく池ちさんがやる気なくしている（笑）。

アル：ここで〝スピリッツソード〟も起動。（ダイスを振る）[image: 231]点の物理ダメージ！

ＧＭ：とどめの一撃と振るった爪をはじかれ、体たい勢せいを崩くずしたファリニシュを、アルが起き上がりざまの斬撃で切り裂く！　だが、まだ倒れない！　倒れないのだ！

アル：ど、どんだけタフなんだよ！

ベネット：ならば、ここで《アデンダム》でやんすよ。さらに追い打ちするでやんす！

ＧＭ：動き回るアルばかりに気を取られていたところを、ベネットが死角に回まわり込こんで矢を放つ感じだな！

ベネット：あっしを忘れていたな！　でも、もう《デュアルアロー》がないでやんす。

ナヴァール：だが、こつこつダメージを与あたえることも重要だ。

ベネット：そのとおりでやんすな。マイナーアクションで《ブルズアイ》を使って、メジャーアクションは《ダブルショット》！

ＧＭ：では、判定をどうぞ！

ベネット：（ダイスを振る）おうっ、クリティカル！　６が三つ！

ＧＭ：ここでクリティカルとはやるな！　こっちの回避、いくぞ！（ダイスを振る）６と……………５、４！　惜おしい！　クリティカルはせず。命中した！

ベネット：ふ、ふう……驚おどろかせやがって！　ダメージロールに《ピアシングストライク》を使うでやんす。（ダイスを振る）[image: 160]点の魔法ダメージ！

ＧＭ：（ダメージを計算し）……その矢にもファリニシュは耐えるぞ。

ナヴァール：……おそらく敵の【ＨＰ】は５０００点くらい。もうひと押おしと見た。

ベネット：ならば二撃目いくでやんす。（ダイスを振る）おっと、またまたクリティカルがきたぁああああ―――っ！

ＧＭ：ポンポンとクリティカル出すなよ！（笑）こっちの回避は（ダイスを振る）……無理！　ベネットがつがえた二発目の矢が、深々と巨体の脇わき腹ばらを貫いた！

アル：今日は調子いいな、ベネット。

ベネット：きっと無心の心が新たな地平を切り開いたのではないかと（笑）。ダメージは……（ダイスを振る）[image: 172]点の魔法ダメージでやんす。

ＧＭ：うわ、もう５０００点を超えてる……（笑）。

ピアニィ：それでも倒れないんだ……。

ベネット：ふっふっふっ、でもあとちょいってとこか。お膳ぜん立だては整ったでやんすよ。

ＧＭ：これで再び全員が行動済になったので、クリンナッププロセスになる。

アル：《バイオレントヒット》を使って《ボルテクスアタック》の使用回数を回復。

ベネット：《バーサタイル》で《アデンダム》を使用可か能のうに。

ピアニィ：あたしも《チャージマジック》で《リゼントメント》を復活。

ＧＭ：では、こっちも《バーサタイル》で、《アデンダム》を復活させる。これでクリンナッププロセスも終了。さあ、第２ラウンドに入ろう！




●第二ラウンド

▼行動値（セットアッププロセス開始時）

ファリニシュ（親）　　　　35

ベネット　　　　　　　　　33

ピアニィ　　　　　　　　　30

アル　　　　　　　　　　　11

ナヴァール　　　　　　　　７




[image: ]




ＧＭ：では、第２ラウンドのセットアッププロセスだ。さあ、このラウンドで倒たおせるかどうかでエンディングが変わってくるぞ（笑）。

ピアニィ：アキナちゃんとお話しするためにも頑がん張ばりますよ！《インクリーズデバイス》でみんなのダメージを＋17です！

ナヴァール：ケセドの杖を使って《ヘイスト》＋《ポストヘイスト》。対象はピアニィ陛下、ベネット、そして私で。（ダイスを振る）うむ、問題なく発動。【行動値】に＋21だ。

ＧＭ：また、ベネットとピアニィが先か！　範はん囲い化された《ヘイスト》って厄やつ介かいだな！

ナヴァール：褒ほめ言こと葉ばとして受け取っておこう（笑）。




▼行動値（セットアッププロセス終了時）

ベネット　　　　　　　　　54

ピアニィ　　　　　　　　　51

ファリニシュ（親）　　　　35

ナヴァール　　　　　　　　28

アル　　　　　　　　　　　11




ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。ここでファリニシュが《アデンダム》を使う。

ベネット：おっと、そうは問屋がおろさねえ。《エンカレッジ》をピアニィ様に。これで【行動値】が上のピアニィ様が先に動けるでやんすよ！

ＧＭ：うぐ！

アル：一応、俺も《カリキュレイト》を使っておく。

ＧＭ：了解。そうなると、ピアニィ、ファリニシュ、アルの順番で行動だな。

ナヴァール：というわけで、まずはピアニィ陛下、どうぞ。

ピアニィ：はい、これで決めてみせます！　マイナーアクションで《ブーストマジック》、メジャーアクションで《フロストプリズム》＋《リゼントメント》！　さらに〝真理の書〟で判定のダイス＋１Ｄもしますよ。

アル：姫さん、やっちまえ！

ピアニィ：えーい！（ダイスを振る）……命中の達成値は49。

ＧＭ：回避！（ダイスを振る）が……だめっ！　ダイス目は11！　クリティカルはせず。ファリニシュはまるで借りてきた犬のようにおとなしくなった（笑）。

ナヴァール：借りてきておとなしくなるのは、猫のはずだぞ（笑）。

ＧＭ：細かいことは気にしない。では、ダメージをどうぞ。

ナヴァール：せっかくだから《チェックメイト》も使ってしまおう。

ピアニィ：わーい♪　（ダイスを振る）合計して[image: 421]点です！

ナヴァール：それにケセドの杖込みで53点プラスです。

ピアニィ：合計[image: 474]点の〈水〉と〈光〉の魔法ダメージです！

ＧＭ：ぶっ!?　あれだけやって、まだそんなダメージを出せるのか……。

ピアニィ：これで決まって！

ＧＭ：（計算して）……累計ダメージは５４８６点。ピアニィの魔術によって生み出された冷気と光がファリニシュを貫いた。かの敵は最後に咆吼を上げて―――。




　ピアニィの放った冷気が魔ま獣じゆうの全身を白く覆っていく。

　ファリニシュはものの数秒で凍てつき、その全身より色を失って……その動きを止めた。

　大気を震ふるわせた咆吼も生命の終わりとともに、やがて途切れる。

　数秒の間、安定を保っていたこの巨軀は　〝ぐらり〟―――ふいに無む造ぞう作さに倒れ込み、地を振るわせて砕け散った。

　ノルウィッチを襲った脅威はここに消えた。

　闘いの趨すう勢せいを見守っていた人々より、一拍の間をおいて……




　大歓声が巻き起こった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……てなわけで、クライマックス戦闘はここで終了！　周囲で巻き起こった大歓声は、まるで街全体を揺るがすほどのもので―――。

ナヴァール：「ピアニィ陛下だ……」「王のご帰還だ―――っ！」「ピアニィ陛下が勝ったんだ―――っ!!」と驚おどろきと歓かん喜きの入り交じるような声を上げると（笑）。

アル：２ラウンド途と中ちゆうで勝ったからエンディングでみんなと話す時間はかろうじて確保か。

ＧＭ：うん。キミたちはかろうじて一分間という貴重な時間を得た。それでは、これよりエンディングシーンに移ろうか！











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆最後の一分間




　ノルウィッチを襲った魔獣は倒たおれた―――。

　人々をその危き機きより救ったのは、九ヶ月前の〝大崩壊〟と共に消息を絶ったはずの王。

　それは、誰もが待ち望んでいた統とう一いつ帝ていの帰還だった。




　だが、ピアニィに残されたのは〝一分間〟というわずかな時間だった。




ＧＭ：それではエンディングを始めよう！　場面は、ノルウィッチ城前……ファリニシュを倒した直後から開始される。

ピアニィ：はい！

ＧＭ：その場に起こった歓声は未いまだ冷さめやらず。ノルウィッチの兵士たちや、ファリニシュの襲撃から逃げ遅れた街の人々……彼らは自らが王の帰き還かんをただひたすらに喜んでいる。闘いが終わっていの一番で駆かけ寄よってくるのはアキナらエンジェルファイヤーの面々だ。「アル兄様―――っ、ピアニィ陛下―――っ！」　それはもう満面の笑顔で。

ピアニィ：……あの、ＧＭ。残された時間は一分ですよね。

ＧＭ：そうだ。実際、キミらが地上に帰還してより約二分。すでにピアニィの体内では、光と闇……そのふたつの力が脈みやく動どうし始めているとわかる。

ピアニィ：…………。

アル：……最後の一分、か。

ＧＭ：そう。この際だから先に言っておく。もしかすると、この『無印』のキャンペーンの中で、キミらがこのノルウィッチの人たちと言葉を交かわすのは、これが最後のチャンスになるかもしれない。

ピアニィ：ええぇっ!?

アル：このまま、別れることになるかもしれないってってことか。

ＧＭ：うん。このあとの展開しだい、だけどね。だから、この最後になるかもしれない一分で、伝えたいことはすべて言葉にした方がいい。

ピアニィ：な、なるほど……。

ＧＭ：そんなピアニィたちの心の内も知らず、息を切らせた笑顔の……そしてどこか泣きそうな表情のアキナが、並んで立つアルとピアニィの前に立つ。「アル兄様……ピアニィ陛下……おかえりなさいっ」

アル：……ああ。ただいま、アキナ。

ピアニィ：アキナちゃん、ただいま。ああ、どんな顔していいかわからない……（笑）。

ＧＭ：「それにしても、さっきみんなが使ってた技はなんなの!?　あの魔獣をあんなあっさり……！　それと今までどこに行ってたんですかっ。もう、今晩じっくり聞かせてもらいますからねっ！」　それは喜んでいるとも、怒っているともとれる複雑な表情で―――。

アル：……アキナ。今晩、一緒にいてやれる時間は……ないんだ。

ＧＭ：「え？」　兄の言葉に怪け訝げんな顔を見せる。「あの、それってどういう……」　なにか言いかけるが、そこで―――「陛下！　アル殿！　ナヴァール殿、ベネット殿も……！」　追いついてきたマルセルがアキナの声を遮った。

ナヴァール：マルセルか。我々が留守の間、よくフェリタニアを守ってくれたな。

ＧＭ：「……？　な、なにを言う。私の力を持ってすれば、お前の代理を務めることくらい造作もないこと。なに、万が一あなたが帰ってこられなくても立派に役目は果たせたさ」

ナヴァール：では、意味ありげに優しく微笑ほほえんで言おう。そうか―――と。

ＧＭ：その微び笑しようの意味に、マルセルは気がつかない。ただただほっとした笑顔で……「みなが無事に帰還されたのは喜ばしいことだ。これで、フェリタニアの未来は安泰だ……！」

ピアニィ：ああっ、そのセリフは……っ！（笑）

ベネット：あちゃー……マルセルが言っちゃったでやんす。

ナヴァール：これは、裏うら目めるフラグ……（笑）。

ＧＭ：そして、マルセルのさらにうしろからやってきたのは、ひとりの少女。この一〇ヶ月近くの間、八歳という子供でありながら統一帝として気き丈じように合衆国を守ってきた……。

ピアニィ：……スリスちゃん。

ＧＭ：「……ピアニィ陛下、ご帰還をお待ちしておりました。これで肩の荷を降ろすことができます。預かっていたものを、お返しします」……と、その頭に戴いただいた王位を示す冠かんむりを両手で大事そうに脱ぬぐ。

ピアニィ：……。

ナヴァール：ピアニィ陛下。では、まずは私から。

ピアニィ：……はい。

ナヴァール：私は、集まったみんなの顔に視線を巡めぐらせて言う。我々がいない間、みなよくやってくれた。

ＧＭ：アキナたちに加え、ひとり、またひとりと集まってきた臣下たちは神しん妙みように、そしてどこか誇ほこらしげな表情でナヴァールの言葉を聞いている。

ナヴァール：……本当にご苦労だった。だが―――お前たちの任にんを解とくわけにはいかない。マルセルも、スリス様も。

ＧＭ：その言葉の意味を理解できた者は、その場には誰もいない。みなが逡しゆん巡じゆんしてのち、「……それはどういう意味です」　と、最初に言葉を発したのはマルセルだ。

ナヴァール：我らはこれより、もっと深い闇と対たい峙じせねばならぬ。時間がないのでくわしいことはのちに伝えることとなろう。なにより、陛下のお身体は、まだ完全に元には戻もどってはおらぬのだ。

ＧＭ：「そんな……」　声を張り上げたのはアキナだ。ナヴァールの言葉を否定してほしい一心でピアニィと、そしてアルの顔を交互に見入る。

アル：俺はただ黙っていることしかできん。

ナヴァール：我らは、再び人前より姿を消さねばならない。これより、ピアニィ陛下よりみなにお言葉がある。……そう言って、一歩下がろう。

ピアニィ：はい……あたしは前に出ます。

ＧＭ：「え……え……っ？　ちょっと……待って」　目の前で進んでいく状況を、アキナは止めることもできず、強く非難することもできない。

ピアニィ：あたしはスリスちゃんの前に立ちます。王冠を受け取って……そのまま、スリスちゃんの頭に載のせます。ごめんね、スリスちゃん。あたしはもう……これを受け取ることはできないの。

ＧＭ：「ピアニィ陛下……？」　上うわ目め遣づかいに、どこか不安げなスリスの表情―――。

ピアニィ：それには、ただ笑顔で返して―――顔を上げ、集まってくれた人に向き直ります。……みなさん、これからあたしは謝あやまらなければならないことがあります。

ＧＭ：ざわめいていたその場が、ピアニィのリンとした声に静まり返った。

ピアニィ：では、みんなに告げます―――。




　全員が、神しん妙みような面おも持もちでピアニィの言葉を待つ。

　常勝無敗―――。

　これまで幾度となく絶望的な状況をひっくり返し、人々を導いてきた君主の言葉を。

　世界を統一するという偉業を成し遂げた王の声を。

　ピアニィはもう一度だけ笑顔でみなを見回し……決意を込こめて宣言した。




「あたし、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアは、この日をもってフェリタニア合がつ衆しゆう国こく大統領並びに、統一帝より退たい位いします」




ＧＭ：その言葉に当然、ざわめきが起こった。みな一様に戸と惑まどいを隠かくせない。アルディオンをわずかな時間で統一し、平和の礎いしずえを築きずいた女王の退位宣言―――不安と驚きの声があがるのは当然のことだろう。

ピアニィ：本当はみんなの元に戻りたい、みんなと一いつ緒しよに国を立て直していきたい……でも、今は一緒にいることはできない。だけど信じてほしい。あたしは、なによりもこの大陸の平和を願い、心はみなと共にあります。

ＧＭ：その言葉に、ざわめきはしだいに収まりゆき―――。

ピアニィ：今、世界の裏側で大きな陰謀が動きつつあります。それは、この世界のあり方を大きく変えるもの。多くの死がアルディオンにあふれましょう。あたしはそれを阻止します。

ＧＭ：「陰謀……？」　説明を求めるかのように、マルセルがつぶやく。「それは、陛下自らが手を下す必要があるのでしょうか。王を危険とわかる渦か中ちゆうに飛び込ませる臣下がどこに国におりましょう？　我々に命じてくだされば―――」　マルセルの言葉に、周囲の兵士たちも賛さん同どうの声をあげるが……。

ピアニィ：……いいえ。これは、あたしが決着をつけなければならないこと。陰謀を動かす〝敵〟は、あたしがこの手で討ちます。

アル：敵、と言い切ったか。

ピアニィ：その敵の名前は、ヒューバード・アーネル・レイウォール―――我が兄です。

ＧＭ：そこで再びざわめきが起こる。「馬鹿な……敵とはいえ、実の兄をその手にかけようというのか」「いや、ならばこそ陛下がなすべきこと」「しかし……！」兵たちはさまざまに言葉を口にしているが……その場を制したのは、マルセルが声こわ高だかに張り上げたその言葉だ。「……陛下に申し上げます！」

ピアニィ：マルセルさん……？

ＧＭ：「ピアニィ陛下。我ら臣下一同、陛下のお心に賛同いたします。ですが、これだけはお約束いただきたい！　でなければ、力尽くでもあなたを止める！」

ピアニィ：約束？

ＧＭ：「このフェリタニアは陛下の故郷であり、帰るべき家。ことを成し遂げたのち、必ずやここにお戻りください。その日まで、我らは全力でこの国を守り抜きましょう……！」

ピアニィ：あ、ちょ……やめてっ、それほんとに泣きそう……っ。

ＧＭ：マルセルの言葉に、周囲の者たちも一斉に賛同の声をあげ始め―――やがてそれは大歓声へと変わっていく。

ピアニィ：泣く、泣くから……っ！（笑）　わかりました、必ずここへ……帰ってきます！

ＧＭ：ピアニィの言葉に、さらなる大だい歓かん声せいが巻き起こる。そんな中、ひとり呆然とした表情を見せるのはアキナだ。「ちょっと待ってよ……みんな、なにを言っているの」

アル：じゃあ、俺はポンとアキナの頭をたたく。

ＧＭ：「アル兄様……」

アル：そんな顔、するなよ。

ＧＭ：「……アル兄様も、行っちゃうの」

アル：ああ。俺は、あいつについていてやりたい―――と、みんなにもみくちゃにされてるピアニィを見る。

ピアニィ：もみくちゃっ!?

アル：それに、ピアニィも言ってるだろ。帰って来るよ、必ず。

ＧＭ：「アル兄様……」

アル：ああ。

ＧＭ：「アル兄様、陛下のことをピアニィって呼び捨てにしてたっけ」

アル：そこをつっつくのぉっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：いや、それはあくまでアキナなりの気を紛まぎらわせる冗談。もうね、兄の優しい言葉に、アキナはこれまで抑えていた感情がこらえきれなくなっており……ふいに涙に顔を歪ゆがませる。そして堰せきを切ったように……「じゃあ、帰ってくるって信じるよ……っ!?　本当に信じてる……信じてるから……っ！」　アルの胸にすがりついて、顔をうずめて身体を震わせる。

アル：俺が、約束を破やぶったことがあるか？

ＧＭ：「そうだね、ないよね―――」

アル：これからのお前の活躍は、きっと天てん狗ぐ仮か面めんも見守ってくれる。心を強く持て。

ＧＭ：アキナは顔をあげ、目に涙をためたまま、ぐすっと鼻をすすりつつ言う。「……なんでアル兄様があの方のことを」

ナヴァール：（ナレーション風に）―――まだなにも気づいていないアキナであった。

ＧＭ：アルの言葉に驚きつつも、アキナは自分なりの決意を口にした。「アル兄様が戻もどるまでの間、フェリタニアの第一の騎士の座、ずっと守るから」

アル：馬鹿、フェリタニア第一の騎士は―――もうとっくにお前だ。

ＧＭ：おい、そんなこと言うとアキナがまた泣くのをこらえる表情になるぞ。

アル：（笑）。俺からはそんなところかな。

ベネット：あっしは、みんなを微笑ましく見てるだけにするでやんすよ（笑）。

ナヴァール：では、最後にみなに言っておこう。我々は、またしばらく姿を消すが、すべての接せつ触しよくを断たつというわけではない。また、今日のように現あらわれることもあるだろう。

ＧＭ：「なに、真に戻られるその日まで、陛下らの手を煩わずらわせるようなことはしないさ」と、マルセル。

ナヴァール：……あとのことは、頼んだぞマルセル。

ＧＭ：「―――承知した」　そう言いながら、マルセルはナヴァールに握あく手しゆを求めた。そして小声で……「ステラ様は、必ずや我々の手で探し出す」

ナヴァール：「信頼している。―――頼む」

ベネット：なんかかっこいいぞ、このふたり。

ＧＭ：（笑）。では、そんなところで、永遠にも続くような一分が終わろうとしている。

ナヴァール：―――陛下、そろそろお時間にございます。

ピアニィ：……はい！　ＧＭ、これで歩いて立ち去るのもなんか微妙だし……最後、大きくなったヤンヤンに乗って飛び立っていく―――とかでもいい？

アル：それ、ラストシーンとしては美しいな（笑）。

ＧＭ：ＯＫ、では今回のセッションはそれで締しめようか（笑）。ふいに、ピアニィの傍らにいた小さき竜より光がほとばしり……やがてそれは白き一対の翼を大きく広げた。ヤンヤン……すなわちルミナスドラゴンの姿が、そこにはあった。

ピアニィ：じゃあ、みんなでその背中に乗って……。

ＧＭ：うん。では……スリスやアキナらエンジェルファイヤーの面々、そして名もなきフェリタニアの兵士たち―――彼らの笑顔に見送られ。ピアニィを乗せたルミナスドラゴンは空高く舞い上がった。地上に残った人々は、みな一様に笑顔で見送り、手を振り続ける。

ナヴァール：では、ヤンヤンは気を利かせて幾度かノルウィッチの上空で弧こを描えがいて彼らの声援に応え……。

ＧＭ：うん、さらなる虚こ空くうへと舞い上がっていく。しだいに遠ざかるノルウィッチの街並み……威い容ようを誇った王城ノルウィッチ城もやがて見えなくなり……。

ベネット：ああ、もうノルウィッチがあんなに小さく……。

アル：ああ。次に帰ってこられるのはいつになるかな。

ナヴァール：そう遠い未来ではなかろう。ですな、陛下。

ピアニィ：じゃあ、その言葉にうなずいて……あたしは見えなくなるまでフェリタニアの大地を眺ながめて、最後に心の中で言います。




「……みんな、必ず帰ってくるから」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　時に帝紀八一五年八月―――。

　新たなる決意とその胸に秘め、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアは再び人々の前よりその姿を消した。

　四人が赴おもむき、討たんとするのは世界の裏側に潜ひそむ〝敵〟。

　だが、彼らはいまだ知ることはなかった。







　この先に四人を待ち受ける、闇を―――。




















超ちようあとがき＋解説






　超まえがきのクイズは解とけただろうか？

　解けた方にもそうでない方にも、続いて第二問！




「〝春しゆん夏か秋しゆう冬とう〟という言葉のとおり、季節とはその順番で巡めぐるもの。

　しかし、〝そこ〟では四季が……




　Autumn、Summer、Spring、Winter




　……の順番で訪おとずれるという。

　さて、〝そこ〟とはいったいどこのことだろう？」




　……第二問というよりはなんだか巻頭クイズのヒントみたいになってしまった（笑）。

　えー、こちらも第一問同様、ノーヒントにさせていただく。




『無印』もいよいよ九巻かんである。

　思えば遠くにきたもんだ……とか思っていたのは、もっと前だった気がする。

　今回は、本書でも導どう入にゆうされている『超ちよう上じよう級きゆうルールブック』やその他もろもろの製せい作さく作業が同時に進行、いつにも増して大惨事だった。

　……って、はっはっは。こんなことを言うのも何回目だろうか？

　まだまだ遠いところを目指してがんばります。とほほ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　では、本ほん編ぺんの話に入ろう。

　今回、ピアニィたちはアヴァロンを訪おとずれ、そこで試練を受けることとなった。

　これによって、〝運命クラス〟を取得し、〝神喚者〟となった。

　運命クラスは今回の『超上級ルールブック』でも目玉となるデータで、そりゃもう大竹さんを始めとするプレイヤーたちは効こう果かを見るなり目を輝かがやかせて大だい興こう奮ふん……っ。

　こういう光景を見るのは、ゲームの作り手側としてもちょっと嬉うれしい部分だ。

　その強さは本編を読んあなたにならなら、すでにおわかりだろう。




　さて、今回のシナリオのテーマのひとつは、ＰＣが神喚者となることである。

　神喚者となるには〝神々の試練〟＝オーディールと呼ばれる試練を受けなければならない。

　今回、ピアニィたちはアヴァロンにやってくるなり五匹ひきのドラゴンと戦せん闘とうするが、誤解なきよう説明すれば、これがオーディールというわけではない。今回は、ミドルフェイズのイベントすべてを終えるまでが試練という扱いだ。

　だがたしかに、ピアニィたちはオープニングの段階……つまりオーディールの修了前から〝パワー〟を使っている。

　―――これはどういうことか。

『超上級ルールブック』の記述を読めばわかるのだが、オーディールの運用およびその内容はＧＭに任まかされている。本書では仮免という言葉を用いているが、パワーを一時的に与えてオーディール終了までにそれを使い続けるにふさわしい人物かどうかを判定する……今回はそういう解釈だ。

　自動車教習所でも、自動車を運転するにふさわしい技ぎ術じゆつがあるかどうかを試すため、仮免を与あたえて実際に運転させる。それと同じようなものである。




　この第九巻は、キャンペーンが最終エピソードに突入するための準備回とも言える。当然、このあとがきでも書きたいことは多いのだが……あえてひとつをあげよう。

　はい、アルがとうとうやってくれました（笑）。

　これまで朴念仁だのなんだのいろいろ言われていたアルだが、九巻目にしてようやくピアニィとの人間関係に変化が……それもかなり大きな変化が生じた。

　あとで矢野自身から聞いた話だが……彼は今回のセッションに相当の気合いと決意をもって臨んだそうである。「『無印』ももう九巻。やるよっ、今回は……っ！　うぉおぉおお！」てな勢いで。もちろん、本当に「うぉおぉおお！」と叫んだかどうは知らない（笑）。




　さて、これよりピアニィたちの戦いは最終局面へと突入する。

　新たな力を手にした彼らは今後、ヒューバードや妖よう魔まを始めとするアルディオン大陸に蠢く〝真の闇やみ〟に挑いどんでいくこととなるだろう。

　その活躍にご期待いただきたい―――。








二〇一二年五月某ぼう日じつ　菊きく池ちたけし






P.S.……「ナヴァールの知られざる過か去こ設せつ定てい」、多数の投とう稿こうをありがとうございました！　まさに〝僕の考えた最強のナヴァール〟へと進化した彼の今後にご期待ください（笑）。
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